
図 名 縮 尺 図 番 図 名 縮 尺 図 番 図 名 縮 尺 図 番 図 名 縮 尺図 番

図 面 目 録

採　用　工　区

図書ＮＯ．

採　用　工　区 採　用　工　区 採　用　工　区

設計図

仕上表 1

1階平面図

2階平面図

立面図 1

断面図 2

矩計図 1

1階ピット側溝平面図

建具表 1

矩計図 2

内部階段詳細図 1

1階建具配置平面図

A-01

 -02

 -03

 -04

内部階段詳細図 2

面積表 1階床伏図

日向市学校給食共同調理場建設事業

（　調理棟建設工事　）

建築工事特記仕様書（その１）

建築工事特記仕様書（その２）

建築工事特記仕様書（その３）

建築工事特記仕様書（その４）

案内図・配置図１

A1:S=1/300

A3:S=1/600

1階天井伏図

日向 市教 育 委員 会

部分詳細図 1 (エアーシャワー室)

断面図 1

立面図 2

配置図

A1:S=1/200

A3:S=1/400

A1:S=1/200

A3:S=1/400

屋根伏図

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/30

A3:S=1/60

A1:S=1/30

A3:S=1/60

A1:S=1/30

A3:S=1/60

A1:S=1/30

A3:S=1/60

A1:S=1/30

A3:S=1/60

A1:S=1/30

A3:S=1/60

2階天井伏図

2階建具配置平面図

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/100

A3:S=1/200

 -05

 -06

 -07

 -08

 -09

 -10

 -11

 -12

 -13

 -14

 -15

 -16

 -17

 -18

 -19

 -20

 -21

 -22

 -23

 -24

 -25

外部階段詳細図

A1:S=1/30

A3:S=1/60

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

建具表 2

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

建具表 3

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

建具表 4

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 1-1

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 1-2

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 1-3

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 1-4

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 1-5

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 1-6

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 1-7

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 1-13

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 1-14

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 2-4

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 2-5

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 2-6

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 2-8

展開図 2-7

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

A1:S=1/30

A3:S=1/60

部分詳細図 2 (シャワーユニット)

A1:S=1/20

A3:S=1/40

A-31

 -32

 -33

 -34

 -35

 -36

 -37

 -38

 -39

 -40

 -41

 -42

 -43

 -44

 -45

 -46

 -47

 -48

 -49

 -50

 -51

 -52

 -53

 -54

 -55

 -61

 -62

 -63

 -64

 -65

 -66

 -67

 -68

 -69

 -70

 -71

 -72

 -73

 -74

 -75

構造設計標準仕様

ボーリング位置図･柱状図

屋上設備機器架台配置図･庇伏図

S-01

 -02

 -03

 -04

基礎伏図･ピット床伏図

鉄筋コンクリート構造配筋標準図

鉄骨構造標準図(1)

QLデッキ合成スラブ設計･施工標準図

軸組図 1 (X1,2通り)

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/100

A3:S=1/200

 -05

 -06

 -07

 -08

 -09

 -10

 -11

 -12

 -13

 -14

 -15

 -16

 -17

 -18

 -19

 -20

 -21

 -22

 -23

 -24

鉄骨構造標準図(2)

A1:S=1/100

A3:S=1/200

軸組図 2 (X3,4通り)

軸組図 3 (X5,6通り)

軸組図 4 (X7,8通り)

A1:S=1/100

A3:S=1/200

軸組図 5 (Y1,2通り)

A1:S=1/100

A3:S=1/200

軸組図 6 (Y3,4通り)

A1:S=1/100

A3:S=1/200

 -26

 -27

 -28

 -29

 -30

展開図 1-8

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 1-9

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 1-10

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 1-11

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 1-12

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

EV-01

EV-02

 -56

 -57

 -58

 -59

 -60

2階梁伏図

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/30

A3:S=1/60

1階床面積求積図

2階床面積求積図

A1:S=1/100

A3:S=1/200

A1:S=1/100

A3:S=1/200

仕上表 2

仕上表 3

A1:S=1/100

A3:S=1/200

断面図 3

R階梁伏図

A1:S=1/100

A3:S=1/200

展開図 1-17

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 1-18

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 2-1

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 2-3

展開図 2-2

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 1-15

展開図 1-16

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

家具詳細図 1

家具詳細図 2

A1:S=1/30

A3:S=1/60

A1:S=1/30

A3:S=1/60

床下ピット図

A1:S=1/100

A3:S=1/200

矩計図 3

矩計図 4

矩計図 5

矩計図 6

A1:S=1/30

A3:S=1/60

エレベーター詳細図 1

A1:S=1/30

A3:S=1/60

エレベーター詳細図 2

A1:S=1/30

A3:S=1/60

ピット側溝詳細図 1

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

ピット側溝詳細図 2

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

ピット側溝詳細図 3

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

ピット側溝詳細図 4

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

ピット側溝詳細図 5

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

軸組図 7 (Y5,6通り)

A1:S=1/100

A3:S=1/200

軸組図 8 (Y7通り)

A1:S=1/100

A3:S=1/200

 -76

 -77

 -78

 -79

 -80

展開図 1-19

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

展開図 2-9

A1:S=1/50 

A3:S=1/100

部分詳細図 3 (システム建築部)

A1:S=1/15

A3:S=1/30

 -81

 -82

 -83

 -84

平面詳細図 1-1

A1:S=1/60

A3:S=1/120

平面詳細図 1-2

A1:S=1/60

A3:S=1/120

平面詳細図 1-3

A1:S=1/60

A3:S=1/120

平面詳細図 1-4

A1:S=1/60

A3:S=1/120

平面詳細図 2-1

A1:S=1/60

A3:S=1/120

平面詳細図 2-2

A1:S=1/60

A3:S=1/120

鉄骨詳細図

A1:S=1/40

A3:S=1/80

システム建築部参考図

基礎詳細図

部材リスト 2

部材リスト 1

A1:S=1/20

A3:S=1/40

A1:S=1/20

A3:S=1/40

A1:S=1/30

A3:S=1/60

1階床･土間伏図

A1:S=1/100

A3:S=1/200



7

9

8

6

5

9

8

4

3

2

7

6

5

章

1

2

4

3

・

1

・

・

※

9

4 1

2

3 1

3

2

2 1

Ｇ

6

8

7

5

4

3

2

2

2

3

2

・

6 1

9

8

7

6

5

3

4

2

5 1

4

3

2

・

2

内装工事

塗装工事

建具工事

左官工事

金属工事

木工事

石工事

防水工事

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

ユニット及びその他の工事

カーテンウォール工事

屋根及びとい工事

コンクリートブロック・AL Cパネル・

タイル工事

押出成形セメント板工事

18

2 0

1 9

1 6

1 7

1 5

1 4

1 3

1 2

1 1

1 0

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。特別な材料の工法

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

に提出して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこ

　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

　　　めて少ないものとする。

　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアル

　　　デヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

するものとし、次の1）から5）を満たすものとする。

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有

　　　難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼ

　　　散が極めて少ないものとする。

　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放

　５）１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

　　　什器等は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　　①JI S及びJ A SのＦ☆☆☆☆規格品

　　　③下記表示のあるJA S規格品

　　　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　　　　ｂ．接着剤等不使用

　　　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　　　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

　　　　　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　①JI S及びJ A SのF☆☆☆規格品

　　　②建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

　　　③旧JI SのE o規格品

　　　④旧JA SのF c o規格品 

　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない

　　　②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

の限りではない。

　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極

　　　ンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　第三種

　　規制対象外

化学物質を放散する

建築材料等

平成26年01月24日(全11 0枚)

　ただし、他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

※「3．工事種目」全てを工事範囲とする。

・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。

4．工事範囲

地業工事

仮設工事

土工事

工事範囲全て

3．工事種目

2．敷地面積

1．工事場所

Ⅰ　工事概要

仕 様 書

工事設計図

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修　平成22年版）

・工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

    ※風速 (  V o  =  3 0  ～ 4 0  m / s  )

    ※地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）

    ・積雪区分　建告示第14 5 5号　別表 (  3 9  )

※現場説明書による　・構外搬出適切処理

　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

　（1）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　（2）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

JI S及びJ A Sマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項を満

　（4）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　（5）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（6）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（3）安定的な供給が可能であること

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会　他）が発行する資料等の写しを監督職員

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　・要　　　・不要

たすものとする。

発生材の処理等

建築材料等

条件明示項目

一

般

共

通

事

項
工事実績情報の登録 ※適用する

電気保安技術者

品質計画

項　　目

適用基準等

（1. 3 . 8）

（1 . 3 . 5）

特　　記　　事　　項

（1. 1 . 4）

（1 . 3 . 3）

（1 . 2 . 2）

　　　築工事編）（平成25年版）」（以下、「標仕」という。）による。

　　　　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　　印と　　印の付いた場合は、共に適用する。

（2）特記事項は、　　印の付いたものを適用する。

（1）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

（5）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

（6）Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」の特定調達品目を示す。

（4）特記事項に記載の（別　　　）は（5. 3 . 7）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

（3）特記事項に記載の（　　　　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（1）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（建

2．特記仕様

・
・

　　

　　

・

1．共通仕様

Ⅱ　建築工事仕様

施工法 （4. 3 . 3～5）

　　　　　工法　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中堀拡大根固め工法

　　　　　H1 3国交告11 1 3号第6による支持力算定式でα=2 5 0程度を採用できる工法

セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

　・特定埋込み杭工法

　　　　　杭周固定液　　・使用する

　・

断熱材兼用型枠

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

種別　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種　　　・Ｄ種

先端部形状　　※開放形　　　　　・閉そく平たん形

杭の継手　　　建築基準法に基づく指定又は認定を受けた継手を使用してもよい。

杭長（ｍ）及び種別

・構内指示の場所にたい積　　　　・構内指示の場所に敷き均し

※現場説明書による　　　　　　　・構外搬出適切処理  

本　杭

杭頭の処理　　※切断しない　　　・

　※高強度プレストレストコンクリート杭

試験杭

既製コンクリート杭

地

業

工

事

地業

種類

　・

杭径（mm）

規模及び仕上げの程度は現場説明書による

　　　・建設汚泥から再生した処理土

埋戻し及び盛土

建設発生土の処理

土

工

事

監督職員事務所

工事用水

工事用電力

仮

設

工

事

備考

（4. 3 . 1～2）

（4 . 3 . 7）

（4 . 3 . 2）

（4 . 3 . 6）

継手数 セット数

混和材料

無筋コンクリート

コンクリート躯体

表面の処理

骨材の種類

（2. 3 . 1）

（2 . 3 . 1）

（2 . 3 . 1）

（3 . 2 . 5）

（3 . 2 . 3）（表3 . 2 . 1）

セメントの種類

コンクリートの類別

スランプ

設計基準強度

レディーミクスト

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

　　コンクリートの増打ち厚さ　　※20 m m　　・

設計図

工　事

建築工事特記仕様書（その1）

※施工範囲は図示による。

適用及び適用個所について

　　標仕19章内装工事14断熱材による。

平成25年版

（6. 1 . 5）（6 . 4 . 1～2）（表6. 1 . 1）

普通ポルトランドセメントの品質は、JI S  R  5 2 1 0に示された規定の他、次の規定の全てに適合する

（6. 3 . 2）（6 . 1 3 . 2）（6 . 1 6 . 2）（表6 . 3 . 1）

（6 . 3 . 3）（6 . 5 . 4）

（6 . 3 . 5）（6 . 4 . 8）

　ＭＣＲ工法を行う場合は、せき板面にＭＣＲ工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、仕上がり面

　以上とし、施工計画書を監督に提出し承諾を受ける。また、目荒しの状態は、事前に監督職員に承

　凹凸状態とする。高圧水洗工法の目荒しを行う場合は、水圧５０Ｎ/ｍｍ　以上かつ、２.５分/ｍ　

ものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

・Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量Ｒt＝3 . 0 k g /ｍ　以下）

※混和剤　　・混和材

設計基準強度　※18Ｎ/ m m

外装タイル後張り面の躯体表面の処理

　諾を受ける。

アルカリシリカ反応による区分

※Ａ

水和熱

28 d

7 d 3 5 2 J / g以下

4 0 2 J / g以下

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

・高炉セメントＢ種　　　（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工作物のスランプ　15又は1 8 c m

Ｇ

設計基準強度Fc（Ｎ/ m m 2）

※Ⅰ類　　・Ⅱ類

・18

※2 1 建物躯体,基礎

施工箇所

（6. 1 4 . 3）

（6 . 2 . 3）

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。 

　　　（他に外観正面1カットのみ5枚（カラーキャビネ版）提出）

外部（4以上）内部（4以上）

外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

撮影業者　※監督職員の承諾する撮影業者（ただし､建築完成写真撮影の実績のある業者とする｡）

１００×１２５以上の原板を使う場合は、監督職員にあらかじめべた焼を提出し確認を受ける。

電子データは、RG B（フルカラー）、JP E G形式最高画質とし、CD - Rにて提出とする。

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

・｢営繕工事電子納品要領（案）（平成１４年１１月改訂版）｣による。

撮影箇所数

　※保全に関する資料　提出部数　　※1部　　　・　　部

　※施工図　　　　　　提出部数　　※1部　　　・　　部

　※施工計画書　　　　提出部数　　※1部　　　・　　部

　※完成図　　　　　　提出部数　　※各2部　　・　　部（A3版第2原図及び電子媒体（CD - R））

・カラー

　　　　※べた焼

　　　　※キャビネ版

※カラー半切木製パネル

・電子データ

※図示　　　・設計 G L =現状G L + 1 0 0 m m

　　　　32 4×4 0 0（m m）

設備工事との取合い

設計ＧＬ

工事写真

15

1 6

1 4

測定はパッシブ型採取機器により行う。

報告の様式等については、現場説明書による。

測定対象室　　　　・図示　　　　　・指示

測定箇所数　　　　・図示　　　　　・指示

着工前の測定　　　・行う

測定し、報告すること。

※作成する　　　・作成しない完成図等

完成写真13

1 2

化学物質の濃度測定11

分類・規格

※20 0万画素以上

※2　・6

※2　・

※2　・

※30 0 d p i以上

※1 0 0×1 2 5以上

機械吊上げ用フック

圧接完了後の試験

普通コンクリートの

10

最上階柱頭補強

帯筋

壁開口部の補強

梁貫通孔の補強形式

（1. 5 . 9）

（1 . 7 . 1～3）（表1. 7 . 1）

原板の大きさ（mm）提出部数

鉄筋の最小かぶり厚さ

既製コンクリート杭の

杭頭補強

鉄筋の継手

鉄

筋

工

事

・ボード仕上げ工事作業　・表装（壁装作業）

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・塗装（建築塗装作業）

・鉄筋施工（鉄筋組立て作業）

・ブロック建築　・AL Cパネル施工

・石材施工（石張り施工）

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

・塗膜防水工事作業　　　　　・シーリング防水工事作業

・アスファルト防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業

・建築板金（内外装板金作業）

・サッシ施工　・ガラス施工　・自動ドア施工

・カーテンウォール施工　・サッシ施工　・ガラス施工

コンクリート工事 ・型枠施工

植栽工事

内装工事

塗装工事

建具工事

屋根及びとい工事

タイル工事

金属工事

左官工事

木工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

カーテンウォール工事

ブロック・AL Cパネル工事

・造園

・左官

・建築大工

・タイル張り

・とび

鉄筋工事

10 技能士

適用工事種別

鉄筋の種類

砂利地業

床下防湿層

（1. 5 . 2）

技能検定の職種

場所打ちコンクリート

杭地業

（5. 3 . 1）（別1 . 1）

（別4. 2）（別表4. 3～4）

（別7. 1）（別表7. 1～3）

標仕表5. 3 . 6の値に加える寸法（mm）

一般壁　　・Ａ形　　　※Ｂ形　　　・図示

・Ａ種　　・Ｂ種　　　・Ｃ種　（　　　　ヶ所）

※超音波探傷試験　　　・引張試験

※行う　　　・行わない

※Ｈ形（□は除く）　　　・

※Ｈ形　　・ＭＨ形　　・Ｍ形

耐震壁　　※図示

※D1 6以下　・

※D1 9以上　・

呼び名19 m m以上の柱、梁の主筋　　※ガス圧接　・重ね継手　

　・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

最小かぶり厚さは目地底から算定する。

・Ａ形　　　・Ｂ形　　　※図示

施工箇所

種類の記号

・SD 3 4 5

・S D 2 9 5 A

※1 0　　・

呼び名（mm）

（6 . 1 . 4）

（別7 . 3）

（5 . 4 . 9）

（別2 . 1）

（別2. 2）

（5 . 3 . 5）

（5 . 3 . 4）

（5 . 2 . 1）（表5 . 2 . 1）

（4 . 5 . 3）（表4 . 5 . 1）

堀削工法　　・アースドリル工法（・安定液使用　・無水堀削）

　　　　　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）

側壁測定　　・行う（　　　　　　　　　　　　）　・行わない

　　　　　　・拡底杭工法（※安定液使用　・　　　　　）

セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

※再生クラッシャラン　　　・切込み砂利及び切込み砕石

施工箇所　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

Ｇ

　　　　　　・リバース工法

　　　　　　・

鉄筋の種類　　5章鉄筋工事の鉄筋の種類による

コンクリートの種別及び設計基準強度

　（　　　）種かつ（　　　）Ｎ/m m　以上

（4. 5 . 4）

（4 . 6 . 3）

（4 . 6 . 6）

（4 . 5 . 4）

（4 . 5 . 5）

（4 . 5 . 3）

宮崎県日向市大字塩見字蔵ノ後30 1 6番地他

約13 , 0 0 0 m 2

給食棟建築主体工事

日向市学校給食共同調理場建設事業

A - 01

（建物内土間コンクリートを含む）

捨コンクリート

日向市学校給食共同調理場建設事業

（現場により監督員の指示を受ける）

係　員係　長補　佐課　長



で、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

　　イオン濃度試験方法」による。

練混ぜ完了から3分以内の値は 　8±2秒

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2. 0％以下

１）日本道路公団規格（JH S）「無収縮モルタル品質管理試験

　　付属書5（規定）「フレッシュコンクリート中の水の塩化物

２）塩化物量は、JI S  Ａ 5 3 0 8「レディミクストコンクリート」

JI S  R  5 2 1 0（ポルトランドセメント）による普通または早強ポ

　　（セメント＋混和材）：砂＝1：1

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもの

溶融亜鉛めっき工法11

最低板厚4. 5 m m以上の形鋼、鋼板

最低板厚3. 2 m m以上、4 . 5 m m未満の形鋼、鋼板

最低板厚2. 3 m m以上、3 . 2 m m未満の形鋼、鋼板

普通ボルト、アンカーボルト

素地ごしらえは、JI S  H  9 1 2 4溶融亜鉛めっき作業指針による。

C種

A種

B種

亜鉛めっきの種別

試験方法

材　　料

　　方法」31 2 - 1 9 9 2による。

無収縮モルタルの品質及び試験方法

無収縮性

付着強度

塩化物量

圧縮強度

ブリージング

凝結時間

配合比

コンシステンシー

砂

セメント

終結時間　　10時間以内

凝結開始時間　　1時間以上

材齢7日　　収縮しないこと

0. 3 0 k g / m　以下

材齢28日 　3 . 0Ｎ/ m m　以上

材齢28日 　4 5 . 0Ｎ/ m m　以上

材齢3日　　25 . 0Ｎ/ m m　以上

3

2

2

2

Jロートによる流下時間

ルトランドセメントとする。

（各重量比）

　石裏面処理　　　　・行う（・小口共）

　ドレインパイプ　　※ステンレスSU S 3 0 4　　・

屋内のワックス掛け　　・行う

床石張りの裏面処理　　・行う

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

　裏打ち処理　　　　　・行う

　裏打ち処理　　　　・行う

床及び階段の石張り4

　・乾式工法

　工法

内壁石張り

（10 . 1 . 5）

（1 0 . 6 . 2）

（1 0 . 4 . 2～3）（1 0 . 5 . 2～3）

形状・寸法　　※図示

表面仕上げ　　※本磨き　　　　・

　・外壁湿式工法（※流し筋工法　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

施工箇所

種石の種類　　※大理石　　　　・

石の種類・表面仕上げ

下表以外は、標仕表9. 6 . 1による

施工箇所

　　・設ける　材質（　　　　　　）　　設置数量（　　　　ｍ 当たり1箇所）

地下外壁防水

（7. 1 2 . 3）（表1 4 . 2 . 2）

適用部位

石

工

事

1 0

壁の石張り工法3

テラゾ張り2

　・乾式工法

　工法

外壁石張り

天然石張り1

シーリング5

脱気装置

塗膜防水4

・Ｘ－１

・Ｘ－２

・Ｙ－２

・Ｙ－１

種　別

・Ｓ－Ｍ３

種　類 産地・名称

（10 . 3 . 2～3）（1 0 . 5 . 2～3）

（1 0 . 2 . 1）（表1 0 . 2 . 2）

（1 0 . 2 . 1）（表1 0 . 2 . 1～2）

厚さ（mm） 仕上げの種類

シーリング材の種類（記号）

※1. 2　・

施工個所

（9. 6 . 2）（表9 . 6 . 1）

2

（9 . 5 . 2～3）（表9. 5 . 1～2）

Ｙ－２工法の保護シート

仕上げ塗料塗り

　・シルバー

　・カラー

※適用する　・適用しない

備　考

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネート

等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

所要性能及び適用構造部位

※トルシア形高力ボルト　 ・J I S形高力ボルト　 ・溶融亜鉛めっき高力ボルト

　切断する個所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

　適用箇所　・図示　　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

　に定める「（　　）グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力

　（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」

柱底均しモルタル工法

アンカーボルトの保持

及び埋込み工法

耐火被覆

溶接部の試験

高力ボルト

エンドタブ

スカラップ

10

9

8

6

7

5

4

・構造用アンカーボルト　（※図示　　　・　　 　　　　　）

・建方用アンカーボルト　（・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種）

種　　別

・ラス張りモルタル塗り

・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

・耐火板張り

　無収縮モルタル

※Ａ種　　　・Ｂ種

混和材

　吹付け

・耐火材

・

※第6水準

A O Q L

検査水準

・放射線試験

・マクロ試験

※超音波探傷試験

試験の種別

※4. 0％

鋼製エンドタブ

改良型スカラップ

試験箇所

完全溶込み溶接部

・2. 5％

・図示

鋼材

施工管理技術者

鉄骨の製作工場

鉄

骨

工

事

3

2

7 1

　　※図示　　　　　　・

　鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

入熱、パス間温度の溶接条件

鋼材の材質　※構造図による

適用する

種類の記号

　のある工場。

使用箇所

・監督職員の承諾する製作工場

製作工場の加工能力

断熱工法の断熱材　　厚さ（mm）　※25　　・

・乾式保護材　　　※押出成形セメント板（厚さ　15 m m）

アスファルト　　　※3種　　　・4種 

　　　　　　　　　　ただし、特定フロンを含まないもの。

種　別

　　　　　　・無し

耐火性能　　・有り（　　　　　）

・間仕切パネル

（7. 2 . 9）（7 . 1 0 . 3）（表7 . 1 0 . 2）

（7 . 1 0 . 3）（表7 . 1 0 . 1）

（7 . 9 . 2～6）

施工箇所

ルーフィングシート

防水

合成高分子系3

種　別

・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｆ１

シート防水

改質アスファルト2

種　別

立上り部の保護

（7. 2 . 2）（7 . 1 2 . 4）

※標仕7. 6 . 1 1（b）による

（7. 6 . 1 1）（表7 . 6 . 2）

・図示

試験方法

防

水

工

事

（7. 6 . 1 1） 9 アスファルト防水1

・Ｄ－２

・Ａ－２

・ＢⅠ－２

・

※ＡⅠ－２

（EC P）

・外壁パネル

種　類

（9. 2 . 2）

・

厚さ（mm）

※1 . 5　・

※1 . 5　・

※2. 0　・

※1. 2　・

施工箇所

・ＡＳ－１　・ＡＳ－２ 厚　さ

（9. 4 . 2～3）（表9. 4 . 1）

仕上げ塗料塗り

・シルバー

・カラー

使用分類

・軽歩行

※非歩行

（9. 3 . 2～4）（表9. 3 . 1）

（　　　　　）

（9. 2 . 5）

（9 . 2 . 2）

床型枠用鋼製デッキプレートを使用したコンクリートスラブ

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ

※Ｆ　　・Ｆ－Ｒ

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ

※Ｆ　　・Ｆ－Ｒ

表面形状 厚さ（mm）

（9 . 2 . 2～3）（表9. 2 . 3～8）

施工箇所

幅（mm）

・Ｃ種

・Ｂ種

工法種別

・Ａ種

・Ｂ種

・床パネルの耐火性能（・1時間　・2時間）

・間仕切壁パネル

※標仕表8. 3 . 1及び下表による

・間仕切壁　・地下二重壁　・外壁

・衛生配管用裏積みブロック　　　

※空洞ブロック１６　・空洞ブロック１６－Ｗ

コ

ン

ク

リ

ー

ト

ブ

ロ

ッ

ク

・

Ａ

Ｌ

Ｃ

パ

ネ

ル

・

押

出

成

形

セ

メ

ン

ト

板

工

事

コンクリートブロック2

（7 . 2 . 1）（7 . 2 . 1 0）（表7 . 2 . 1）

※J I S規格による

※JI S規格による

※JI S規格による

※JI S規格による

※JI S規格による

規格等

（7. 1 . 4）

押出成形セメント板4

・屋根パネル

・床パネル

・外壁パネル

種　類

ＡＬＣパネル3

帳壁及び塀

・塀

（7. 1 . 3） 8

ブロック造

補強コンクリート1

（8 . 3 . 2）

・　　　　　

・　　　　　

厚さ（mm）

・1 5 0

・1 2 0

・1 0 0

単位荷重（Ｎ/ｍ ）

・9 8 0

・2 3 5 0　・3 5 3 0

・1 1 8 0　・1 9 6 0

※1 0 0　・

・1 0 0　・1 5 0

※1 0 0　・　5 0

※1 0 0　・

2

高
さ

２ｍを超える

適用箇所

２ｍ以下

・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

※標仕8. 4 . 6による

取付け工法種別

（8. 5 . 2～6）（表8. 5 . 1～2）

厚さ（mm）

（8 . 4 . 2～6）（表8. 4 . 3～4）

（8 . 2 . 2）

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき

山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）　板厚※0. 6　・0 . 8

　　　　　　　　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（RE P - V U）

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（CG L C C R - 2 0 - A Z 1 5 0）

材　　　種　　　　※配管用鋼管　　・硬質塩化ビニル管

　鋼板及び鋼帯（CG L C C R - 2 0 - A Z 1 5 0）

※有り（種別：　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　・無し

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

長尺金属板の種類

※ひのき　　　　・

※規制対象外　　・第三種

※規制対象外　　・第三種

ホルムアルデヒドの放散量

ホルムアルデヒドの放散量

　　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

　防蟻処理　・行う（※図示　　・　　　　　　　 　　　）

屋

根

及

び

と

い

工

事

　 ※規制対象外　  ・第三種

　 防露材のホルムアルデヒド放散量

鋼管製といの防露　※標仕表13 . 5 . 5による　　　

掃　除　口　　　　※有り　　　　　・無し

形状（mm）

耐火性能

形　　　式

材　　　料

断　熱　材

（規格等）

軒先面戸板

とい3

折板葺2

※3 0分耐火　　・無し

※有り　　・無し

・

フローリング及び縁甲板張り床　　　

下張り用床板

　防腐、防蟻処理の種類、品質

長尺金属板葺13 1

・

床板張り6

（標仕19 . 5 . 2による）

・縁甲板

※単層フローリング

屋根葺形式

床板

・

・有り

※無し

・板張り　

※合板張り

（13 . 5 . 3）（表1 3 . 5 . 5）

（1 3 . 5 . 2）（表1 3 . 5 . 1）

（1 3 . 3 . 2～3）（表13 . 2 . 1）

Ｇ

（1 3 . 2 . 2～3）（表13 . 2 . 1）

板厚（mm）

（1 2 . 7 . 1）（表1 2 . 7 . 1）

（1 2 . 2 . 9）

※0 . 4　

・

3 仕上塗材仕上げ

2 床コンクリートの

直均し仕上げ

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

工　事

設計図

建築工事特記仕様書（その2）

　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

　※規制対象外　　・第三種

防火材料の指定

平成25年版

　外観　※つやあり　・つやなし

・ゆず肌状　　・凸部処理　　※凹凸模様

・ゆず肌状　・さざ波形　・凹凸状

・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

（15 . 5 . 2）（表1 5 . 5 . 1）

（表6 . 2 . 4）（1 5 . 3 . 1～2）

塗料塗りの場合も含む

備　　考

・防水形複層塗材ＲＥ

・内装薄塗材Ｓｉ

・防水形複層塗材Ｅ

・こて塗用軽量塗材

・吹付用軽量塗材

・防水形複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｅ

・軽量骨材仕上塗材

・複層塗材ＲＳ

※複層塗材ＲＥ

・複層仕上塗材

・内装薄塗材Ｗ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材ＣＥ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｃ

・外装薄塗材Ｓ

　溶媒　※水系　 ・溶剤系

防水形の増塗材　※行う

　　　　・メタリック

　　　　・

　樹脂　※アクリル系　

砂壁状

平たん状

耐候性　※3種　・

京壁状じゅらく　

上塗材

・

・

砂壁状　

・

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

呼び名

フリーアクセスフロア（パネル構法）範囲

下表以外は標仕表6. 2 . 4及び標仕15 . 3 . 2による

種　　類

・薄付け仕上塗材

・外装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｅ

フリーアクセスフロア（溝構法）範囲

施工箇所

膨張性のひび割れ及びそりがないこと。

5％以下

終結　10時間以内

始発　1時間以上

・砂壁状　・着色骨材砂壁状

砂壁状じゅらく

・

・

仕上げの形状等

平たんさ（mm）

１ｍにつき１０以下

３ｍにつき７以下

　防腐処理　※行う（※図示　　・　　　　　　　 　　　）

行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

（以下、｢ユリア樹脂等｣という。）を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤

　接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

ホルムアルデヒドの放散量 　　　　※規制対象外　　　・第三種

・保存処理木材を適用する箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　躯体表面の処理方法　MC R工法又は目荒し工法（6章コンクリート工事）

　タイルの試験張り　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

　躯体表面の処理　・行わない　　※行う（施工範囲　※図示　・　　　　）

2 樹種 ※標仕表12 . 2 . 3による　　　

　※規制対象外　　・第三種

・化粧ばり造作用集成材

※集成材　　　

・造作用集成材

・構造用集成材

防腐・防蟻処理5

4 接着剤

集成材等3 Ｇ

品　名

※1等　・2等　　　

※1等　・2等　　　

・1種　※2種　・3種

※一般材　　　

規格・品質

※標仕12 . 2 . 1　　　・市販品

外装タイル　　　　※密着張り　　・マスク張り

・桟木法

・目地桝工法

※タイルシート法

　下地モルタル塗り　※標仕15 . 2 . 2～1 5 . 2 . 5

先付け工法

木材の品質

木

工

事

1 2 1

陶磁器質タイル型枠4

種　別 適用タイル

大型タイル

・二丁掛タイル

・小口タイル

6 手すり及びタラップ（12 . 2 . 1）（表1 2 . 2 . 3）

（1 2 . 2 . 8）

（1 2 . 2 . 6）

（1 2 . 2 . 2）

化粧単板の樹種芯材の種類

・たも　・なら　・しおじ　　　

・　　　

・　　　

・　　　 ・　　　

15 1 モルタル塗り材料

左

官

工

事

（12 . 2 . 1）

（1 1 . 2 . 2）（1 1 . 4 . 2）（表1 1 . 4 . 1）

（1 1 . 2 . 1）

タイル型枠先付け面のせき板

※標仕6. 9 . 3［材料］（b）（2）又は

　金属製タイル先付け用パネル

・

5 アルミニウム製笠木

4 金属成形板張り

接着強さ（Ｎ/m m　）

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

内装タイル　　　　※壁タイル接着剤張り　　・積上げ張り

うわぐすり

無ゆう

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　　　　　）

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

・・・・

タ

イ

ル

工

事

7 0 . 0以上

（％）

保水率

既成調合モルタル張り付け用材料

壁タイル張りの工法3

2

1 . 8 0程度

（ k g / l  ）

単位容積質量

標準時

0. 6 0以上

・・・・

・ ・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・・

・ ・

・ ・

・・

・ ・

・ ・

施工箇所

タイルの種類陶磁器質タイル11 1

磁器（m m）

形状寸法

陶器

きじ

せっ器 施ゆう

・・・・・・

金

属

工

事

4 . 0以上

（Ｎ/m m　）

曲げ強さ

（11 . 3 . 3）（表1 1 . 3 . 2）

（1 1 . 2 . 3）

0 . 2 0以下

（％）

長さ変化率

温冷繰返し後

0. 4 0以上

2

・・・・

・ ・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・・

・ ・

・ ・

・・

・ ・

・ ・

・・

・ ・

・

・

・

・

・・

・ ・

・ ・

2

3 鉄の亜鉛めっき

2 アルミニウム及び

の表面処理

アルミニウム合金

備考

（11 . 2 . 1）

色役物

あり なし 標準 Ｇ

再生材の

特注 適用

14 1 ステンレスの表面

仕上げ

界面破断率（％）

（14 . 2 . 1）（1 4 . 8 . 2～3）（表14 . 2 . 2）

　　　　　　内部　※Ｅ種　　・

亜鉛めっき　外部　※Ｃ種　　・

※ＨＬ程度　・鏡面程度　　　・

（14 . 7 . 2）（表1 4 . 2 . 1）（表1 4 . 7 . 1）

（1 4 . 6 . 2）（表1 4 . 2 . 1）

・Ｂ－１種

・Ｂ－２種（　　　）

物は本体製造所の仕様による。

備　　考

隅角部及び突当たり部等の役

吸水量（ｇ）

30分で1ｇ以下

JI S  R  5 2 0 1の試験において

防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

※ステンレスSU S 3 0 4

材料の種別

※ステンレスSU S 3 0 4

吸水調整材

全固形分（％）

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

混合割合

セメント重量の

表示値±1. 0

凝結時間

タラップ

種　　類

手すり

・鉄

・鉄

接着強度（Ｎ/m m　）

曲げ及び圧縮強度比

70％以上

0. 9 8以上

9 5％以下

吸水比

2

5 0以下

　　　　　　　　　　・

亜鉛めっき　内外部　※Ｃ種

※研磨無し　・　

表面処理

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける（施工箇所は図示）

※アルミニウム製

材　種

・Ｂ-２種

　　　Ｂ-１種

※Ａ-１又は

表面処理

　（　　　　）

2. 0以上

1 . 8以上

1 . 6以上

呼称肉厚（mm）

・3 5 0形

・1 0 0形

・

・2 5 0形

・3 0 0形

種　類

・パネル形

・スパンドレル形

形　　状

・・ロール

・

※プレス

・押出し

製　法

隔は品質計画で

固定方法及び間

定めたもの

固定間隔

寸法（mm）

・

厚さ（mm）

（1 5 . 2 . 2）

（1 5 . 2 . 2）

8 0％以下

透水比

表面処理

（14 . 2 . 3）（表1 4 . 2 . 2）

（1 4 . 2 . 2）（表1 4 . 2 . 1）

・Ｎｏ.２Ｂ程度

・Ｂ－２種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

表面処理方法

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

・Ｂ種

・Ｆ種

・Ｅ種

・Ｄ種

・Ｃ種

・Ａ種

種　別

・Ｂ－１種（無着色）

・

・鏡面仕上げ

・

種　　別

施工箇所

施工箇所

下記以外の見え掛かり全て

種　　類

※ＨＬ程度

施工箇所

（14 . 2 . 1）

日向市学校給食共同調理場建設事業

ポーチ階段床 100x100

H D Z 4 5 :板厚3 . 2 m m以上

H D Z 5 5 :板厚4 . 5 m m以上

H D Z 3 5 :板厚1 . 6 m m以上

A  -  0 2

玄関床 100x100

玄関巾木 100x100

係　員係　長補　佐課　長



　　　　　形状　※インターロッキング形　　　・オーバーラッピング形

収納形式

・ローヘッド形

・スタンダード形

・ハイリフト形

・バーチカル形

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない　　

材　　　種

　防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

厚さ（mm）

　　標仕16 . 1 3 . 3  以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

　JA S S  1 7ガラス工事「3. 1納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を

※内張り　・外張り

※シーリング材　・ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材）

オーバーヘッドドア16

ガイドレール等　※鋼板製　・ステンレス製SU S 3 0 4（厚さ1 . 5 m m）

スラット　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　　・鋼板

耐風圧性能　　（　　　　　）Ｎ/ｍ

セクション材料

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

耐風圧性能　　（　　　　　）Ｎ/ｍ

※スチールタイプ

・チェーン式

・電動式

2

開閉方式

※バランス式

2

軽量シャッター

ガラス留め材及び溝

重量シャッター

ガラス用フィルム

15

1 4

1 3

1 2

・屋内用防煙シャッター

・屋内用防火シャッター

・外壁用防火シャッター

シャッターの種類

・一般重量シャッター

開閉機能　　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　

　※障害物感知装置（自動閉鎖型）

　・シャッターの二段降下方式

開閉形式　　　　※手動式　・上部電動式（手動併用）

品質　JI S  A  5 7 5 9による　　

危害防止機構

耐風圧性能（　　　　　）Ｎ/ｍ

耐風圧性能（　　　　　）Ｎ/ｍ
2

2

※ガラス飛散防止フィルム　　

名　　称

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

　監督職員に提出する

・

ガラス留め材

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

建具の種類

ステンレス製

表面形状

・長方形

・正方形

第2種

種　類 張り面

呼び寸法（mm）

※シーリング材

※シーリング材

・ ・

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第14 5 4号に定められた風圧力に対して

　　　　　　安全であること。

　　　　　　　　垂直方向（Ｋ　）　※0. 5　　・

　設計用震度　　水平方向（Ｋ　）　※1. 0　　・

建物の構造種別

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

　　　　　・正圧　　　Ｎ/ｍ　以上及び負圧　　　Ｎ/ｍ　以上に対して安全であること。　　　

※ステンレス鋼板

　（SU S 3 0 4）

ガイドレール

・溶融亜鉛めっき鋼板

（表16 . 1 1 . 2）

（1 6 . 1 2 . 2～3）

（1 6 . 1 1 . 4）

（1 6 . 1 1 . 3）

鉄骨造

耐震性能

層間変位量（h＝支点間距離）

※±（1/ 2 0 0）×h以上　

・

※±（1/ 1 0 0）×h以上　

・

Ｖ

Ｈ

2 2

　シーリングは補修程度

　ガラス等の破損もない

※部材が損傷せず、破損脱落もしない。

状　　態

（17 . 1 . 3）

　　　　　　　　　・適用する　（種類：　　　　　　　厚さ（mm）　　　：施工箇所　※図示）

　下記以外は標仕表9. 6 . 1による　

製品の寸法許容差　※標仕表17 . 3 . 1による

2次ファスナー

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

・ファスナー部

・取付けブラケット

・パネル目地部

施工部位

カーテンウォール板間目地

表面仕上げ　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

断熱材　　　　　　※適用しない

施工箇所

上記以外はカーテンウォール製作所の仕様による

金物種類及び部位

ＰＣ版打込み金物

ＰＣ版打込み取付けボルト

レベル調整ボルト

鉄筋　　※SD 2 9 5 A　　・

取付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛めっき）及び材質

コンクリートの種類

（16 . 1 0 . 2）（表1 6 . 1 0 . 1）

（1 6 . 1 1 . 2）（表1 6 . 1 1 . 1）

（1 6 . 1 0 . 2）

（1 6 . 1 0 . 2）

・層間ふさぎ

耐風圧性能

耐火材料

飛散防止率　Ｄ１

性能値

（16 . 1 3 . 3）

※無し

・有り

（16 . 1 3 . 2）（表9 . 6 . 1）

※クリア

色調 防火性能

シーリング材料

取付けボルト

種　　別 規格等

（17 . 1 . 3）

（1 7 . 3 . 3）（表1 7 . 3 . 1）

シーリング材の種別

主成分による区分

設計基準強度（Ｆｃ）

記　号

※E種　　・

※E種　　・

・

※E種　　・

※E種　　・

※E種　　・

内　　部

（9. 6 . 2）（1 7 . 3 . 2）（表9 . 6 . 1）

耐久性による区分

※Ａ種　　・　

※Ａ種　　・　

・

※Ａ種　　・　

※ステンレスボルト

※Ａ種　　・　

（14 . 2 . 3）（表1 4 . 2 . 2）

所要スランプ（ｃｍ）

外　　部

　なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）　　 ・鳥の子

かまち戸の樹種　　かまち（　　　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　）　　

・熱線スイッチ　　　・光電スイッチ

※光線スイッチ　　　・音波スイッチ

・マットスイッチ　　・電子マットスイッチ

センサの種類

　網の種別　※ガラス繊維入り合成樹脂製　・合成樹脂製　・ステンレス製（SU S 3 1 6）

（1 6 . 2 . 2）（1 6 . 2 . 4）（表1 6 . 2 . 1）

　　　　　　・C－2種又はB－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　表面処理　※Ｂ－1種　・Ｂ－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ガラス

建具用金物

木製建具

自閉式上吊り引戸装置

ステンレス製建具

自動ドア開閉装置

鋼製軽量建具

11

1 0

9

7

8

6

5

・ガラスブロック　 標仕1 6 . 1 3 . 5による

　・丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

　錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

マスターキー　※製作する　・製作しない

　※規制対象外　　・第三種

建具用金物

※建具表による

　・ピボットヒンジ

吊金物

ふすまの上張り　　

品質規格　　　※標仕表16 . 9 . 1による

　　　　　　　・製造所標準仕様による

※スライデイングドア

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

耐風圧性の適用は建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

表面仕上げ　※ＨＬ程度　・鏡面仕上げ　・

曲げ加工　　※普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）

特定防火設備の戸　　・適用あり

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

・スイングドア

開閉方法

アルミニウム製建具

鋼製建具

網戸

見本の製作等

建

具

工

事

4

3

1 6

2

1

気密性 枠見込み（mm）水密性耐風圧性種　別

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

耐風圧性の適用は建具表による

特定防火設備の戸　　・適用あり

　表面処理　※C－1種又はB－1種　　　

　形　　式　※外部可動式　・固定式

防虫網

屋内建具

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ種

Ｓ－５

Ｓ－６

Ｓ－４

　Ｗ－５

※Ｗ－４

　Ａ－４

※Ａ－３

・ ・ ・

　10 0

※7 0

外部に面する建具

　　　　　　安全であること。

　　　　　　　　垂直方向（Ｋ　）　※0. 5　　・

　設計用震度　　水平方向（Ｋ　）　※1. 0　　・

　※標仕17 . 3 . 2による

　・下表による。ただし、下表以外は標仕17 . 3 . 2による。

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JA S S  1 4による。

コンクリートの種類及び品質

支点間距離（ｈ）

水密性　　・Ｗ－４　　・Ｗ－５　　・

気密性　　・Ａ－３　　・Ａ－４　　・

製造所　　　性能等の確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

映像調整　※行わない　・行う（建具表による）

耐火性能　※適用しない　　・適用する（　　　時間、施工箇所：図示）

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

建物の構造種別

主要部材のたわみ

　　　　　　　　　・適用する（種類：　　厚さ（mm）　　：施工個所※図示　）　

　　　　　・正圧　　　Ｎ/ｍ　以上及び負圧　　　Ｎ/ｍ　以上に対して安全であること。 　　　　　　

種　　別

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第14 5 4号に定められた風圧力に対して

製品の寸法許容差　※標仕表17 . 2 . 1による

・Ａ－２種　　・Ｂ－２種

・Ａ－１種　　・Ｂ－１種　　　　　

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

アルミニウムの表面処理

耐震性能

（16 . 3 . 6）（1 6 . 4 . 6）

（1 6 . 1 3 . 2）

（1 6 . 1 3 . 5）

（1 6 . 7 . 2）

（表1 6 . 6 . 3）

（1 6 . 7 . 4）

（1 6 . 6 . 2）

（1 6 . 6 . 2）

P Cカーテンウォール2

鉄骨造

（16 . 8 . 2～3）（表16 . 8 . 1～3）

（1 6 . 9 . 2～3）

（表16 . 5 . 1）

（1 6 . 5 . 4）

（1 6 . 5 . 5）

（1 6 . 4 . 2）

耐風圧性能

・4mを超える

※4m以下　

・着色塗膜

（17 . 1 . 3）

層間変位量（h＝支点間距離）

※±（1/ 2 0 0）×h以上　

※±（1/ 1 0 0）×h以上　

・

・

Ｖ

Ｈ

（17 . 1 . 3）

（1 7 . 3 . 2）

　シーリングは補修程度

　部材に有害な歪みが起こらない

※部材の脱落、ガラスの破損及び主要

状　　態

（17 . 1 . 3）

※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー　・　

塗装材料（　　　　　　　　　）焼付け方法（　　　）コート（　　　）ベーク

たわみ量

　　　　　かつ絶対量20 m m以下

※±（1/ 1 5 0）×ｈ　

・

2 2

無着色

（17 . 1 . 3）

状　　態

　有害な変形が起こらないこと

※各部の破損、残留変形

（17 . 2 . 3）（表1 4 . 2 . 1）

（1 7 . 2 . 3）（表1 7 . 2 . 1）

色彩等

カーテンウォール材料の種類

種　　類

　・バックマリオン方式 （・単純2辺支持構法　・ＳＳＧ構法）

　・スパンドレル方式

カーテンウォール方式

※アルミニウム製

被着体の組合せ

　下記以外は標仕表9. 6 . 1による

断熱材　　　　　　※適用しない　

　　　　　　　　　・適用する（施工箇所：図示　　　　　　　　　　　　　　）

構造用ガスケット　※適用しない

ガラス

石、タイル

ガラス

シーリング材及びガラス取付け材料

　・小型パネル組み合わせ方式 （・ノックダウン方式　　・ユニット方式）

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JA S S 1 4による。

カ

ー

テ

ン

ウ

ォ

ー

ル

工

事

施工箇所

（16 . 3 . 2）（表1 6 . 3 . 1）

（1 6 . 2 . 3）

（表1 4 . 2 . 1）

（表1 4 . 2 . 1）

※図示　　　・

※図示　　　・

※図示　　　・

ガラス

金属

　・パネル方式

　・方立方式

・

（16 . 1 . 4） 1 7 メタルカーテン

ウォール

1

※標仕16 . 2 . 3のアルミニウム製建具の材料による

シーリング材の種別

主成分による区分記　号

・

耐久性による区分

（9. 6 . 2）（1 7 . 2 . 2）（表9 . 6 . 1）

（1 7 . 2 . 2）

（1 7 . 2 . 2）

規格等

（17 . 2 . 2）

ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　　・ 第三種 （19 . 5 . 2）

※Ｂ種　　・

※Ｃ種　　・

畳表及び畳床はVO C含有量が少ないものとする

フローリング類　　厚さ（mm）　※80　・9 5

畳下地　　　　　　厚さ（mm）　※40　・6 5　・8 0

標仕表12 . 5 . 1による床組　

ポリスチレンフォーム床下地

床下地材

ポリスチレンフォーム10

9 畳敷き

下地の種類

（19 . 6 . 2）（表1 9 . 6 . 1）

畳の種別

※釘どめ工法（Ｃ種）

※50 0×5 0 0

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

寸法（mm）

耐電性　・人体帯電圧3k V以下（フリーアクセスフロア敷設範囲）

※薄膜流し展べ仕上げ

※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）　　

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）　

※天然木化粧複合フローリング

・エポキシ樹脂塗床材

・弾性ウレタン塗床材

　※規制対象外　　・第三種

フローリング張り8

・

合成樹脂塗床7

種　　別

・ひのき

※なら

・

・

・

・

樹　種

種　　別

・防滑仕上げ　　

・カット、ループ併用

・カットパイル

※ループパイル

・レベルループパイル

・カット、ループ併用

・カットパイル

　　　　・

耐電性　※人体帯電圧3k V以下　　　・

耐電性　※人体帯電圧3k V以下　　　・

・タイルカーペット

・ループパイル

・タフテッドカーペット

・第二種

※第一種

パイル形状

・

種　類

※4　　　・

※5～7　 ・

※4～6　 ・

・

パイル形状 パイル長（mm）

備　考

（19 . 4 . 2）

（1 9 . 5 . 2～7）（表19 . 5 . 1～4）

（1 9 . 4 . 2～3）（表19 . 4 . 1～7）

・無塗装品

※塗装品

仕上げ塗装等

・

・

工　法

仕上げの種類

15 浴室天井材

（19 . 3 . 3）（表1 9 . 3 . 2）

（1 9 . 3 . 3～4）（表19 . 3 . 2）

総厚さ（mm）

・

※6. 5

備　考

※全面接着工法

・グリッパー工法

工　　法 備　考

工　事

設計図

建築工事特記仕様書（その3） 平成25年版

　（ｍ ・k / w）

＝厚さ/熱伝導率

＝0. 6 7 6以上

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した

標準品とする。

とし、製造所の

回り縁は樋付き

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の開

難燃性※3級　・2級

断熱抵抗

製造所　　性能の確認できる資料を監督職員に提出する

しないもの

特定フロンを使用

しないもの

特定フロンを使用

表面仕上げ

・アルマイト処理品

※焼付け塗装品

・硬質塩ビ製

※アルミニウム製

市販品

材　質

※塗装品

・木目調

性　能

準不燃品

※30 0

・1 0 0

幅（m m）

※2 0 0

・1 0 0

断熱材のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種

・断熱材兼用型枠

・プラスチック系

・コンクリート系

・木質系

種　類

　保温板

・現場発泡断熱材

　フォーム

　ポリスチレン

・押出法

（スキン層付）

※3種ｂ

※2種ｂ

　　　　発」において、評価を取得したもの

※壁（図示の範囲）

・

※40以下

・

2

・

※断熱材補修部分

・

・一般部

施工箇所

・接地部分

※一般部

・　

・20

※1 5

厚さ（mm）

・4 0

※2 5

※2 5

備　考

品質等

※4. 0又は4 . 5

色柄等

・柄物（標準品）

厚さ（mm）

※無地　　・マーブル柄

※柄物　　・無地

工法　　※熱溶接工法　　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　）

※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

・コンポジションビニル床タイル（軟質）

・織じゅうたん

・Ｃ種

高さ（mm）　※60　　・　10 0

種　別

・Ｂ種

・Ａ種

・ホモジニアスビニル床タイル

・コンポジションビニル床タイル

・ホモジニアスビニル床タイル　　　　　

・

カーペット敷き

ビニル幅木

6

5

帯電防止床タイル張り4

・

・

パイル形状

・カット、ループパイル併用

・カットパイル

・ループパイル

・

※無地

種　　　類

※2　・

・

※コンポジションビニル床タイル（半硬質）

・発泡層のあるもの

※発泡層のないもの

　※規制対象外　　・第三種

ビニル床タイル張り3

・

・

ビニル床シート張り

内

装

工

事

2

1
1 9 接着剤

※ＮＣ　・

種　　　類

種　類 JI Sの記号

・ＣＴＳ

（19 . 3 . 3～4）（表19 . 3 . 1～2）

（1 9 . 2 . 2）

（1 9 . 2 . 2）

1 . 0 X 1 0　Ω未満

備　考

1. 0 X 1 0　Ω以下、または、

体積抵抗値（JI S  K  6 9 1 1による）

漏えい抵抗値（JI S  A  1 4 5 4による）

9

1 0

ＨＴ ・

性　　能

14 断熱材

13 壁紙張り

（19 . 2 . 2）（1 9 . 3 . 3）

（1 9 . 2 . 2）

（1 9 . 2 . 3）

（1 9 . 2 . 2）

厚さ（mm）

※2 . 5

厚さ（m m）J I Sの記号

ＣＴ ※2

備　　考

色　柄

12 吸音材

塗布量　　　　プライマー塗りのうえ主剤2回塗りとし、総塗布量は0. 5 k g /ｍ　以上とする　　　　

材　質　　　　ウレタン樹脂系塗料（※標準色　・　　　　　）

塗布量　　　　主剤2回塗とし、総塗布量は0. 2 5 k g /ｍ　以上とする。

材　質　　　　水性アクリル系樹脂塗料（※標準色　・　　　　　）

　種別　※Ｂ種　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

鋼製の建具及び、2液形ポリウレタンエナメル塗り、常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル

施工部位及び塗料種別

下塗りに変成エポキシ樹脂塗料を塗装する場合

せっこうボード及びその他のボード面の素地ごしらえの種別

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

塗

装

工

事

仕上種別　　　※平滑仕上げ　　　・防滑仕上げ

仕上種別　　　コーティング（ローラー刷毛塗り）

種　別

亜鉛めっき面の素地ごしらえの種別

床用塗料塗り

防塵用塗料塗り4

3

素地ごしらえ2

Ｂ種

Ｃ種

Ａ種

塗りの場合

Ａ種、Ｃ種以外

　※規制対象外　　・第三種

屋内の壁、天井仕上げ材は防火材料とする11 8 材料

（18 . 2 . 7）（表1 8 . 2 . 7）

（1 8 . 2 . 4）（表1 8 . 2 . 3）（表1 8 . 3 . 4）

2

2

（1 8 . 1 . 3）
1 1

その他のボード張り

せっこうボード

・ 9　　・ 1 2　 ・ 1 5　 ・1 8       ・

Ａ級（・天井仕上   ・内装仕上   ・              ）

・ 研磨板   （・スタンダード   ・テンパード ）

・ 無研磨板（・スタンダード   ・テンパード ）

・ 1 0　 ・ 1 2　 ・ 1 5　 ・1 8       ・

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・12       ・

（表1 8 . 2 . 4）（表1 8 . 2 . 7）

厚さ（mm）

※2 5　　･※グラスウール吸音ボード32Ｋ G W - B

壁紙のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種

　モルタル、プラスター面　　※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

壁紙の種類

（ビニル）

　せっこうボード面　　　　　※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

・・・

素地ごしらえ

・

・

・

・

・

・

施工箇所

紙

・

・

・

（織物）

・

・

・

・

・

・

繊維 プラ

・・ ・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・

・

・

・

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

無機質

（化学繊維）

・

・

・

・

・

・

その他 防火性能

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量 

　※適用する　　　・適用しない

　※規制対象外　　・第三種

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

・ロックウール吸音ボード1号

種　　類

・インシュレーションボード

・ハードボード（素地）

・単板張りパーティクルボード

・ミディアムデンシティ

・メラミン樹脂化粧板

　ファイバーボード

IB

H B

M D F

J I Sの記号

R W - B ※2 5　　･

・無研磨板     ・研磨板

JI S  K  6 9 0 3による　厚さ1. 2

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

（19 . 8 . 2）

（1 9 . 9 . 2～3）

（1 9 . 8 . 2）

備　考

（表19 . 7 . 1）

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

　　　　　　化粧無（下地張り用） 

・凹凸タイプ（※12（不燃）・15・1 9・　　）

※フラットタイプ（※9（不燃）・12　・　　）

タイプ2（無石綿）（・6　・8　・　　）

（19 . 7 . 2）（表1 9 . 7 . 1）

Ｇ・普通木毛セメント板 ・15　　・20　　・25　　・NW

D R（軒天凹凸）

DR（凹凸）

DR（軒天）

・化粧せっこうボード（木目）

・せっこうラスボード

・強化せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・シージングせっこうボード

・難燃合板

GB - L

G B - D

G B - S

G B - F

G B - N C

・けい酸カルシウム板

・ロックウール化粧吸音板

・ロックウール化粧吸音板

　（軒天井用）

・せっこうボード

DR

G B - R

D R

0 . 8 F K

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

12 . 5（不燃）幅44 0 m m程度

1 2 . 5（不燃）　15 . 0（不燃）

9. 5

Ｇ

9 . 5（不燃） 

1 2 . 5（不燃）

※12 . 5（不燃）　　・9. 5（準不燃）

・凹凸タイプ（※12  ・1 5）（不燃）

※フラットタイプ 9（不燃）

JI Sの記号種　　類

・硬質木毛セメント板 HW

厚さ（mm）、規格等

・15　　・20　　・25　　・Ｇ

・小屋裏屋根面

日向市学校給食共同調理場建設事業

A -  0 3

係　員係　長補　佐課　長



　　※図示（市販品　※ステンレス製　径約30 m m　　・　　　　　 ）

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

ひだの種類

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

・・

カーテン13

施工箇所

・・・・・

・

装　置

ひも引

・

・

・

引分

・

・

片引

・

・

・

・

電動

形　式

・

・

・

・

・

・ ・

手引

煙突用成形ライニング

ブラインド

ロールスクリーン

表示標識

　ホワイトボード

黒板及び

12

1 1

1 0

9

8 鏡

7

種　類

※ギヤ式　　・コード式

　最高使用温度　　※40 0℃

　工　　法　　　　※こて押さえ

　最高使用温度　　※65 0℃　　・40 0℃

・2本操作コード

・1本操作コード

※横型

防炎性能　※有り

施工箇所

・操作棒式

・縦型

・キャスタブル耐火材

形　式

※アルミニウム合金製

・

手引

・アルミスラット

・クロススラット

電動

・

装　　置

・

スラットの材質

　　（・両面　・片面）

厚さ（mm）　　※5　　　 ・

寸法（mm）　　・図示　　・

・煙突用成形ライニング材

表示標識、案内用図記号についてはJI S  Ｚ 8 2 1 0による

※焼付け

※ほうろう

　　・無し

衝突防止表示　

・ホワイト

　ボード

種　類

・黒板

寸法（mm）

※白

※緑　・黒

※緑　・黒

色　彩

収納家具 材質33

形状・寸法　　　　※図示

ホルムアルデヒドの放散量　　　※規制対象外　　・第三種

クリアランス　　・50　・1 0 0　・1 5 0　・

防水型　※適用する　　・適用しない

耐火性能　　　　・有り（　　　　）　・無し

材質　・アルミ　・ステンレス

性　 能 備　 考

（2 0 . 2 . 1 4）

・ジョイント金物

エキスパンション34

※ステンレス製（上下式鎖内蔵型）　径11 4 . 3 m m　t＝2 . 5 m m　Ｈ＝ＧＬ＋70 0 m m

　　　　　　　　　　　　　　　　　※スプリング付　　・スプリング無し

地上高さ（ｍ）　・6　・8　・1 0　・1 2

材　　質　　※アルミニウム合金製

形　　式　　※テーパー型　・同一断面型

操作方法　　※ハンドル式　・ロープ式

固定方法　　・埋込式　・ベース式　・バンド式

ブロックパターンはJI S  T  9 2 5 1による

色彩は黄色を原則とする

屋　内　※塩化ビニル製　　　　　・磁器又はせっ器質タイル（※30 0　・　　　　）

屋　外　※レジンコンクリート製　・磁器又はせっ器質タイル（※30 0　・　　　　）

　　　　・レジンコンクリート製　　　

材　種　ステンレス製SU S 3 0 4

施　　錠　※有り　・無し

照明器具　※有り　・無し

・樹脂塗装メッシュフェンス

・ビニル被覆エキスパンドフェンス

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

　（巻取り型）

※25

備　 考

・8 0

・1 0 0

（2 0 . 2 . 1 3）

スラットの幅（mm）

（2 0 . 2 . 1 2）

車止め支柱32

屋外掲示板31

・

製造所

29 旗竿受金物

フェンス30

製造所

（20 . 2 . 1 1）

（2 0 . 2 . 1 0）

備　　考

（20 . 2 . 9）

（2 0 . 2 . 8）

　　注意喚起用床材）

視覚障害者用床タイル

28 旗竿

（誘導用及び

27

・回転降下式

・垂直降下式

種　　類

鋼板製又はアルミ製

※不燃布

（不燃認定品）

材　　質

※50 0

・8 0 0

・

高さ（mm）

・8 0 0

※5 0 0

・

（1 9 . 2 . 2）

備　　考

　※固定式（壁埋込型）

　・可動式（天井収納型）

表面仕上げ

　※天井材張り

　・

ガイドレール

　アクリル樹脂焼付け

※メラミン樹脂又は

表面仕上げ

　5, 0 0 0Ｎについては、平成元年建設省告示第13 2 2号「耐震型フリーアクセスフロアの開発」の建

配線用取り出しパネル　配線取り出し開口：パネル1枚につき40 m m×8 0 m m程度の開口1ヶ所以上

　　　　　　　　　　　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

　　　　　　　　　　　　　・有り（※固定式　　・可変式　：施工箇所は図示）　　　

コンセント等の取付け対応　※製造所の標準仕様 （コンセント本体は別途設備工事）

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

・タイルカーペット

・タイルカーペット

・タイルカーペット

　　　　　　両端フラットエンド　※有り（・ステンレス製　※ビニル製）　・無し

　　　　　　　※メラミン樹脂系化粧板（標準色　アルミ製コーナーエッジ付き）

可動間仕切

階段手すり

階段滑止め

トイレブース

移動間仕切

6

5

4

3

2

・ビニル製ハンドレール（幅　約50 m m）

　（市販品　径　約45 m m）

※集成材クリアラッカー仕上げ

取付け工法　※接着工法　・埋込み工法

材　　種　　ステンレスSU S 3 0 4

形　　状　　ビニルタイヤ入り

足形状　　　　※幅木型　・足金物型

　　　　　　　・ポリエステル樹脂系化粧板

幅（mm）　約35

表面仕上げ材

種　　別

・

総厚さ（mm）

パネル部の

　遮音性能はJI S  A  6 5 1 2の遮音試験に準拠する

　表面仕上げの壁紙張りの品質は19章内装工事による

　（36 d b以上）

・遮音タイプ

・一般タイプ

遮音性能

・スタッドパネル式

・スタッド式

・パネル式

構造形式

※鋼板

※鋼板

表面材

・

厚さ（mm）

・

・壁紙張り

・壁紙張り

・焼付け塗装

・焼付け塗装

表面仕上げ

（※0. 6　・0 . 8）

厚さ（mm）

表面材種

※鋼板

・ ・　

フリーアクセスフロア

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

の

工

事

2 0 1

・3 , 0 0 0Ｎ・1 . 0Ｇ・パネル構法

　設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

表面仕上げ材の品質・規格等は、19章内装工事による

スロープ及びボーダー　　　※製造所の標準仕様　　・図示

　　　　　　　　　　　※20～3 0％　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　コンセントの箇所数は図示

空調用吹き出しパネル　　　※無し

・パネル構法

・パネル構法

・溝構法

・溝構法

・溝構法 ・0. 6Ｇ

・0 . 6Ｇ

・0 . 6Ｇ

・1 . 0Ｇ

・1 . 0Ｇ

・3 , 0 0 0Ｎ

・5 , 0 0 0Ｎ

・5 , 0 0 0Ｎ

・5 , 0 0 0Ｎ

・3 , 0 0 0Ｎ

構　法施工箇所

適用地震時

水平力（mm）

仕上り高

耐荷重性能

材　　質

※網入り磨板ガラス

・線入り磨板ガラス

材　質　アルミニウム製（受け枠　※アルミ製　　・ステンレス製）

材　質　アルミニウム製（※額縁タイプ　　・目地タイプ）

※60 0

※1 2 0 0

※1 2 0 0

※1 2 0 0

形　式　・30組用　・60組用　・12 0組用　・

　　　　・硬質アルミニウム製（受枠とも）　　・ステンレス製（受枠とも）

材　質　・塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受枠）　　・ビニル製（ステンレス製受枠）

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　・

枠の材質　　※アルミニウム製

種　類

施工箇所

（20 . 2 . 6）

（2 0 . 2 . 5）

2 5 洗面カウンター 材　　   種

防煙垂れ壁26

・可動式

・固定式

奥行き（mm）

屋内掲示板24

・流し台

・コンロ台

・水切り棚

・つり戸棚

（20 . 2 . 4）

操作方法

・手動式　　　・電動式

・手動式　　　・電動式

・部分電動式

・部分電動式

（　　）

遮音性能

・あり

・なし

・あり

・なし

（20 . 2 . 3）

防火性能

流し台ユニット23

くつふきマット22

かぎ箱21

市販品

市販品

鋼製書架及び物品棚20

床点検口

天井点検口

19

1 8

・鋼製書架

・鋼製物品棚

種　類

寸法（Ｌ＝　mm） 適用内容 規格・品質等

・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石

高さ（mm）

ステンレス製 ※1段式

バックガード ※有り

トラップ付き

厚さ（mm）

※6 . 8

・

・約4 5 0　　・約60 0

※5 0 0

・

・1 8 0 0

・6 0 0

・

・9 0 0

・9 0 0

・7 0 0

・1 5 0 0

備　　考

アルミ製枠付き

（セクショナルキッチンⅠ型）

※優良住宅部品

※市販品

 ・

※1種　・2種　・3種

水平荷重Ⅰ又は水平荷重ⅡJI S  S  1 0 3 9の規格による

JI S  S  1 0 4 0の規格による

規格等 耐荷重による種類

形　状　　・据置式　　・壁張り式　　・差込式

　　色彩　　　　　　　　※Ｂ－１　・Ｂ－２（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　　溝幅×深さ（mm）　・90×1 5 0　※1 2 0×8 0　・1 2 0×1 5 0　・1 5 0×8 0　・　

形　式　・片引き　　・引分け（※暗幕用は30 0 m m以上の召合せの重掛けとする）

目地寸法（mm）

・市販品（アルミニウム製　押出し型材）

材　種　※アルミニウム製　　・ステンレス製

15 ブラインドボックス

止水板17

製造所

寸　法

目地材

目　地

及びカーテンボックス

耐震スリット16

・水平方向

・垂直方向

方　向

・図示

表面仕上げ材

（20 . 2 . 2）

備　考

カーテンレール14

※2 0×1 0　　・

シーリング材（内外とも）

・非耐火型

・耐火型

内壁（幅×深さ）

シーリング材（見え掛かりのみ）

※20×1 0　　・

※完全（全貫通型）スリット　

タイプ

外壁（幅×深さ）

・無し

・有り

耐火性能 防水性能

（20 . 2 . 1 4）

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　・行う　

　・改質アスファルトⅠ型　　※改質アスファルトⅡ型

アスファルト混合物の抽出試験　※行わない　・行う

タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類

アスファルト混合物排水性舗装

透水性舗装

10

9

下記以外

適用時期

冬期 ＰＫＲ－Ｔ２

ＰＫＲ－Ｔ１

種　　類

（22 . 7 . 6）

（2 2 . 7 . 3）（表2 2 . 7 . 3）

（2 2 . 7 . 3）（表2 2 . 7 . 2）

（2 2 . 6 . 6）（2 2 . 4 . 6）

6

5

4

幹巻き用材料

芝張り

支柱材

注入材料　　　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　 ・行う　

シールコート　　※行わない　　　・行う（施工範囲：　　　　　　　　　　）　

アスファルト　　※再生アスファルト　　　・ストレートアスファルト

カラー舗装の着色骨材　　・有色骨材（焼成）　　・着色骨材（樹脂被覆）

　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントB種

　　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）

　添加量　　　　kg /ｍ　（目標CB R　※5以上　・　　　　）

・クラッシャラン（Ｃ－４０）又はクラッシャランスラグ（ＣＳ－４０）

　透水性アスファルト舗装にもちいる場合は透水性の高いもの

早強セメント　　　※使用しない　　・使用する　

溶接金網　　　　　※有り　　　　　・無し　

厚さ試験　　　　　※行わない　　　・行う　

加熱アスファルト混合物の種類

コンクリート舗装8

区分

基層

表層

・粗粒度アスファルト混合物（20）

※密粒度アスファルト混合物（13）

・細粒度アスファルト混合物（13）

※一般地域

Ｇ

※アスファルト舗装

・カラー舗装

※添加材料による安定処理

※再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）

※行う（※乱した土　・乱さない土）

アスファルト舗装

路盤材料

7

6 Ｇ

路床安定処理

路床締固め度の試験

路床土の支持力比試験

5

4

3

※行う

舗装の種類 車道部の基層

※無し　・有り

※無し　・有り

3

（2 2 . 5 . 6）

（2 2 . 5 . 3～4）

（2 2 . 5 . 3）（表2 2 . 5 . 3）

（2 2 . 5 . 3）

（2 2 . 4 . 5）

（2 2 . 4 . 6）

（2 2 . 4 . 4）（表2 2 . 4 . 6）

・細粒度ギャップアスファルト混合物（13 F）

（2 2 . 4 . 3）

※密粒度アスファルト混合物（13 F）

・寒冷地域

（22 . 4 . 2）（表2 2 . 4 . 1）

（2 2 . 3 . 3）

（2 2 . 2 . 5）

（2 2 . 2 . 5）

（2 2 . 2 . 2～3）（表22 . 2 . 2）

カラー舗装の種類

※顔料混入加熱アスファルト混合物

・

3

2

土壌改良材

植込み用土

Ｇ

：1. 0 %以上　りん酸全量（現物）

工　事

設計図

建築工事特記仕様書（その4）

※杉の焼丸太（間伐材）　　　　・真竹

種類　・こうらい芝　　・野芝

※幹巻き用テープ　・わら及びこも

　アルカリ分（現物）

　

：15 %以下

Ｇ

平成25年版

（23 . 4 . 2）

（2 3 . 3 . 2）

（2 3 . 3 . 2）

　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する原料を使用

する。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで植込み用土で盛土を行う。

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高からを有効土層と

：0. 0 0 0 2 %以下

：0 . 0 0 0 5 %以下

　したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

　水銀

　窒素全量（現物）

　炭素窒素比（C/ N比）

　有機物の含有量（乾物）

　水分

　pH

　ニッケル

　鉛

　クロム

：0. 8 %以上

：5 0 %以下

：20以下

：8. 5以下

：35 %以上

：0. 0 1 %以下

：0 . 0 5 %以下

：0 . 0 3 %以下

　加里全量（現物）

　りん酸全量（現物）

発酵下水汚泥コンポスト

　カドミウム

　ひ素 ：0. 0 0 5 %以下

：0 . 1 %以上

：0 . 2 %以下

：生育阻害その他の異常を認めない

：70 m e q / 1 0 0 g以上

※現場発生土の良質土　　　　・客土（※畑土　・黒土）

　窒素全量（現物）

　陽イオン交換容量（乾物）

　炭素窒素比（C/ N比）

　有機物の含有量（乾物）

　幼植物試験の結果

　水分

　pH

バークたい肥

：0. 5 %以上

：5 5～6 5 %

：5 . 5～7 . 5

：3 5以下

：70 %以上

　施工箇所　※植栽範囲　　・図示

※適用する

・3以下 ※50  　　・ ・Ｄ種

（23 . 2 . 3）

（2 3 . 2 . 3～4）

排

水

工

事

・凍上抑制層　　　※再生クラッシャラン　・クラッシャラン　切り込み砂利　　・砂

・遮断層　　　　　※川砂、海砂又良質な山砂　　・

　　　・砂基礎（地業厚さ20 c m以上　材料　山砂の類）

・ＲＥＰ-ＶＵ

※ＶＰ　　・ＶＵ

・かさ上げ用

・水封形　　　　　　　　　　・密閉形（テーパー・パッキン式）

※外圧管（※1種　・2種）

※受枠付き ・溝ふた用・鋼製

　　　　　　　　　厚さは図示

　　　　　　　　　厚さは図示

・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

※Ｂ種　　・

・ステンレス製

遮断層及び凍上抑制層

盛り土に用いる材料

舗

装

工

事

2

の材料

2 2 1

浸透管及び浸透桝

埋戻し土

4

3

製造所

　※無し

　・図示

ボルト固定

・

・Ｕ字溝用

・桝ふた用

　　　※図示

・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管

・硬質塩化ビニル管

材　質

グレーチングふた

・簡易気密形（パッキン式）　・中ふた付密閉形

鋳鉄製マンホールふた

車道部の排水管の敷設

※遠心力鉄筋コンクリート管

2 排水桝及びふた

形　式 種　類

種　　類

※細目　　・歩行用 ※凹凸形　　

（22 . 2 . 2～3）

（2 2 . 2 . 3）（表3 . 2 . 1）

（2 1 . 2 . 3）（表3 . 2 . 1）

・凹凸形　　

※平形　　※普通目

・細目

・Ｔ－20用

・Ｔ－6用

・Ｔ－2用

・Ｔ－14用

2 3
1 樹木の植栽基盤整備

植

栽

工

事

1 2 路面標示用塗料

（21 . 2 . 2）

（2 1 . 2 . 2）

（2 1 . 3 . 1）（2 1 . 3 . 3）

上面形状メンバーピッチ

・Ｔ－6用

・Ｔ－2用

・Ｔ－20用

・Ｔ－14用

適用荷重

適用荷重

Ｇ

Ｂ形（ゴム接合）

　　省管理型：3×1 0　Ｎ/ｍ　以上の載荷重で異常のないこと。

　　保水層及び排水層の鉛直方向の排水性能：24 0ｌ/ｍ ・ｈ以上

　合成樹脂耐根シート（厚さ3m m以上）又は抗根性剤とする（耐根性能の実績を有すること）

　かん水装置　　　　・設ける（工事区分は図示）

排水管用材料

・管理方法による区分　　・管理型   

　植栽の種類　　製造所の指定するものとする

　植込み用土　　製造所の仕様による

　耐根層の材料

　耐荷重性能

　透水層、保水層及び排水層等

21 排水管1

材　　種

4
2

　質量の上限値　　　（　　　　　　） k g /ｍ

・管理方法による区分　　・省管理型   

屋上緑化システム建築物緑化35 Ｇ

2

（2 1 . 2 . 1）（表2 1 . 2 . 1）（2 1 . 3 . 3）

管形状（接合方法）管の種類

2

1 1 ブロック系舗装

着色材料

（23 . 2 . 2～3）（表23 . 2 . 1～2）

（2 3 . 2 . 2～3）（表23 . 2 . 1～2）

※植栽範囲　　・図示

整備範囲

整備範囲

・葉張りの範囲

　ただし、低木は植栽範囲

揮発性有機溶剤の含有率

塗料総質量に対して

＋5～－1

±3

±3

基　層

・アスファルト舗装

※コンクリート舗装

厚　　さ

有効土層の厚さ（cm）

有効土層の厚さ（cm）

芝及び地被類

※行う　・行わない

樹木の樹高（ｍ）

樹木

・3超～7以下

・7超～1 2未満

・12以上

適　用

※80  　　・

※60  　　・

※10 0　　・

※20　　・

JI S  K  5 6 6 5（路面標示用塗料）による

施工

・3種1号 溶融

Ｇ

Ｇ

種類

・1種

・1種

加熱

常温

粉体状

適用

液状

色

・

※白

工　法

工　法

・Ｂ種

・Ｃ種

※Ａ種

※Ｂ種　　・

・図示

※1. 0

布厚さ（mm）幅（mm）

・

※15 0

・ 5 %以下

クの品質及び環境上有害な影響を及ぼさない。

厚さ（mm）

※8 0～1 0 0　・　

±3

±3

±3

長　　さ

普通タイプ

透水性タイプ

透水性タイプ

植生用タイプ

透水性タイプ

普通タイプ

使用上有害なきず、ひびわれ、欠け、変形等がない。

※小舗石（花こう岩）　　

透水係数（cm / s e c）

圧縮強度（Ｎ/m m　）

・舗石舗装

・

種　　類

2

・

曲げ強度（Ｎ/m m　）

透水性タイプ

植生用タイプ

2

寸法許容差（mm）

普通タイプ

外観

4. 0以上

施工方法

※うろこ張り

・

-2

1×1 0　以上

17 . 0以上

3 2 . 0以上

±3

±3

±3

幅

3 . 0以上

5 . 0以上

　

（22 . 8 . 2～3）

無機質材料を用い、耐候性に優れ、かつインターロッキングブロッ

清浄、強硬、耐久性で、適当な粒度をもち、ごみ、泥、有機物、薄

JI S  R  5 2 1 2シリカセメント、JI S  R  5 2 1 3フライアッシュセメン

JI S  R  5 2 1 0ポルトランドセメント、JI S  R  5 2 1 1高炉セメント、

インターロッキングブロックの品質に有害な影響を及ぼさない。

色彩及び表面加工等

誘導、注意喚起用は黄色系とする

※砂　　

・モルタル・・洗出平板（Ｗ）　・擬石平板（Ｓ）

い石片、細長の石片を含んでいない。

ト、白色ポルトランドセメントとする。

※80　・1 0 0

車道部　※80　・　

歩道部　※60　・　

項　　　目

インターロッキングブロック

骨材

混和材料

材

　

　

　

料

セメント

種　　類

・誘導、注意喚起用ブロック

・インターロッキングブロック舗装

※標準ブロック

・透水性ブロック

・植生ブロック

品　　質　　・　　性　　能

厚さ（mm）

※標準品

・

種　　類

※普通平板（Ｎ）　・カラー平板（Ｃ）

・コンクリート平板舗装

寸法（mm）

※3 0 0角

厚さ（mm）

※6 0

（2 2 . 8 . 2～3）

（2 2 . 8 . 2～3）

目地材

日向市学校給食共同調理場建設事業

A - 04

2階会議室

係　員係　長補　佐課　長



日向市学校給食共同調理場建設事業

案内図･配置図 A - 05A3:S=1/1,000

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/500

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

大型バス駐車場

申請建築物2

(配送車車庫棟)

受水槽

1
,
5
0
0
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,
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11,590 63,000 4,500 13,800

防災倉庫

1 5
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36 40

駐車スペース

47
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バルクユニット
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5
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2
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0

排水処理槽

20,000

1
0
,
0
0
0

機械室

駐輪

スペース

浄化槽

45

木製フェンス

緑地帯

1
3
,
8
5
0

9,760

2
1
,
5
0
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6
,
9
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0

7
,
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0

※隣地境界線から5m以上離れており延焼ラインは生じない

配　　置　　図

案　　内　　図

Ｎ

Ｎ

　月　日

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長
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日向市学校給食共同調理場建設事業

配置図 A - 06A3:S=1/400

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/200

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

大型バス駐車場

配送車車庫

受水槽

1
,
5
0
0

3
9
,
5
0
0

6
,
5
0
0

11,590 63,000 4,500 13,800

防災倉庫

1 5

10 15

25 30 35

36 40

駐車スペース

47

受電施設

バルクユニット

今回工事建物

(調理棟)

ゴミストッカー

20 24
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1 5

公用車

5
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0
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,
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0
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0
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4
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5
0
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6
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0
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5
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0
0
0

1
,
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0
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軽

緑地帯

緑地帯

12,700

自販機

5
,
2
0
0

排水処理槽

20,000

1
0
,
0
0
0

機械室

駐輪

スペース

浄化槽

45

木製フェンス

緑地帯

1
3
,
8
5
0

10,390

(別工事)

(別工事)

(別工事)

(設備工事)

(設備工事)

(設備工事)

(設備工事)

(設備工事)

外構別工事

外構別工事

外構別工事

外構別工事

(現況地盤=設計GL-100)



日向市学校給食共同調理場建設事業

面積求積図･面積表 A - 07A3:S=1/400

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/200

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

2,000 63,000 4,500

2,0009,00019,30034,7001,0001,000

12,900 1,000 1,000
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4

A

B

C

D

E

 1.000x39.500=   39.50

34.700x 1.500=   52.05

 9.000x 1.950=   17.55

 9.000ｘ 1.000=   9.00

 4.500x 6.600=   29.70

 1.000x 9.300=    9.30

 1.000x16.200=   16.20

2,728.55m2

記号 建築面積計算式

建築面積

1

2

3

4

5

6

7

8

9

34.700x39.500=1,370.65

19.300x41.000=  791.30

 9.000x39.050=  351.45

 4.500x 8.900=   40.05

 8.700ｘ10.000=  87.00

 2.700x24.600=   66.42

11.400x 8.300=   94.62

17.900x14.800=  264.92

 7.700x 1.500=   11.55

2,553.45m2

  524.51m2

3,077.96m2

記号 床面積計算式

1階床面積

1階床面積

延べ床面積

1 ～ 2,553.45

F

G

1階床面積･建築面積求積図 2階床面積求積図

軒の出

軒
の

出

軒
の

出
軒

の
出

軒の出

外部階段

12.900x 1.500=   19.35G

10

10

　月　日

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長
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G



日向市学校給食共同調理場建設事業

1階床面積求積図 A - 08A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

残滓庫

CH=2,400

棚

CH=3,300

冷蔵庫2

冷蔵庫1

冷凍庫1

器具洗浄室2器具洗浄室1

肉魚類下処理室

調味料仕分室

野菜類下処理室

根菜類前処理コーナー

荷受室2

検収室1

廃棄庫

揚・焼・蒸物室

CH=3,500

配送前室

運転手控え室

事務室

CH=2,700
ホール

踏込1

便所3

CH=2,400

洗濯室

CH=2,400

女子

更衣室2

男子

更衣室2

前室3

踏込3

踏込4

機械室

CH=4,500

回収前室

カート洗場

玄関

CH=2,700

仕分室

調理室

CH=6,900

コンテナー

プール

和え物室

CH=3,000

洗浄室

CH=4,000

洗剤庫

荷受室1

検収室2

＜アレルギー食調理コーナー＞

冷凍庫2

保管用

食品庫

備品庫

前室1

便所2

CH=2,400

便所1

CH=2,400

冷蔵庫3

緊急時前室

前室2

冷蔵庫

添加物

仕分室

プラット

ホーム4

前室4

荷受室3

踏込2

階段下

倉庫4

冷凍庫

プラット
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日向市学校給食共同調理場建設事業

2階床面積求積図 A - 09A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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外　部　仕　上　表

屋　　　根 鼻隠し・破風 軒　　裏

勾配屋根:厚0.6mmガルバリウム鋼板(Kルーフ21又は同等品)

断熱材:厚50mmグラスウールマット下地

外壁

塗装及びその他仕上

鼻隠し:厚24x250杉板の上WP塗り 厚6mm化粧スラグセッコウ板

庇

屋根:厚0.6mmガルバリウム鋼板

プラットホーム3,4

コンクリート打放し(H=1,000)

巾木

軒裏:厚6mm化粧スラグセッコウ板

破風先:厚50mmALC版の上防水型複層塗材E吹付

樋

　　:コーナードレイン100φ用(アスファルト防水用）ステンレス製

竪樋:専用既製品

支持金物:専用既製品

厚50mmALC版の上防水型複層塗材E吹付

スロープ

床:土間コンクリート同時刷毛引仕上

壁:コンクリート打放し

鉄骨階段:亜鉛メッキドブ付け仕上げ

外部階段 備　　　考

手摺:32φステンレス製(HL仕上げ)

支持金物:ステンレス製(SUS304)@1,000

軒樋:ガルバリウム鋼鈑既製品

防水形複層塗材E吹付-複層弾性タイル吹付

ビニル床シートｰポリオレフィン系又はリノリウム

塗床仕上-厚1.2mmエポキシ樹脂塗床(ノンスリップタイプ)

複層塗材E吹付-アクリルタイル吹付

外装薄塗材E吹付-アクリルリシン

一部:杉板の上WP塗り

認定番号特記無き場合

・建築基準法による不燃材料(国土交通省告示第1400号)とする

・厚12.5mmセッコウボード:NM-8619,厚9.5mmセッコウボード:QM-9828(吉野石膏又は同等品)

・厚9.5mm化粧セッコウボード:NM-1864(吉野石膏又は同等品)

・厚6mm化粧スラグセッコウ板:NM-8314(エヌビーエル株式会社アスノンコート又は同等品)

いずれについても監理者(監督員)の承諾を受ける。

・厚20mm不燃断熱化粧ボード:NM-0755(ライトシリングボード又は同等品)

日向市学校給食共同調理場建設事業

外部･内部仕上げ表 A - 10

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

宮崎県知事登録　　第 D-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

・厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板:NM-8424(ニチアスアスラックス又は同等品)

・厚12.5mmシージングセッコウボード:NM-9639,厚9.5mmシージングセッコウボード:QM-9826(吉野石膏又は同等品)

・厚9mmロックウール化粧吸音板:NM-8599(吉野石膏ソーラートン又は同等品) 合成樹脂エマルショルションペイント塗り

NAD

DP 耐候性塗料塗り

合成樹脂調合ペイント

つや有合成樹脂エマルショルションペイント塗り

EP

WP

UC

EP-T

OF

OS

CL

EP-M

EP-G

SOP

木材保護塗料塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り

合成樹脂エマルション模様塗料塗り

オイル塗りワックス拭き仕上げ

オイルステイン塗り

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

クリアラッカー塗り

多彩模様塗料塗り

セルフレベリング-厚10mmセッコウ系

陸屋根:保護防水密着断熱工法(AI-2)

厚80mm保護コンクリート同時金コテ押え(溶接金網:φ6x100x100)

保護コンクリート(軽量コンクリート:Fc=21N/mm2,S=18cm,気乾比重1.85)

絶縁用シート

厚40mm押出法ポリスチレンフォーム保温材(3種b)

アスファルト防水層

スラブコンクリート同時金コテ押え

・厚12mmタイルボード:NM-8315(エヌビーエル株式会社タイルボード又は同等品)

屋根:厚0.6mmガルバリウム鋼板

軒裏:厚6mm化粧スラグセッコウ板

外壁:厚50mmALC版の上防水型複層塗材E吹付

階段:厚30mmモルタル金コテ押え･階段ノンスリップ:W=35ステンレス製

床:厚30mmモルタル金コテ押え

段鼻:ノンスリップステンレス製(W=35)ゴムタイヤ付

可とう形外装薄塗材E-ラフトン(又は同等品)

・バスパネル:NM-2671(松下電工バスパネル又は同等品)

鼻隠し破風:ガルバリウム鋼板既製品

・厚9.5mm化粧セッコウボード(和室用):NM-0127(吉野石膏又は同等品)

一部:杉板の上WP塗り

内部仕上表

機械室

前室1,踏込1,2,3,4

階段下倉庫

玄関

室名 床 巾木 腰壁 壁 廻り縁 天井

2,700

天井高

4,500

高さ

　　　仝　　　上

2,400

便所1,2

2,400

種別

下地

仕上

玄関:磁器質タイル

一部踏込み:厚2mmビニル床シート

塩ビ廻り縁:突付け 厚9.5mm化粧セッコウボード

仕上

下地

書庫･倉庫

下地

仕上

　　　仝　　　上

2,400

受付カウンター･下駄箱

玄関:磁器質タイル(H=100)

一部踏込み:木製巾木(H=100)

更衣室

備考

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

棚

備　　　考

事務室 仕上

下地 厚9.5mmセッコウボード

2,700

厚30mmモルタル 厚50mmグラスウールボード

厚9mmロックウール化粧吸音板

下地

仕上

厚15mm杉板

仕上

下地

カウンター･ミニキッチン:1,100タイプ(IH式)

設計図書の使用区分－標準設計図書等の使用区分は現説事項に依る。

室内環境測定-F:ホルムアルデヒド,V:トルエン,キシレン,スチレン,エチルベンゼン

・いずれについても監理者(監督員)の承諾を受ける。

・塗装及び接着剤については告示対象以外の塗装材及び接着剤を使用する。

・下駄箱，流し台等二次製品についてはＦ☆☆☆☆認定品(JAS及び大臣)とする。

・仕上材及び下地材についてはＦ☆☆☆☆認定(JAS及び大臣)の材料を使用する。

木材の材質

　造作材：桧特1等　巾木・敷居・上り框　－　図面寸法は仕上寸法とする。

　　　　　杉特1等　枠・額縁・目地　－　図面寸法は仕上寸法とする。

　造作材：杉特1等　その他の部材　－　図面寸法は仕上寸法とする。

　構造材：杉特1等　棚間柱・根太・受材等　－　図面寸法は挽き立て寸法とする。

　外部に面する木材はSOP塗ﾘ、巾木･見切･廻ﾘ縁･枠材等その他は自然塗料塗ﾘとする。

　木材使用区分:耳川流系産材を使用する

　月　日

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

・界壁:セッコウボード 厚12.5+9.5 両面張ﾘ(軽鉄間仕切下地),準耐火構造:告示第1358号

・防火上主要な間仕切壁及び床で給水管、配電管その他の管が貫通する場合すき間をモルタル等､不燃材料で埋めること

　　　仝　　　上ホール･通路1･階段室

2,700

仕上

下地

　　　仝　　　上

セルフレベリング

カウンター･棚･掲示板厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード

ビニルクロス

上壁:可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 厚12.5mmセッコウボード 厚12.5mmセッコウボード

　　　仝　　　上

厚12.5mmセッコウボード 厚12.5mmセッコウボード

厚50mmグラスウールボード 厚50mmグラスウールボード

厚12.5mmセッコウボード

厚2.0mmビニル床シート

セルフレベリング 厚12.5mmセッコウボード

可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード 厚12.5mmセッコウボード

塩ビ廻り縁:突付け 厚9.5mm化粧セッコウボード

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

2,400

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

　　　仝　　　上

通路2,踏込3,4

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

厚12.5mmシージングセッコウボード 厚12.5mmシージングセッコウボード 厚12.5mmシージングセッコウボード

便所3,4,5 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 厚12.5mmシージングセッコウボード 厚12.5mmシージングセッコウボード 厚9.5mmシージングセッコウボード

　　　仝　　　上

2,400

前室3,4

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上洗濯室 　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

運転手控室 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

2,400

2,400

2,400

2,400

ソフト巾木(H=100)

ソフト巾木(H=100)

ソフト巾木(H=100)

ソフト巾木(H=100) 　　　仝　　　上厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板 厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

EP塗装 EP塗装

厚12.5mmセッコウボード 厚12.5mmセッコウボード

1階　一般区域

1階　準備区域

ステンレス製カーテンレール(W)

靴箱:2ヶ所

階段ノンスリップ:ステンレス製(W=35)ゴムタイヤ付

壁付手摺:34φ集成材(既製品)

靴箱:2ヶ所

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板 厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

EP塗装 EP塗装

厚12.5セッコウボード

木製巾木(H=100)

FL+1,200

FL+1,200

厚30mmモルタル

厚12.5mmセッコウボード

窓:ブラインドBOX+ブラインド

前室2,3,4

厚9.5mmシージングセッコウボード

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚9.5mmシージングセッコウボード

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板ビニル床シート貼り上(H=200)

2,400

靴箱:2ヶ所　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

ソフト巾木(H=100)

厚9.5mmシージングセッコウボード

　　　仝　　　上　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

ソフト巾木(H=100) 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

可とう形外装薄塗材E

可とう型外装薄塗材E可とう型外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード厚12.5mmセッコウボード

木製巾木(H=100) 厚15mm杉板 FL+1,200 可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード 厚12.5mmセッコウボード 厚12.5mmセッコウボード

可とう形外装薄塗材E 可とう形外装薄塗材E

厚9.5mmシージングセッコウボード厚12.5mmシージングセッコウボード

厚12.5mmセッコウボード 厚12.5mmセッコウボード 厚12.5mmセッコウボード

ソフト巾木(H=100)

厚12.5mmセッコウボード 厚12.5mmセッコウボード

可とう型外装薄塗材E 可とう型外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

厚9.5mm化粧セッコウボード

可とう型外装薄塗材E 可とう型外装薄塗材E



日向市学校給食共同調理場建設事業

仕上表 2 A - 11

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

宮崎県知事登録　　第 D-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

内部仕上表

プラットホーム1,2

廃棄庫

器具洗浄室1,2

室名 床 巾木 腰壁 壁 廻り縁 天井

2,700

天井高高さ

3,000

種別

下地

仕上 塩ビ廻り縁:突付け

仕上

下地

下地

仕上

荷受室1,2

備考

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

仕上

下地

下地

仕上

仕上

下地

　月　日

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

　　　仝　　　上洗浄室

4,000

仕上

下地

　　　仝　　　上　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

厚2.0mmビニル床シート

セルフレベリング 厚12.5mmセッコウボード

ビニル床シート貼り上(H=200) 厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード

塩ビ廻り縁:突付け 厚9.5mm化粧セッコウボード

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

2,400

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上　　　仝　　　上

食品庫

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

検収室1,2 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

2,700

備品庫

野菜類下処理室

2,700

2,400

2,400

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

厚12.5mmシージングセッコウボード

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

仕分室

残滓庫

厨芥処置室

カート洗浄緊急時前室

回収前室

洗剤庫

荷受室3

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

3,000

セルフレベリング 厚12.5mmセッコウボード

ビニル床シート貼り上(H=200)

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

2,400

2,400

2,400

6,900

2,400

2,400

2,400

肉魚類下処理室

2,700

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmシージングセッコウボード 厚12.5mmシージングセッコウボード

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

セルフレベリング

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

セルフレベリング

厚2.5mm防滑性ビニル床シート ビニル床シート貼り上(H=200)

厚12.5mmシージングセッコウボード

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

セルフレベリング

厚2.0mmビニル床シート

セルフレベリング 厚12.5mmセッコウボード

ビニル床シート貼り上(H=200) 厚9.5mm化粧セッコウボード

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード厚12.5mmセッコウボード

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

1階　汚染区域(洗浄)

1階　汚染区域(下処理)

手洗い器立上り壁:800x800x1x2ヶ所(手洗い器は設備工事)･見切り:アルミ製

グレーチング排水溝･グレーチング排水枡

機器類:F1～5･i1～7(別工事)

機器類:M1～13(別工事)

グレーチング排水溝･グレーチング排水枡

手洗い器立上り壁:800x800x2ヶ所(手洗い器は設備工事)

手洗い器立上り壁:800x800x1x2ヶ所(手洗い器は設備工事)

グレーチング排水溝･グレーチング排水枡

機器類:M1～13･AC(別工事)

手洗い器立上り壁:800x800x1x2ヶ所(手洗い器は設備工事)

グレーチング排水溝

機器類:B1～5(別工事)

機器類:A1～7(別工事)

グレーチング排水溝･グレーチング排水枡

手洗い器立上り壁:800x800x1x2ヶ所(手洗い器は設備工事)

根菜類前処理コーナー

カート洗浄コーナー 厚2.5mm防滑性ビニル床シート

セルフレベリング

セルフレベリング

厚2.0mmビニル床シート ビニル床シート貼り上(H=200)

厚12.5mmセッコウボード 厚12.5mmセッコウボード

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

セルフレベリング 厚12.5mmシージングセッコウボード

ビニル床シート貼り上(H=200) 厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmシージングセッコウボード 厚12.5mmシージングセッコウボード

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

厚2.0mmビニル床シート

セルフレベリング 厚12.5mmセッコウボード

ビニル床シート貼り上(H=200) 厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード 厚12.5mmセッコウボード

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

手洗い器立上り壁:800x800x1x2ヶ所(手洗い器は設備工事)

グレーチング排水溝･グレーチング排水枡

保管用冷蔵庫･冷蔵庫1～3･機器類:A1～7(別工事)

調味料仕分室

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

2,400

機器棚類:C16,17(別工事)

手洗い器立上り壁:800x800x1ヶ所(手洗い器は設備工事)

グレーチング排水溝

機器類:D1～10(別工事)

手洗い器立上り壁:800x800x2ヶ所(手洗い器は設備工事)･カウンター:450ｘ1,650x4ヶ所

グレーチング排水溝･グレーチング排水枡

機器類:E1～11(別工事)

機器類:G1～5(別工事)

グレーチング排水溝･グレーチング排水枡

手洗い器立上り壁:800x800x1ヶ所(手洗い器は設備工事)

機器類:N1,2(別工事)

グレーチング排水枡

手洗い器立上り壁:800x800x1ヶ所(手洗い器は設備工事)

グレーチング排水溝･グレーチング排水枡

手洗い器立上り壁:800x800x1ヶ所(手洗い器は設備工事)

セルフレベリング

機器類:AC(別工事)

グレーチング排水溝

手洗い器立上り壁:800x800x1ヶ所(手洗い器は設備工事)･ドックシェルター:2ヶ所

機器類:P1～3(別工事)

手洗い器立上り壁:800x800x1ヶ所(手洗い器は設備工事)･カウンター:450x2,750x1ヶ所

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

一部カート洗浄前:バスパネル

厚12.5mmシージングセッコウボード

厚12.5mmシージングセッコウボード厚12.5mmシージングセッコウボード

厚12.5mmシージングセッコウボード

バスパネル

厚12.5mmシージングセッコウボード

厚12.5mmシージングセッコウボード

バスパネル

厚12.5mmシージングセッコウボード 厚12.5mmシージングセッコウボード

バスパネル

バスパネル

バスパネル 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

バスパネル

　　　仝　　　上

ビニル床シート貼り上(H=200)

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

一部カート洗浄前:バスパネル

ビニル床シート貼り上(H=200)

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

厚2.5mm防滑性ビニル床シート ビニル床シート貼り上(H=200)

厚2.0mmビニル床シート 　　　仝　　　上



日向市学校給食共同調理場建設事業

仕上表 3 A - 12

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

宮崎県知事登録　　第 D-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

内部仕上表

コンテナープール

添加物仕分室

揚･焼･蒸物室

室名 床 巾木 腰壁 壁 廻り縁 天井

3,000

天井高高さ

3,300

通路部2,700

種別

下地

仕上 塩ビ廻り縁:突付け

仕上

下地

下地

仕上

配送前室

備考

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

仕上

下地

下地

仕上

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

仕上

下地

　月　日

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

調理室

6,900

仕上

下地

　　　仝　　　上

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

セルフレベリング

厚12.5mmセッコウボード

ビニル床シート貼り上(H=200) 厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード

塩ビ廻り縁:突付け

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

3,000

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

通路1,見学通路,内部階段 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

2,700

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

会議室

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

倉庫

2,400

2,400

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

仕上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

厚12.5mmシージングセッコウボード 厚12.5mmシージングセッコウボード 厚12.5mmシージングセッコウボード

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

便所1,2,多目的便所

機器スペース

小会議室

便所3,4

通路2･階段室

湯沸し室

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

2,400

2,400

2,400

2,700

2,700

2,400

4,000

電気室

3,500

和え物室

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

3,000

女子男子踏込み

女子男子更衣室

シャワー室

厚2.0mmビニル床シート

セルフレベリング 厚12.5mmセッコウボード 厚12.5mmセッコウボード 厚12.5mmセッコウボード

塩ビ廻り縁:突付け 厚9.5mm化粧セッコウボード

厚30mmモルタル金コテ押え 厚50mmグラスウールボード

厚12.5mmセッコウボード 厚12.5mmセッコウボード

厚50mmグラスウールボード 厚50mmグラスウールボード

厚12.5mmセッコウボード

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

厚2.0mmビニル床シート

セルフレベリング

ソフト巾木(H=100) 塩ビ廻り縁:突付け 厚9.5mm化粧セッコウボード

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

シャワーユニット(0812タイプ)

2,400

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

厚2.0mmビニル床シート

女子男子休憩室

たたみ敷き

一部:厚12mm複合フローリング

木床組の上厚12mmラワン合板

木製巾木(H=100)

2,400

2,700

ソフト巾木(H=100)

厚12.5mmシージングセッコウボード

ソフト巾木(H=100)

厚12.5mmシージングセッコウボード 厚12.5mmシージングセッコウボード

ソフト巾木(H=100)

厚12.5mmセッコウボード 厚12.5mmセッコウボード 厚12.5mmセッコウボード

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

ビニル床シート貼り上(H=200)

1階　非汚染区域

2階　一般区域

2階　準備区域

手洗い器立上り壁:800x800x3ヶ所(手洗い器は設備工事)

グレーチング排水溝･グレーチング排水枡

手洗い器立上り壁:800x800x4ヶ所(手洗い器は設備工事)

グレーチング排水溝･グレーチング排水枡

手洗い器立上り壁:800x800x2ヶ所(手洗い器は設備工事)

グレーチング排水溝･グレーチング排水枡

手洗い器立上り壁:800x800x5ヶ所(手洗い器は設備工事)

グレーチング排水溝･グレーチング排水枡

冷蔵庫 4･機器類J1～12(別工事)

冷蔵庫 5･機器類:K1～15(別工事)

手洗い器立上り壁:800x800x1ヶ所(手洗い器は設備工事)･ドックシェルター:4ヶ所

グレーチング排水溝

手洗い器立上り壁:800x800x1ヶ所(手洗い器は設備工事)

グレーチング排水枡

機器類:L1～7(別工事)

機器類:AC(別工事)

機器類:C1～3(別工事)

機器類:H1～27(別工事)

壁付手摺:34φ集成材既製品

ブラインドボックス+ブラインド

衛生器具一式(設備工事)

机･椅子類備品(別発注)

室内機架台基礎(室内機は別工事)

衛生器具一式(設備工事)

階段ノンスリップ:ステンレス製(W=35)ゴムタイヤ付

壁付手摺:34φ集成材(既製品)

流し台:L=1,200･コンロ台:L=600･吊棚:L=1,200･換気フード

靴箱:2,590x400x1,200(男女各1ヶ所)

上り框:木製90x150集成材,ブラインドボックス+ブラインド

天井吊りカーテンレール+シャワーカーテン

ロッカー:備品(別発注)

厚12.5mmセッコウボード厚12.5mmセッコウボード厚12.5mmセッコウボード

厚12.5mmセッコウボード

厚12.5mmセッコウボード

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

バスパネル

木製巾木(H=100) 厚15mm杉板 FL+1,200 可とう形外装薄塗材E

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmシージングセッコウボード 厚9.5mmシージングセッコウボード

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板ソフト巾木(H=100)

厚12.5mmシージングセッコウボード

厚12.5mmセッコウボード

木製巾木(H=100) 厚15mm杉板

厚12.5mmセッコウボード

FL+1,200 可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード

可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード厚12.5mmセッコウボード

ソフト巾木(H=100) 可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード

可とう形外装薄塗材E

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

可とう形外装薄塗材E

厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

可とう形外装薄塗材E 可とう形外装薄塗材E

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上 　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

厚9.5mm化粧セッコウボード

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

　　　仝　　　上

木床組の上厚12mmラワン合板

ブラインドボックス+ブラインド

掃除具入れ:600x500x2,000,更衣棚:900x500x1,700(男女各1ヶ所)

掃除具入れ:600x500x2,000(1ヶ所)

掃除具入れ:600x500x2,000(2ヶ所)
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日向市学校給食共同調理場建設事業

1階平面図 A - 13A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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野菜類下処理室

DN

調理室

会議室（食育スペース）

男子休憩室

女子休憩室

便所4

(調理女)

便所3

(調理男)
小会議室

湯沸室

吹き抜け

吹き抜け

2,000

13,100

1
,
0
0
0

3
9
,
5
0
0

8
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
,
5
0
0

EV

踏込

シャワー

日向市学校給食共同調理場建設事業

2階平面図 A - 14A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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日向市学校給食共同調理場建設事業

屋根伏図 A - 15A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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日向市学校給食共同調理場建設事業

立面図 1 A - 16A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

67,500

4,50020,60029,30013,100

X1 X2 X3 X4 X6 X7 X8X5

41,000

6,600 32,900 1,500

Y1Y2Y3Y4Y5Y7 Y6

18,500 6,100 8,300

2501,5007,8006,6008,4009,6006,600250

南　　側　　立　　面　　図

西　　側　　立　　面　　図

日向市学校給食共同調理場

21,600 7,700 11,600 9,000

250 13,100 8,700 6,000 6,900 7,200 20,600 4,500 250



日向市学校給食共同調理場建設事業

立面図 2 A - 17A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

20,600 13,100

13,300

8,900

1,750

東　　側　　立　　面　　図

北　　側　　立　　面　　図

　月　日

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

67,500

4,500 29,300

8,7506,0006,9007,20020,6004,750

X1X2X3X4X6X7X8 X5

41,000

6,60032,4501,950

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y7Y6

9,60013,950

7,800 6,600 8,400 9,600 6,850



日向市学校給食共同調理場建設事業

断面図 1 A - 18A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

4,5003,5008,1003,7004,0003,5003,0006002,5502,5506002,6003,4502,3506,0507,450

8,500 6,550 8,450

250

X方向断面図①(Y2～Y3間)

Y方向断面図①(X1～X2間)

事務室 玄関 洗濯室 プラットホーム 3
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日向市学校給食共同調理場建設事業

断面図 2 A - 19A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

X方向断面図②(Y4～Y5間)

4,50019,9009,0006,7004,5002,300

荷受室 1 検収室 1 仕分室 野菜類下処理室 調理室 コンテナープール 配送前室 添加物仕分室

野菜類下処理室吹抜 調理室吹抜見学通路
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日向市学校給食共同調理場建設事業

断面図 3 A - 20A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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日向市学校給食共同調理場建設事業

矩計図 1 A - 21A3:S=1/60

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/30

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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システム軒樋

鼻隠し:24x240杉材の上WP

軒裏:厚6mm化粧スラグセッコウ板

システム縦樋

カウンター:厚40mm杉集成材

天板:ステンレス板

天端:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地
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X1 X2

外壁:厚50mmALC版の上防水型複層塗材E吹付

胴縁:C-100x50x20x2.3@600

断熱材:厚100mmグラスウール

壁:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

外壁:厚50mmALC版の上防水型複層塗材E吹付

胴縁:C-100x50x20x2.3@600

断熱材:厚100mmグラスウール

壁:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

壁:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

天井:バスパネル

軽鉄天井材(19型)

天井裏:断熱材(グラスウール厚100mm)

壁:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板
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下地:厚10mmセルフレベリング材

床:ビニル床シート

下地:厚10mmセルフレベリング材

床:ビニル床シート

下地:厚10mmセルフレベリング材

床:ビニル床シート

下地:厚10mmセルフレベリング材

床:ビニル床シート

壁:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

防湿断熱:厚25mmポリスチレンフォーム

防湿シート:厚0.15mmポリエチレンフィルム

土間コンクリート:厚150mm

切込砕石:厚150mm(再生材)



日向市学校給食共同調理場建設事業

矩計図 2 A - 22A3:S=1/60

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/30

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

女子休憩室 女子更衣室 男子休憩室男子更衣室
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1
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▽設計GL

▽2FSL

▽RFSL

断熱材:厚50mmグラスウールマット下地

勾配屋根:厚0.6mmガルバリウム鋼板

システム軒樋

システム縦樋

軽天専用補強材

軽天専用補強材

　月　日

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

1
,
4
5
0

1
5
0

1
,
1
0
0

3
5
0

2
0
0

1
,
3
0
0

1
,
2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
,
7
0
0

1
,
1
0
0

1
3
0

Y1 Y3 Y4

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

外壁:厚50mmALC版の上防水型複層塗材E吹付

胴縁:C-100x50x20x2.3@600

断熱材:厚100mmグラスウール

外壁:厚50mmALC版の上防水型複層塗材E吹付

胴縁:C-100x50x20x2.3@600

断熱材:厚100mmグラスウール

壁:化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

壁:化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

壁:化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

壁:厚50mmグラスウールボード

厚12.5mmセッコウボード下地

下地:厚10mmセルフレベリング材

床:ビニル床シート

下地:厚10mmセルフレベリング材

床:ビニル床シート

下地:木組の上厚12mmラワン合板

床:たたみ(一部:フローリング)

下地:厚10mmセルフレベリング材

床:ビニル床シート

QLデッキ 厚1.2mm(QL99-50)

コンクリート同時押え 厚80mm(D10@200タテヨコ共)

QLデッキ 厚1.2mm(QL99-50)

コンクリート同時押え 厚80mm(D10@200タテヨコ共)

天井:バスパネル

軽鉄天井材(19型)

天井裏:断熱材(グラスウール厚100mm)

天井:厚20mm不燃断熱化粧ボード

軽鉄天井材(19型)

天井裏:断熱材(グラスウール厚100mm)

床:ビニル床シート床:たたみ(一部:フローリング)

壁:可とう型外装薄塗材

厚12.5mmセッコウボード下地

壁:可とう型外装薄塗材

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

壁:可とう型外装薄塗材

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

壁:化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

防湿断熱:厚25mmポリスチレンフォーム

防湿シート:厚0.15mmポリエチレンフィルム

土間コンクリート:厚150mm

切込砕石:厚150mm(再生材)

下地:木組の上厚12mmラワン合板下地:木組の上厚12mmラワン合板

スラブコンクリート:厚200mm

床:厚30mmモルタル金コテ押え
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仕上げ:同左

ブラインドボックス

(杉材)厚25mmx100x150自然塗料塗り
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土間コンクリート:厚150mm

床:土間コンクリート同時金コテ押え
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2
5



日向市学校給食共同調理場建設事業

矩計図 3 A - 23A3:S=1/60

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/30

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長
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成型伸縮目地材 @1,500程度

保護コンクリート 厚100～60

絶縁シート

断熱材:ポリスチレンフォーム 厚40

アスファルト防水

スラブコンクリート同時金コテ押え

調理室吹抜

調理室 揚･焼･蒸物室

▽最高の高さ

△RSL(水上)

▽RSL(水下)

▽2FL

△2SL

▽設計GL

▽1FL
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コンクリート同時押え 厚80mm(6φx150x150)

QLデッキ 厚1.2mm(QL99-50)

天井:バスパネル

軽鉄天井材(19型)

天井裏:断熱材(グラスウール厚100mm)

天井:バスパネル

軽鉄天井材(19型)

壁:化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

壁:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

外壁:厚50mmALC版の上防水型複層塗材E吹付

胴縁:C-100x50x20x2.3@600

断熱材:厚100mmグラスウール

外壁:厚50mmALC版の上防水型複層塗材E吹付

胴縁:C-100x50x20x2.3@600

断熱材:厚100mmグラスウール

システム軒先

勾配屋根:厚0.6mmガルバリウム鋼板

断熱材:厚50mmグラスウールマット下地

床:ビニル床シート

下地:セルフレベリング材 厚10mm

床:ビニル床シート

下地:セルフレベリング材 厚10mm

アルミ手摺

アルミ手摺

踏面:厚50mmモルタル金コテ押え

(溶接金網:□-100x100x6)

裏面:PL-6亜鉛メッキ仕上げ

側桁:[-300x90x9の上亜鉛メッキ仕上げ

乾式保護材

アルミ製笠木

アルミ手摺

コンクリート打ち放し(増打20mm)

防水型複層塗材E吹付け

シーリング:20x15(MS-2)

乾式保護材

軽天専用補強材
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断熱材:厚100mmグラスウール

防湿断熱:厚25mmポリスチレンフォーム

防湿シート:厚0.15mmポリエチレンフィルム

土間コンクリート:厚150mm

切込砕石:厚150mm(再生材)

1
5
0

空調機器基礎

水勾配



日向市学校給食共同調理場建設事業

矩計図 4 A - 24A3:S=1/60

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/30

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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吸排気機械室

洗浄室1 肉･魚類下処理室

▽最高の高さ

△RSL(水上)

▽2FL

△2SL

▽設計GL

▽1FL
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システム軒先

勾配屋根:厚0.6mmガルバリウム鋼板

断熱材:厚50mmグラスウールマット下地

アルミ手摺

野菜下処理室

見学通路 機器スペース
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アルミ製笠木

乾式保護材

コンクリート打ち放し(増打20mm)

防水型複層塗材E吹付け

シーリング:20x15(MS-2)

踏み台:コンクリート同時金コテ押え

水切り:ガルバリウム鋼板

軽天専用補強材

軽天専用補強材 軽天専用補強材軽天専用補強材
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　月　日

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長
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成型伸縮目地材 @1,500程度

保護コンクリート 厚100～60

絶縁シート

断熱材:ポリスチレンフォーム 厚40

アスファルト防水

スラブコンクリート同時金コテ押え

コンクリート同時押え 厚80mm(D10@200タテヨコ共)

QLデッキ 厚1.2mm(QL99-50)

天井:バスパネル

軽鉄天井材(19型)

壁:化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

壁:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

外壁:厚50mmALC版の上防水型複層塗材E吹付

胴縁:C-100x50x20x2.3@600

断熱材:厚100mmグラスウール

外壁:厚50mmALC版の上防水型複層塗材E吹付

胴縁:C-100x50x20x2.3@600

断熱材:厚100mmグラスウール

床:ビニル床シート

下地:厚10mmセルフレベリング材

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

下地:厚10mmセルフレベリング材

床:ビニル床シート

天井:バスパネル

軽鉄天井材(19型)

天井:バスパネル

軽鉄天井材(19型)

下地:厚10mmセルフレベリング材

床:ビニル床シート

壁:化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

壁:厚50mmグラスウールボード

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

壁:厚50mmグラスウールボード

厚12.5mmセッコウボード下地

床:厚30mmモルタル金コテ押え

コンクリート同時押え 厚80mm(D10@200タテヨコ共)

QLデッキ 厚1.2mm(QL99-50)

腰壁:杉板の上自然塗料塗り

壁:ビニールクロス(掲示板用)

上壁:可とう型外装薄塗材E

壁:化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)
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防湿断熱:厚25mmポリスチレンフォーム

防湿シート:厚0.15mmポリエチレンフィルム

切込砕石:厚150mm(再生材)



日向市学校給食共同調理場建設事業

矩計図 5 A - 25A3:S=1/60

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月26日

事 A1:S=1/30

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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配送前室コンテナープール調理室

▽設計GL

▽1FL

1

48

調理室吹抜

▽RSL(水下)▽RSL(水下)

断熱材:厚50mmグラスウールマット下地

勾配屋根:厚0.6mmガルバリウム鋼板

断熱材:厚50mmグラスウールマット下地

勾配屋根:厚0.6mmガルバリウム鋼板

システム軒先

システム水切り

システム軒樋

鼻隠し:24x240杉材の上WP

軒裏:厚6mm化粧スラグセッコウ板

システム縦樋

天端:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽天専用補強材

▽2SL(X7通り)
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▽2SL(X6通り)
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コンテナープール

▽設計GL
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　月　日
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　月　日 係　員係　長補　佐課　長
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X7X6

外壁:厚50mmALC版の上防水型複層塗材E吹付

胴縁:C-100x50x20x2.3@600

断熱材:厚100mmグラスウール

壁:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

壁:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

下地:厚10mmセルフレベリング材

床:ビニル床シート

下地:厚10mmセルフレベリング材

床:ビニル床シート

下地:厚10mmセルフレベリング材

床:ビニル床シート

外壁:厚50mmALC版の上防水型複層塗材E吹付

胴縁:C-100x50x20x2.3@600

断熱材:厚100mmグラスウール

壁:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

天井:バスパネル

軽鉄天井材(19型)

天井裏:断熱材(グラスウール厚100mm)

天井:厚バスパネル

軽鉄天井材(19型)
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防湿断熱:厚25mmポリスチレンフォーム

防湿シート:厚0.15mmポリエチレンフィルム

土間コンクリート:厚150mm

切込砕石:厚150mm(再生材)

防湿断熱:厚25mmポリスチレンフォーム

防湿シート:厚0.15mmポリエチレンフィルム

土間コンクリート:厚150mm

切込砕石:厚150mm(再生材)
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天井裏:断熱材(グラスウール厚100mm)

天井裏:断熱材(グラスウール厚100mm)

1
0
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△現況GL

▽設計GL



日向市学校給食共同調理場建設事業

矩計図 5 A - 25A3:S=1/60

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成25年12月24日

事 A1:S=1/30

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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添加物仕分室コンテナープール通路
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男子更衣室

△2SL(X6通り)

▽RSL(水下)▽RSL(水下)

断熱材:厚50mmグラスウールマット下地

勾配屋根:厚0.6mmガルバリウム鋼板

断熱材:厚50mmグラスウールマット下地

勾配屋根:厚0.6mmガルバリウム鋼板

システム破風

システム水切り

システム軒樋

鼻隠し:24x240杉材の上SOP

軒裏:厚6mm化粧スラグセッコウ板

システム縦樋

天端:厚40mm集成材

軽天専用補強材

△2SL(X2～6通り)
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▽2SL(X8通り)

▽2SL(X7通り)

△2SL(X2～6通り)
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　月　日 係　員係　長補　佐課　長
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X7X6

外壁:厚50mmALC版の上防水型複層塗材E吹付

胴縁:C-100x50x20x2.3@600

断熱材:厚100mmグラスウール

壁:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

壁:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

下地:厚10mmセルフレベリング材

床:ビニル床シート

下地:厚10mmセルフレベリング材

床:ビニル床シート

下地:厚10mmセルフレベリング材

床:ビニル床シート

X8
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外壁:厚50mmALC版の上防水型複層塗材E吹付

胴縁:C-100x50x20x2.3@600

断熱材:厚100mmグラスウール

軽鉄天井材(19型)

天井:9.5mm化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

天井裏:断熱材(グラスウール厚100mm)
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天井:バスパネル

軽鉄天井材(19型)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

床:たたみ(一部:フローリング)

下地:木組の上厚12mmラワン合板

壁:可とう型外装薄塗材

厚12.5mmセッコウボード下地
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壁:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

壁:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

天井裏:断熱材(グラスウール厚100mm)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)軽鉄天井材(19型)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

天井裏:断熱材(グラスウール厚100mm)
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▽地盤面

(休憩室)

ブラインドボックス

(杉材)厚25mmx100x150自然塗料塗り

350



日向市学校給食共同調理場建設事業

内部階段詳細図 1 A - 27A3:S=1/60,20

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/30,10

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

9,600 2,700

4,200 1,200 4,200

システム水切り

断熱材:厚50mmグラスウールマット下地

勾配屋根:厚0.6mmガルバリウム鋼板

システム破風

軽天専用補強材

天端:可とう型外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード下地
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壁:ビニールクロス(掲示板タイプ)

厚12.5mmセッコウボード下地

腰:厚15mm杉板の上自然塗料塗り

厚12.5mmセッコウボード下地

倉庫 書庫 更衣室

見学通路階段室

腰:壁付手摺35φ集成材既製品
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　月　日

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

X3X2

床:ビニル床シート

下地:セルフレベリング材 厚10mm

壁:EP塗装

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

壁:可とう型外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード下地

外壁:厚50mmALC版の上防水型複層塗材E吹付

胴縁:C-100x50x20x2.3@600

断熱材:厚100mmグラスウール

天井:厚9.5mm化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

天井裏:断熱材(グラスウール厚100mm)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)
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軽鉄天井材(19型)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

壁:可とう型外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード下地

壁:EP塗装

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

壁:EP塗装

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

300 300 20

20 280

1
5
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踏面:ビニル床シート

下地:厚30mmモルタル金コテ押え(溶接金網:6φx100x100)

段鼻:階段ノンスリップ(アルミ製合成ゴム付)

蹴上:SOP塗(踏面と色を替える)

階段:PL-9

3
0

階　段　断　面　詳　細　図

側桁:[-250x90x9



日向市学校給食共同調理場建設事業

内部階段詳細図 2 A - 28A3:S=1/60,20

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/30,10

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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腰:壁付手摺35φ集成材既製品
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勾配屋根:厚0.6mmガルバリウム鋼板

断熱材:厚50mmグラスウールマット下地

26

　月　日

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

Y2

外壁:厚50mmALC版の上複層仕上塗材E吹付

胴縁:C-100x50x20x2.3@600

断熱材:厚100mmグラスウール

内部:厚12.5mmセッコウボード

Y2

壁:可とう型外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄天井材(19型)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

軽鉄天井材(19型)

天井:厚9.5化粧セッコウボード

壁:化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

壁:化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

壁:化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmセッコウボード下地

軽鉄間仕切り(W=100)

床:ビニル床シート

下地:厚10mm

セルフレベリング材

250 250 20

20 230

≒
1
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.
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8

踏面:ビニル床シート

下地:厚30mmモルタル金コテ押え(溶接金網:6φx100x100)

段鼻:階段ノンスリップ(アルミ製合成ゴム付)

蹴上:SOP塗(踏面と色を替える)

階段:PL-9

3
0

階　段　断　面　詳　細　図

側桁:[-250x90x9



日向市学校給食共同調理場建設事業

外部階段詳細図 A - 29A3:S=1/60,20

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/30,10

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

アルミ手摺

踏面:厚50mmモルタル金コテ押え

(溶接金網:□-100x100x6)

裏面:PL-6亜鉛メッキ仕上げ

側桁:[-250x90x9の上亜鉛メッキ仕上げ
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　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長
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踏面:ビニル床シート

下地:厚30mmモルタル金コテ押え(溶接金網:6φx100x100)

段鼻:階段ノンスリップ(アルミ製合成ゴム付)
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階　段　断　面　詳　細　図
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日向市学校給食共同調理場建設事業

平面詳細図 1-1 A - 30A3:S=1/120

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

平成26年01月24日

事 A1:S=1/60

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計
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日向市学校給食共同調理場建設事業

平面詳細図 1-2 A - 31A3:S=1/120

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

平成26年01月24日

事 A1:S=1/60

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計
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日向市学校給食共同調理場建設事業

平面詳細図 1-3 A - 32A3:S=1/120

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

平成26年01月24日

事 A1:S=1/60

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計
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日向市学校給食共同調理場建設事業

平面詳細図 1-3 A - 33A3:S=1/120

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

平成26年01月24日

事 A1:S=1/60

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計
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野菜類下処理室
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日向市学校給食共同調理場建設事業

平面詳細図 2-1 A - 34A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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　月　日 係　員係　長補　佐課　長
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日向市学校給食共同調理場建設事業

平面詳細図 2-2 A - 35A3:S=1/120

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

平成26年01月24日

事 A1:S=1/60

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

Ｎ

株式会社　近藤設計
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日向市学校給食共同調理場建設事業

床下ピット図 A - 36A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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1階床伏図 A - 37
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日向市学校給食共同調理場建設事業

A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日
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A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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日向市学校給食共同調理場建設事業

1階天井伏図 A - 38A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称
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図面番号縮尺
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製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治
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平成26年01月24日
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A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号
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日向市学校給食共同調理場建設事業

2階天井伏図 A - 39A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺
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〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治
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平成26年01月24日

事 A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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日向市学校給食共同調理場建設事業

1階建具配置図 A - 40A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺
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製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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　月　日 係　員係　長補　佐課　長

2,300 60,700 4,500

3,00057,700

4,500 6,400 7,050 21,900 17,850

63,000 4,500

28,30034,700

4
1
,
0
0
0

7
,
0
0
0

9
,
0
0
0

8
,
5
0
0

6
,
5
5
0

8
,
4
5
0

1
,
5
0
0

7,450 6,050 9,000 8,700 4,000 8,100 3,000

4
1
,
0
0
0

X1

Y1

X2 X3 X4 X6 X7 X8X5

Y2

Y3

Y4

Y5

Y7

EV

書庫

踏込み

UP

倉庫

男子

更衣室1

女子

更衣室1

通路1 通路2

総合盤

8,700 6,000 6,900 7,450 20,600 4,500

1
,
9
5
0

8
,
9
0
0

9
,
2
0
0

Y6

5
,
0
0
0

3
4
,
5
0
0

7
,
8
0
0

6
,
6
0
0

8
,
4
0
0

9
,
6
0
0

6
,
6
0
0



野菜類下処理室

DN

調理室

会議室（食育スペース）

男子休憩室

女子休憩室

便所4

(調理女)

便所3

(調理男)
小会議室

湯沸室

吹き抜け

吹き抜け

13,100

3
9
,
5
0
0

8
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
,
5
0
0

EV

踏込

シャワー

日向市学校給食共同調理場建設事業

2階建具配置平面図 A - 41A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

倉庫

踏込

女子更衣室

見学通路

シャワー

シャワー

脱衣

脱衣

多目的スペース

8,700 2,700 3,700 6,500 2,800 4,900

電気室

6
,
5
0
0

1
,
8
0
0

3
,
2
0
0

1
,
8
0
0

1
,
5
0
0

2
,
8
0
0

2
,
2
0
0

2,750 2,950 2,200 3,500 3,400 3,100

4

AW

3

AW

3

AW

2

AW

3

AW

4

AW

7

AW

10

AW

6

AD

F

AW

1

AW

8

AW

1

AW

10

AW

10

AW

F

AW

G

AW

F

AW

11

AW

11

AW

4

AD

2

SLD

5

AD

5

AD

5

SLD

7

LD

5

AD

2

SLD

1

SLD

4

SLD

1

SLD

2

SLD

1

SLD

1

SLD

2

SLD

2

SLD

4

SLD

8

LD

2

TB
3

TB

4

TB

5

TB

F

AW

見学通路

見学通路

9

AW

1

SD

1

AG

F

AW

63,000 4,500

20,60029,30013,100

8,700 20,600

63,000 4,500

20,60029,300

1
,
5
0
0

6
,
6
0
0

6
,
1
0
0

9
,
8
0
0

21,600 7,700

4
1
,
0
0
0

6
,
6
0
0

1
8
,
1
0
0

6
,
9
0
0

3
,
8
0
0

5
,
6
0
0

DN

廊下2

　月　日

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

便所1

(一般女)

便所2

(一般男)

多目的便所

通路1

通路1

給排気機械室

2,700 17,900

DN

避難階段(外部)

機器スぺース

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y7

Y6

X1 X2 X3 X4 X6 X7 X8X5



4
0

4
6
0

3
,
0
0
0

1
,
0
0
0

(有効幅) (有効幅)

(有効幅)

(有効幅)(有効幅) (有効幅) (有効幅)

2,000

▽FL

2
,
5
0
0

シリンダー錠付ケースハンドル･ステンレス丁番･フランス落し

ドアクローザー･片流れヒューズダンパー付ガラリ:700x400

防錆塗装の上合成樹脂調合ペイント塗り

戸:厚1.6mm鋼板フラッシュ

枠:厚2.3mm鋼板

2ヶ所

1F:機械室,2F給排気機械室

両開きフラッシュ戸SD-1

戸:50mm　枠:200mm

2,600

▽FL

3
,
0
0
0

シリンダー錠付ケースハンドル･ステンレス丁番･フランス落し

ドアクローザー･片流れヒューズダンパー付ガラリ:1,000x400

防錆塗装の上合成樹脂調合ペイント塗り

戸:厚1.6mm鋼板フラッシュ

枠:厚2.3mm鋼板

2ヶ所

1F:カート洗浄緊急時前室･コンテナープール

両開きフラッシュ戸SD-2

戸:60mm　枠:200mm

内部

2
,
4
0
0

6
0
0

2
,
1
0
0

9
0
0

外部

内部

2
,
4
0
0

6
0
0

※詳細寸法は配送車に合わせ現場合わせとする

符号・型式

場　所

硝　子

材　料

金　物

形　状

4,700

3
,
0
0
0

電動耐風シャッター

電動シャッター附属金物一式,三方枠

1Fプラットホーム1

1

シャッターBOX(外部露出)

▽天井高

▽FL

SS-1

厚1.6mm亜鉛メッキ鋼板

焼付け塗装

数　量

見　込

仕　上

符号・型式

場　所

硝　子

材　料

金　物

形　状

数　量

見　込

仕　上

符号・型式

場　所

硝　子

材　料

金　物

形　状

数　量

見　込

仕　上

900 50 1,700 50 900

3,600

2
,
7
0
0

2
0
0

2
,
0
0
0

▽FL

引分電動自動ドアSTD-1

シリンダー錠附属金物

自動ドア附属金物一式(上部センサー式)

HL仕上

厚1.5mmステンレス製

枠:150mm

10mm強化トーメイガラス

1ヶ所

1F:玄関

日向市学校給食共同調理場建設事業

建具表 1 A - 42A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

4,200

3
,
0
0
0

電動耐風シャッター

1Fプラットホーム2

1

シャッターBOX(外部露出)

▽天井高

▽FL

SS-2

焼付け塗装

2,800

4
,
0
0
0

手動シャッター

手動シャッター附属金物一式,三方枠

1F洗浄室～カート洗浄緊急時前室

1

シャッターBOX(洗浄室側露出)

△天井高(洗浄室)

▽FL

SS-3

焼付け塗装

電動重量シャッター

1F配送前室

4

SS-4

厚1.6mm亜鉛メッキ鋼板

焼付け塗装

厚1.6mm亜鉛メッキ鋼板 厚0.5mm亜鉛メッキ鋼板

▽天井高

850800

1,650

2
,
2
0
0

2
0
0

2
,
0
0
0

▽FL

片引電動自動ドアATD-3

10ヶ所

1F:建具配置図による)

850 1,600 850

3,300

2
,
2
0
0

2
0
0

2
,
0
0
0

▽FL

引分電動自動ドアATD-1

自動ドア附属金物一式

シルバー

アルミ製

枠:100mm

5mm強化トーメイガラス(下部:アルミパネル)

3ヶ所

1F:コンテナプール～配送前室,洗浄室～回収前室

1,2501,200

2,450

2
,
2
0
0

2
0
0

2
,
0
0
0

▽FL

片引電動自動ドアATD-4

18ヶ所

1,250 2,400 1,250

4,900

2
,
2
0
0

2
0
0

2
,
0
0
0

▽FL

引分電動自動ドアATD-2

4ヶ所

1F:仕分室～器具洗浄室1,調理室～コンテナープール～洗浄室

自動ドア附属金物一式

シルバー

アルミ製

枠:100mm

5mm強化トーメイガラス(下部:アルミパネル)

自動ドア附属金物一式

シルバー

アルミ製

枠:100mm

5mm強化トーメイガラス(下部:アルミパネル)

自動ドア附属金物一式

シルバー

アルミ製

枠:100mm

5mm強化トーメイガラス(下部:アルミパネル)

1F:建具配置図による)

9501,600

2,550

2
,
2
0
0

2
0
0

2
,
0
0
0

▽FL

2枚連動片引電動自動ドアATD-5

2ヶ所

自動ドア附属金物一式

シルバー

アルミ製

枠:100mm

5mm強化トーメイガラス(下部:アルミパネル)

1F:蒸物室,和え物室～コンテナープール

9501,600

2,550

2
,
2
0
0

2
0
0

2
,
0
0
0

▽FL

2枚連動片引電動自動ドアATD-6

1ヶ所

自動ドア附属金物一式

シルバー

アルミ製

枠:100mm

5mm強化トーメイガラス(下部:アルミパネル)

1F:調味料仕分室～調理室

1,800

3
,
0
0
0

▽天井高

▽FL

1,800

3
,
0
0
0

1F回収前室,配送前室

6

▽天井高

▽FL

D型カーストッパーゴム,ヘッドパッド,サイドパット

ドックシェルター(ヘッドパット固定式)SS-4,5

手動軽量シャッター

1F回収前室

2

SS-5

厚0.5mm亜鉛メッキ鋼板

焼付け塗装

1,800

3
,
0
0
0

▽天井高

▽FL

電動シャッター附属金物一式,三方枠 電動シャッター附属金物一式,三方枠 手動シャッター附属金物一式,三方枠

2
,
1
0
0

9
0
0

排
煙

有
効

高

排
煙

有
効

高

2
,
1
0
0

9
0
0

排
煙

有
効

高

2
,
1
0
0

9
0
0

排
煙

有
効

高

2
,
1
0
0

3
0
0

2
,
1
0
0

3
0
0

排
煙

有
効

高

2
,
1
0
0

9
0
0

排
煙

有
効

高

2
,
1
0
0

4
0
0

排
煙

有
効

高

※天井高3,000以上

※天井高

　　3,000以上



1,800 70 1,800 70 1,800 800 70 800 800 70 800 70 800

800 400

2
,
7
0
0

800 800 1,800 70 1,800 70 1,800

6
6
0

1
0
0

800 70 800 70 800

▽オペレーター

位置

1
,
5
0
0

排煙ラッチ･オペレーターハンドル･防火ダンパー･網戸

1,800 70 1,800

▽オペレーター

位置

6連外倒し排煙窓AW-10

3ヶ所

2F:調理室吹抜

枠:70mm

ステンカラー

アルミ押出型材

大型クレセント･戸車･外れ止め

排煙ラッチ･オペレーターハンドル･防火ダンパー･網戸

5,150

▽FL

2
,
1
0
0

4
,
4
6
0

3
4
0

3
,
9
4
0

5
2
0

1
,
5
0
0

8007080070800708007080070800

▽天井高:6,900

▽オペレーター

位置

5連外倒し排煙窓AW-11

2ヶ所

2F:調理室吹抜,野菜類下処理室吹抜

枠:70mm

6mm型板ガラス

ステンカラー

アルミ押出型材

大型クレセント･戸車･外れ止め

排煙ラッチ･オペレーターハンドル･防火ダンパー･網戸

4,280

▽FL

2
,
1
0
0

4
,
4
6
0

3
4
0

3
,
9
4
0

5
2
0

1
,
5
0
0

80070800708007080070800

▽天井高:6,900

2
,
0
0
0

1
0
0

2
6
0

3
0
0

2
,
0
0
0

1
0
0

2
6
0

4
0

2
,
0
0
0

1
0
0

2
6
0

2
,
0
0
0

1
0
0

2
6
0

符号・型式

場　所

硝　子

材　料

金　物

形　状

数　量

見　込

仕　上

符号・型式

場　所

硝　子

材　料

金　物

形　状

数　量

見　込

仕　上

符号・型式

場　所

硝　子

材　料

金　物

形　状

数　量

見　込

仕　上

日向市学校給食共同調理場建設事業

建具表 2 A - 43A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

ステンカラー

クレセント･戸車･外れ止め･網戸

▽FL

▽クレセント位置

排
煙

有
効

高

3連2枚引違い窓AW-1

3ヶ所

1F:事務室

2F:男子女子休憩室

枠:70mm

5mmトーメイガラス

アルミ押出型材

1
,
2
4
0

1
,
1
2
0

3
4
0

8
0
0

4
6
0

1
,
5
0
0

5,540

▽天井高:2,700

1,700

AW-2 2枚引違い窓

▽FL

排
煙

有
効

高

1
,
2
4
0

1
,
1
2
0

3
4
0

8
0
0

4
6
0

▽天井高:2,700

1F:事務室

2F:小会議室

1F:1+2F:1=2ヶ所

5mmトーメイガラス

枠:70mm

アルミ押出型材

ステンカラー

クレセント･戸車･外れ止め･網戸

1
,
5
0
0

▽クレセント位置

800

AW-3 片開き窓

▽FL

排
煙

有
効

高

1
,
2
4
0

1
,
1
2
0

4
0

8
0
0

7
6
0

▽天井高:2,400

1F:便所1～5,残宰庫,荷受室3,添加物仕分室

2F:便所2,3,多目的便所

1F:8+2F:3=11ヶ所

6mm型板ガラス

枠:70mm

アルミ押出型材

ステンカラー

レバーハンドル･網戸

1
,
5
0
0

▽レバー

ハンドル位置

1,670

AW-4 2連片開き窓

▽FL

排
煙

有
効

高

1
,
2
4
0

1
,
1
2
0

4
0

8
0
0

7
6
0

▽天井高:2,400

1F:洗濯室,荷受室1,2

2F:便所1,4

1F:3+2F:2=5ヶ所

6mm型板ガラス

枠:70mm

アルミ押出型材

ステンカラー

1
,
5
0
0

▽レバー

ハンドル位置

レバーハンドル･網戸

800

AW-5 FIX窓

▽FL

1
,
2
4
0

1
,
1
2
0

6
4
0

▽天井高:2,400

1F:配送前室

1ヶ所

5mmトーメイガラス

枠:70mm

アルミ押出型材

ステンカラー

2,540

AW-6 3連片開き窓

▽FL

1
,
2
4
0

1
,
1
2
0

9
4
0

▽天井高:2,700～3,300

1F:コンテナープール,揚･焼･蒸物室,肉魚類下処理室

4ヶ所

6mm型板ガラス

枠:70mm

アルミ押出型材

ステンカラー

レバーハンドル･網戸

1,200

2
,
4
0
0

両開き親子戸AD-1

1F:残宰庫,廃棄庫

5mmトーメイガラス(下部:アルミパネル)

アルミ押出型材

シリンダー錠(内部サムターン式)･大型押棒･ステンレス丁番

フランス落し･ステンレス製敷居･ドアクローザー

ステンカラー

70mm

2ヶ所

▽FL

2
,
0
0
0

1,800

引違い戸AD-5

2F:通路1～会議室,倉庫

アルミ押出型材

ステンカラー

70mm

3ヶ所

シリンダー錠(内部サムターン式)･大型引手･戸車

ステンレス製敷居

▽FL

800

片開き戸AD-2

1F:回収前室,洗剤庫,運転手控室,荷受室3,プラットホーム1,2

アルミ押出型材

シリンダー錠(内部サムターン式)･大型押棒･ステンレス丁番

ステンレス製敷居･ドアクローザー

ステンカラー

70mm

6ヶ所

▽FL

800

片開き戸(室内用)AD-3

1F:検収室1,2～荷受室1,2～廃棄庫

アルミ押出型材

シリンダー錠(内部サムターン式)･大型押棒･ステンレス丁番

ステンレス製敷居･ドアクローザー

ステンカラー

70mm

4ヶ所

▽FL

5mmトーメイガラス(下部:アルミパネル) 5mmトーメイガラス(下部:アルミパネル)

1,600

両開き戸AD-4

2F:見学通路

5mmトーメイガラス(下部:アルミパネル)

アルミ押出型材

シリンダー錠(内部サムターン式)･大型押棒･ステンレス丁番

フランス落し･ステンレス製敷居･ドアクローザー

ステンカラー

70mm

1ヶ所

▽FL

5mmトーメイガラス(下部:アルミパネル)

ステンカラー

クレセント･戸車･外れ止め･網戸

▽FL

▽クレセント位置

排
煙

有
効

高

3連2枚引違い窓AD-6

1ヶ所

2F:通路1

枠:70mm

5mmトーメイガラス

アルミ押出型材

3
0
0

2
,
3
6
0

4
0

8
0
0

7
6
0

1
,
5
0
0

5,540

▽天井高:2,700

2,540

AW-7 3連欄間排煙窓付きFIX窓

▽FL

排
煙

有
効

高

1
,
2
4
0

1
,
4
2
0

4
0

8
0
0

6
6
0

▽天井高:2,700

2F:通路1

1ヶ所

枠:70mm

アルミ押出型材

ステンカラー

5mmトーメイガラス

ステンカラー

クレセント･戸車･外れ止め･網戸

▽FL

▽クレセント位置

排
煙

有
効

高

2連2枚引違い窓AW-8

1ヶ所

2F:女子更衣室

枠:70mm

5mmトーメイガラス

アルミ押出型材

1
,
2
4
0

1
,
1
2
0

3
4
0

8
0
0

4
6
0

1
,
5
0
0

3,670

▽天井高:2,700

AW-9 片開き窓

▽FL

2
,
7
0
0

▽天井高:2,700

2F:見学通路

1ヶ所

5mmトーメイガラス

枠:70mm

アルミ押出型材

ステンカラー

レバーハンドル･網戸

6mm型板ガラス

4
0

800

▽天井高:2,700

8
0
0

4
0
0

4
0
0

排
煙

有
効

高
3
4
0

4
6
08
0
0

排
煙

有
効

高

1
,
2
4
0

1
,
1
2
0

3
4
0

▽レバー

ハンドル位置

1
,
5
0
0

▽天井高:2,400 ▽天井高:2,4004
0

2
,
4
0
0

▽天井高:2,4004
0

2
,
4
0
0

8
0
0

4
0
0

4
0
0

排
煙

有
効

高

8
0
0

4
0
0

4
0
0

排
煙

有
効

高

8
0
0

4
0
0

4
0
0

排
煙

有
効

高

▽押棒位置

1
,
0
0
0

▽押棒位置

1
,
0
0
0

▽押棒位置

1
,
0
0
0

▽押棒位置

1
,
2
0
0

排煙有効高

260(CH=3,000以上)

460(CH=2,700)

760(CH=2,400)

2
,
1
0
0

2
6
0



符号・型式

場　所

硝　子

材　料

金　物

形　状

数　量

見　込

仕　上

符号・型式

場　所

硝　子

材　料

金　物

形　状

数　量

見　込

仕　上

符号・型式

場　所

硝　子

材　料

金　物

形　状

数　量

見　込

仕　上

日向市学校給食共同調理場建設事業

建具表 3 A - 44A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

1,500 70 1,500 70 1,500 70 1,500

1F:便所1～5

40mm

5ヶ所

トイレブースTB:1

笠木･サポート･スライドラッチ錠･丁番･戸当り帽子掛

心材:パーティクルボード

両面:メラミン化粧合板貼り

1
,
9
0
0

1,560

810 600 150

▽FL

2F:便所1

40mm

1ヶ所

トイレブースTB:2

笠木･サポート･スライドラッチ錠･丁番･戸当り帽子掛

心材:パーティクルボード

両面:メラミン化粧合板貼り

1
,
9
0
0

3,060

780 600 300 600 780

▽FL

4
0

9
0
0

2F:便所2

40mm

5ヶ所

トイレブースTB:3

笠木･サポート･スライドラッチ錠･丁番･戸当り帽子掛

心材:パーティクルボード

両面:メラミン化粧合板貼り

1
,
9
0
0

1,540

120 600 820

▽FL

4
0

9
0
0

2F:便所3

40mm

1ヶ所

トイレブースTB:4

笠木･サポート･スライドラッチ錠･丁番･戸当り帽子掛

心材:パーティクルボード

両面:メラミン化粧合板貼り

1
,
9
0
0

1,860

1,110 600 150

▽FL

2F:便所4

40mm

1ヶ所

トイレブースTB:5

笠木･サポート･スライドラッチ錠･丁番･戸当り帽子掛

心材:パーティクルボード

両面:メラミン化粧合板貼り

1
,
9
0
0

2,940

720 600 300 600 720

▽FL

4
0

9
0
0

2F:給排気機械室

1ヶ所

100mm

7,120

2
,
9
2
0

AG-1 防水ガラリ

6,210

AW-F 4連FIX窓(内部)

▽FL

6
0
0

1
,
2
0
0

9
0
0

▽天井高:2,700

2F:通路1,会議室

5ヶ所

5mm強化トーメイガラス

枠:70mm

アルミ押出型材

ステンカラー

1,500

AW-G FIX窓(内部)

▽FL

6
0
0

1
,
2
0
0

9
0
0

▽天井高:2,700

2F:会議室

1ヶ所

5mm強化トーメイガラス

枠:70mm

アルミ押出型材

ステンカラー

1,700

AW-A 2枚引違い窓(室内用)

▽FL

1
,
2
0
0

8
0
0

7
0
0

▽天井高:2,700

1F:玄関～事務室

1ヶ所

5mmトーメイガラス

枠:70mm

アルミ押出型材

ステンカラー

クレセント･戸車･外れ止め

1,200

AW-B 2枚引違い窓(室内用)

▽FL

1
,
2
0
0

8
0
0

7
0
0

▽天井高:2,700

1F:事務室～プラットホーム1

1ヶ所

5mmトーメイガラス

枠:70mm

アルミ押出型材

ステンカラー

クレセント･戸車･外れ止め

3,600

AW-C 4枚引違い窓(室内用)

▽FL

6
0
0

1
,
2
0
0

9
0
0

▽天井高:2,700

1F:検収室1,2～荷受室1,2

2ヶ所

5mmトーメイガラス

枠:70mm

アルミ押出型材

ステンカラー

クレセント･戸車･外れ止め

1,200

AW-D 2枚引違い窓(室内用)

▽FL

4
5
0

6
5
0

1
,
6
0
0

▽梁下天上高:2,700

1F:野菜類下処理室～調理室

4ヶ所

5mmトーメイガラス

枠:70mm

アルミ押出型材

ステンカラー

戸車･外れ止め

1,700

AW-E 2枚引違い窓(室内用)

▽FL

6
0
0

1
,
2
0
0

6
0
0

▽天井高:2,400

1F:添加物仕分室～荷受室3

1ヶ所

5mmトーメイガラス

枠:70mm

アルミ押出型材

ステンカラー

クレセント･戸車･外れ止め

9
5
0

開口率50%以上

2
,
1
0
0

1
,
7
7
0

排
煙

有
効

高

▽FL



符号・型式

場　所

硝　子

材　料

金　物

形　状

数　量

見　込

仕　上

符号・型式

場　所

硝　子

材　料

金　物

形　状

数　量

見　込

仕　上

符号・型式

場　所

硝　子

材　料

金　物

形　状

数　量

見　込

仕　上

日向市学校給食共同調理場建設事業

建具表 4 A - 45A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

1,150

▽FL

2
,
0
0
0

レバーハンドル･ステンレス丁番･フランス落し･ドアクローザー

1ヶ所

1F:事務室～前室1

両開きフラッシュ親子戸LD-1

戸:40mm　枠:100mm

800

▽FL

2
,
0
0
0

シリンダー錠付レバーハンドル･ステンレス丁番

ドアクローザー

2ヶ所

1F:倉庫

片開きフラッシュ戸LD-3

戸:40mm　枠:100mm

1F:便所1～5,洗濯室

2F:便所1～4

1F:6+2F:4=10ヶ所

戸:40mm　枠:100mm

2
,
0
0
0

2
0
0

1,750

800 150 800

(有効開口)

▽FL

自動閉鎖装置付片引戸(戸袋無し)SLD-1

6mm型板ガラス

戸:厚0.6mm化粧鋼板フラッシュ

枠:厚1.6mm化粧額縁

窓ガラリ:焼付塗装

トリガー装置付戸先内外錠･手詰防止ゴム･ステンレス製沓摺

ステンレス製大型握手L=600･表示錠

1F:事務室,検収室,残宰庫

3ヶ所

戸:40mm　枠:100mm

2
,
0
0
0

2
0
0

2,550

1,200 150 1,200

(有効開口)

▽FL

自動閉鎖装置付片引戸(戸袋無し)SLD-3

5mmトーメイガラス

トリガー装置付戸先内外錠･手詰防止ゴム･ステンレス製沓摺

ステンレス製大型握手L=600･表示錠

1F:男子女子更衣室,備品庫,洗剤庫

2F:小会議室,会議室,休憩室

1F:8+2F:5=13ヶ所

戸:40mm　枠:100mm

2
,
0
0
0

2
0
0

1,750

800 150 800

(有効開口)

▽FL

自動閉鎖装置付片引戸(戸袋無し)SLD-2

6mm型板ガラス

トリガー装置付戸先内外錠･手詰防止ゴム･ステンレス製沓摺

ステンレス製大型握手L=600･表示錠

2F:多目的便所,湯沸室

2ヶ所

戸:40mm　枠:100mm

2
,
0
0
0

2
0
0

2,550

1,200 150 1,200

(有効開口)

▽FL

自動閉鎖装置付片引戸(戸袋無し)SLD-4

トリガー装置付戸先内外錠･手詰防止ゴム･ステンレス製沓摺

ステンレス製大型握手L=600･表示錠

2F:会議室～倉庫

1ヶ所

戸:40mm　枠:100mm

2
,
0
0
0

2
0
0

3,500

800 150 1,600 150 800

(有効開口)

▽FL

自動閉鎖装置付引分け戸(戸袋無し)SLD-5

トリガー装置付戸先内外錠･手詰防止ゴム･ステンレス製沓摺

ステンレス製大型握手L=600･表示錠

1,200

▽FL

2
,
0
0
0

シリンダー錠付レバーハンドル･ステンレス丁番･フランス落し

ドアクローザー

1ヶ所

2F:電気室～通路1

両開きフラッシュ親子戸(防音)LD-7

戸:40mm　枠:100mm

600

▽FL

2
,
0
0
0

レバーハンドル･表示錠･ステンレス丁番･ドアクローザー

1ヶ所

2F:男子踏込～脱衣室

片開きフラッシュ戸LD-8

戸:40mm　枠:100mm

6mm型板ガラス

6mm型板ガラス5mmトーメイガラス

1,200

▽FL

2
,
0
0
0

レバーハンドル･ステンレス丁番･フランス落し･ドアクローザー

1ヶ所

1F:通路1～通路2

両開きフラッシュ親子戸LD-2

戸:40mm　枠:100mm

6mm型板ガラス

800

▽FL

2
,
0
0
0

レバーハンドル･ステンレス丁番･ドアクローザー

2ヶ所

1F:書庫,階段下倉庫

片開きフラッシュ戸LD-4

戸:40mm　枠:100mm

6mm型板ガラス

800

▽FL

2
,
0
0
0

レバーハンドル･ステンレス丁番･ドアクローザー

2ヶ所

1F:踏込～前室

片開きフラッシュ戸LD-5

戸:40mm　枠:100mm

5mmトーメイガラス

800

▽FL

2
,
0
0
0

シリンダー錠付レバーハンドル･ステンレス丁番

ドアクローザー

1ヶ所

1F:通路2～機械室

片開きフラッシュ戸(防音)LD-6

戸:40mm　枠:100mm

6mm型板ガラス 6mm型板ガラス

戸:厚0.6mm化粧鋼板フラッシュ

枠:厚1.6mm化粧額縁

窓ガラリ:焼付塗装

戸:厚0.6mm化粧鋼板フラッシュ

枠:厚1.6mm化粧額縁

窓ガラリ:焼付塗装

戸:厚0.6mm化粧鋼板フラッシュ

枠:厚1.6mm化粧額縁

窓ガラリ:焼付塗装

戸:厚0.6mm化粧鋼板フラッシュ

枠:厚1.6mm化粧額縁

窓ガラリ:焼付塗装

戸:厚0.6mm化粧鋼板フラッシュ

枠:厚1.2mm焼付塗装

窓ガラリ:焼付塗装

戸:厚0.6mm化粧鋼板フラッシュ

枠:厚1.2mm焼付塗装

窓ガラリ:焼付塗装

戸:厚0.6mm化粧鋼板フラッシュ

枠:厚1.2mm焼付塗装

窓ガラリ:焼付塗装

戸:厚0.6mm化粧鋼板フラッシュ

枠:厚1.2mm焼付塗装

窓ガラリ:焼付塗装

戸:厚0.6mm化粧鋼板フラッシュ

枠:厚1.2mm焼付塗装

窓ガラリ:焼付塗装

戸:厚0.6mm化粧鋼板フラッシュ

枠:厚1.2mm焼付塗装

窓ガラリ:焼付塗装

戸:厚0.6mm化粧鋼板フラッシュ

枠:厚1.2mm焼付塗装

窓ガラリ:焼付塗装

戸:厚0.6mm化粧鋼板フラッシュ

枠:厚1.2mm焼付塗装

窓ガラリ:焼付塗装



日向市学校給食共同調理場建設事業

家具詳細図 1 A - 46

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

宮崎県知事登録　　第 D-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

7
5
0

集成材の上自然塗料塗り

900

引出し3連

900

引出し3連

集成材の上自然塗料塗り

引出し2連

40840

集成材の上自然塗料塗り

40805

集成材の上自然塗料塗り

40940

集成材の上自然塗料塗り

天端:ステンレス板

集成材の上自然塗料塗り
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家具詳細図 2 A - 47

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計
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(玄関･ホール･通路1,便所1,2) A - 48A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日
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宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図
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設計番号

図面番号縮尺
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製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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平成26年01月24日
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設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記
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製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治
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手洗い(設備工事)

エアシャワー室エアシャワー室

エアシャワー室



7,900

2,300 2,700 2,300

22,500

2,700 3,000 1,500 1,500 3,500 2,150 5,550 2,600 2,200 400 2,300 900 2,100

6,300 4,000 3,500 3,000 600 2,550 2,550

4,400 3,000 4,400

3,650 1,900

1,700 1,800 1,800 2,600

600 2,400 2,300 2,100

Q3 Q3 Q6 Q6
Q5

R1

R1 R1R1

R2

R2 R2 R2

Q5 Q4 Q4

日向市学校給食共同調理場建設事業

(通路2,男子,女子更衣室1) A - 51A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

A面

22,500

2
,
4
0
0

B面

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

通路2･踏込3･4展開図

ソフト巾木(H=100)

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

A面

2,700

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面 D面

C面

7,900

D面

2
,
4
0
0

Q3,6(移設品別途工事)

厚12.5mmセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

男子更衣室1展開図

ソフト巾木(H=100)

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

A面

3,000

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面 D面

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

女子更衣室1展開図

ソフト巾木(H=100)

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

ステンレス製手洗い･靴箱

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

靴箱

Q4,5(新設別途工事)

エアーシャワー室(踏込4)

R1,2(新設品別途工事)

可とう形外装薄塗材E

可とう形外装薄塗材E

可とう形外装薄塗材E

可とう形外装薄塗材E

展開図 1-4

エアシャワー室



2,600 2,150 2,600

2,600 3,500 2,600

Q2 Q1

Q1

3,700 3,000 3,700

4,300 3,000 4,300

S2 S1

日向市学校給食共同調理場建設事業

(男子,女子更衣室2,前室4,控室) A - 52A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

A面

2,150

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面 D面

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

男子更衣室2展開図

ソフト巾木(H=100)

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

A面

3,500

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面 D面

女子更衣室2展開図

Q1(新設品別途工事)

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

ソフト巾木(H=100)

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

Q1,2(新設品別途工事)

可とう形外装薄塗材E

可とう形外装薄塗材E

可とう形外装薄塗材E

可とう形外装薄塗材E

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

運転手控室展開図

ソフト巾木(H=100)

厚2.0mmビニル床シート

エアーシャワー室

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

前室4展開図

ソフト巾木(H=100)

厚2.0mmビニル床シート

エアーシャワー室

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

A面

3,000

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面 D面

A面

3,000

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面 D面

S1,2(新設品別途工事)

展開図 1-5

可とう形外装薄塗材E

可とう形外装薄塗材E

可とう形外装薄塗材E

可とう形外装薄塗材E

エアー

シャワー室

エアー

シャワー室

エアー

シャワー室



3,600 4,000 3,600

1,700 2,550 1,700 1,700

1,7002,5501,700 1,700

1,7003,0001,700 1,700

日向市学校給食共同調理場建設事業

(便所3～5,洗濯室) A - 53A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

洗濯室展開図

ソフト巾木:H=100

塩ビ廻り縁

厚2.0mmビニル床シート

ステンレス製流し(設備工事)

A面

4,000

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

B面 C面 D-2面

厚9.5mm化粧セッコウボード

可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

洗濯機パン(設備工事)

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

便所5(調理男子)展開図

ソフト巾木:H=100

塩ビ廻り縁

厚2.0mmビニル床シート

TB-1:化粧ボード

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

給排水衛生機器(設備工事)

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

便所4(調理女子)展開図

ソフト巾木:H=100

塩ビ廻り縁

厚2.0mmビニル床シート

TB-1:化粧ボード

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

給排水衛生機器(設備工事)

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

便所3(調理女子)展開図

ソフト巾木:H=100

塩ビ廻り縁

厚2.0mmビニル床シート

TB-1:化粧ボード

A面

2,550

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

B面 C面 D-1面 D-2面

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

給排水衛生機器(設備工事)

A面

2,550

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B-1面 B-2面 C面 D面

A面

3,000

2
,
4
0
0

B-1面 B-2面 C面 D面

2
,
4
0
0

展開図 1-6



6,050 7,350 6,050

F3

6,050 8,600 6,050

I6

開口

(W=2,600xH=2,050)

開口

(W=1,800xH=2,050)

16,350

16,350

開口

(W=1,800xH=2,250)

開口

(W=2,460xH=2,050)

開口

(W=2,470xH=2,050) 開口

(W=1,740xH=1,700)

開口

(W=700xH=950)

M10

M8 M9M8 M9M8 M9

F5

I7

開口

(W=2,600xH=2,050)

開口

(W=1,800xH=2,050) I4I3

バスパネル

バスパネル

開口

(W=900xH=1150)

カウンター

1
,
2
0
0

4,680 1,275

2,230

日向市学校給食共同調理場建設事業

(器具洗浄室1,2,洗浄室) A - 54A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

A面

7,350

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

B面 C面 D面

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

洗浄室1展開図

ビニル床シート貼上げ(H=200)

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

バスパネル

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

A面

8,600

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

B面 C面 D面

一部バスパネル

一部バスパネル

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

洗浄室2展開図

ビニル床シート貼上げ(H=200)

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

バスパネル

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

一部バスパネル

一部バスパネル

A面

15,000

B面

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

洗浄室1展開図

ビニル床シート貼上げ(H=200)

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

バスパネル

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

C面

15,000

D面

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

F3,5(新設品別途工事)

I3,4,6,7(新設品別途工事)

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

手洗い器大(設備工事)

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

手洗い器大(設備工事)

M8,9(新設品別途工事)

展開図 1-7

手洗い器大(設備工事)

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

屋内消火栓(設備工事)

W=740xH=1,670xB=270

屋内消火栓(設備工事)

W=740xH=1,670xB=270

開口部枠材:ステンレス製

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

厚2.5mm防滑性ビニル床シート



7,000 2,300 7,000

6,550 2,300 6,550

5,000 2,300 5,000

8,000 2,300 8,000

6,400 1,6002,000 6,000

保管用冷蔵庫

日向市学校給食共同調理場建設事業

(プラットホーム1,2,荷受室1,2) A - 55A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

A面

2,300

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面 D面

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

荷受室1展開図

ソフト巾木(H=100)

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

荷受室2展開図

ソフト巾木(H=100)

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

プラットホーム2展開図

ソフト巾木(H=100)

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

A面

2,300

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

B面 C面 D面

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

プラットホーム1展開図

ソフト巾木(H=100)

厚2.0mmビニル床シート

エアーシャワー

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

A面

2,300

3
,
0
0
0

B面 C面 D面

3
,
0
0
0

A面

2,300

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面 D面

手洗い器(設備工事)

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

手洗い器(設備工事)

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

手洗い器(設備工事)

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

手洗い器(設備工事)

展開図 1-8



6,550 5,150 6,550

4,500 2,300 4,500

1,050 3,450

2,700 3,250 2,700

7,000 10,900

4,500 6,400

保管用冷蔵庫 冷蔵庫2 冷蔵庫2 冷蔵庫2

3,350 3,050

保管用冷蔵庫OPEN

7,000

OPEN

2,000

保管用冷蔵庫

日向市学校給食共同調理場建設事業

(廃棄庫,備品庫,食品庫､仕分室) A - 56A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

A面

5,150

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

B面 C面 D面

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

食品庫展開図

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

備品庫展開図

厚2.0mmビニル床シート

エアーシャワー

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

廃棄庫展開図

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

A面

2,300

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面 D面

A面

3,250

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面 D面

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

A面

10,900

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

B面 C面

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

仕分室1展開図

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

一部:土間コンクリート同時押え(冷蔵庫)

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

展開図 1-9

4,500

2
,
7
0
0

D面

5,000

2
,
7
0
0

一部セッコウボードのまま(冷蔵庫)

一部セッコウボードのまま(冷蔵庫)

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

一部セッコウボードのまま(冷蔵庫)



17,500

8,500 9,000

4,450 1,950

2,850

2,400 6,300 6,0502,650

3,250 2,800

3,850

冷蔵庫3

6,050 4,450 1,950 6,050 2,850

21,350

C5 C5C1 C1 C2

C6

C7 C7 C8

C6

C8

OPEN OPEN 冷蔵庫1 冷蔵庫1

日向市学校給食共同調理場建設事業

(仕分室) A - 57A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

仕分室展開図

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

2
,
7
0
0

D面

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

2
,
7
0
0

B面A面

3,650

2
,
7
0
0

3,650

C面 B面A面

3,650 3,650

C面

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

A面

8,700 8,700

B面 C面 D面

2
,
7
0
0

B面

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

手洗い器(設備工事)

C1,2,5,6,7,8(新設品別途工事)

展開図 1-10

バスパネル

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

バスパネル



5,550 5,550

2,700 2,8502,850 2,700

冷蔵庫3

7,000 7,000

4653,3003,235

冷蔵庫2冷蔵庫4

開口

(W=2,460xH=2,050)

3,050 4,000

1
0
0

1
,
9
5
0

6
5
0

7,000

7,000

開口

(W=3,650xH=2,100)

J12

開口

(W=1,800xH=2,050)

冷蔵庫4

冷蔵庫4

日向市学校給食共同調理場建設事業

(調味料仕分室,肉魚下処理室,揚焼蒸物室) A - 58A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

A面

6,350 6,350

B面 C面 D面

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

調味料仕分室展開図

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

A面

7,050 7,050

B面 C面 D面

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

肉魚類下処理室展開図

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

展開図 1-11

2
,
7
0
0

21,900

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

塩ビ廻り縁

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

揚･焼･蒸物室展開図

厚12.5mmセッコウボード下地

バスパネル

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

2
,
7
0
0

A面 B面

2
,
7
0
0

21,900

2
,
7
0
0

C面 D面

一部セッコウボードのまま(冷蔵庫)

一部セッコウボードのまま(冷蔵庫)

一部セッコウボードのまま(冷蔵庫)

一部土間コンクリート同時押え(冷蔵庫)



8,700 700

400 9,000

400 300

4
,
5
0
0

2
,
4
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

3,550 8,500 400

8,700700

4009,000

400300

4
,
5
0
0

2
,
4
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

12,050400

開口

(W=3,550xH=2,050)

1
0
0

1
,
9
5
0

開口

(W=850xH=650)

開口

(W=850xH=650)

開口

(W=850xH=650)

開口

(W=850xH=650)

4
5
0

6
5
0

E1 E2

E3 E4

冷蔵庫1

4
,
5
0
0

2
,
4
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

6,050 1,950 4,450

8,500 3,550

日向市学校給食共同調理場建設事業

(野菜類下処理室) A - 59A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

野菜類下処理室展開図

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

バスパネル

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

6
,
9
0
0

B面

9,400

6
,
9
0
0

B面

12,450

B面

9,400

6
,
9
0
0

B面

12,450

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

展開図 1-12

手洗い器大(設備工事)

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

開口部枠材:ステンレス製

E1,2,3,4(新設品別途工事)

一部土間コンクリート同時押え(冷蔵庫)



3,000 3,500 3,000

1,950 3,500 1,950

3,000 6,000 3,000

7,850 3,000 7,850

日向市学校給食共同調理場建設事業

　　　　カート洗浄緊急時前室,回収前室) A - 60A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

A面

3,500

3
,
3
0
0

3
,
3
0
0

B面 C面 D面

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

カート洗浄緊急時前室展開図

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

バスパネル

バスパネル

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

厨芥処置室展開図

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

残宰庫展開図

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

A面

3,500

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面 D面

A面

6,000

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面 D面

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

回収前室展開図

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

A面

3,000

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

B面 C面 D面

展開図 1-13 (残宰庫,厨芥処置室

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

手洗い器小(設備工事)

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

手洗い器大(設備工事)

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

手洗い器小(設備工事)



5,000 3,000 5,000

2,200 4,500 2,200

6,700 4,500 6,700

日向市学校給食共同調理場建設事業

A - 61A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

添加物仕分室展開図

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

荷受室3展開図

厚2.0mmビニル床シート

カウンター

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

洗剤庫展開図

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

A面

3,000

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面 D面

A面

4,500

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面 D面

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

展開図 1-14

A面

4,500

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面 D面

(洗剤庫,荷受室3,添加物仕分室)

手洗い器小(設備工事)

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

手洗い器小(設備工事)

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地



4
,
5
0
0

2
,
4
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

18,000400

開口

(W=2,700xH=2,100)

4
,
5
0
0

2
,
4
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

9,450 8,250 300

H8

開口

(W=2,700xH=2,100)

OPEN

H9 H9 H9
H29

H30

2,000 17,900

1,300 16,600

15,300

12,200 3,100

H8

H27

H15

日向市学校給食共同調理場建設事業

(調理室1) A - 62A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

調理室展開図

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

バスパネル

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

6
,
9
0
0

B面

19,900

6
,
9
0
0

B-1面

18,400

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

B-2面

展開図 1-15

H8,9,15,27(新設品別途工事)

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

手洗い器大(設備工事)

H29,30(移設品別途工事)



4
,
5
0
0

2
,
4
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

550 17,700 400

4
,
5
0
0

2
,
4
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

6,05012,200

OPEN

開口

(W=850xH=650)

開口

(W=850xH=650)

開口

(W=850xH=650)

開口

(W=850xH=650)

4
5
0

6
5
0

15,300

OPEN

3,300

17,900 2,000

7,450 6,900 2,250 3,300

K1器具開口

(W=6,100xH=2,400)

H20

H19 H22

H18

H17 H16

H21 H8

H8

日向市学校給食共同調理場建設事業

(調理室-2) A - 63A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

野菜類下処理室展開図

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

バスパネル

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

6
,
9
0
0

C-1面

19,900

6
,
9
0
0

D-1面

18,650

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

D-2面

C-2面

展開図 1-16

H8,16～22(新設品別途工事)

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

手洗い器大(設備工事)



6,600

6,350

3,1003,250

冷蔵庫5

7,450 9,150

開口

(W=6,100xH=2,400)

開口

(W=3,550xH=2,500)

冷蔵庫5

2,250 6,900 7,450

18,200

250 6,600 9,600 1,750

18,200

K13 K8

K5 K11 K11 K11K6

L8

日向市学校給食共同調理場建設事業

(和え物室,配送前室) A - 64A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

A面

16,600

B面

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

和え物室展開図

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

バスパネル

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

3
,
0
0
0

16,600

C面 D面

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

A面

3,000

B面

3
,
0
0
0

C面 D面

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

配送前室展開図

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

3,000

展開図 1-17

手洗い器大(設備工事)

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

K5,6,8,11,13(新設品別途工事)

L8(新設品別途工事)

屋内消火栓(設備工事)

W=740xH=1,670xB=270



15,000 2,600

31,600

開口

(W=3,650xH=2,100)

31,600

19,70011,900

L2 L2 L6

開口

(W=1,800xH=2,250)

開口

(W=2,460xH=2,050)

開口

(W=2,470xH=2,050)開口

(W=1,740xH=1,700)

OPEN

3
,
3
0
0

2
,
7
0
0

6
0
0

2
,
7
0
0

6
0
0

開口

(W=3,550xH=2,500)
開口

(W=2,700xH=2,100)

開口

(W=2,700xH=2,100)

2,600

3
,
3
0
0

19,700 11,900

開口

(W=900xH=1150)

開口

(W=700xH=950)

日向市学校給食共同調理場建設事業

(コンテナープール) A - 65A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

3
,
3
0
0

3
,
3
0
0

A面

17,600

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

コンテナープール展開図

厚2.5mm防滑性ビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

バスパネル

厚12.5mmセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚2.0mmビニル床シート貼上げ(H=200)

17,600

C面

B面

3
,
3
0
0

D面

3
,
3
0
0

展開図 1-18

手洗い器大(設備工事)

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

L2(新設品別途工事)



4,950

4,950

日向市学校給食共同調理場建設事業

(機械室) A - 66A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

11,800

4
,
5
0
0

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

厚12.5mmセッコウボード下地

厚9.5mm化粧セッコウボード

1階機械室展開図

A面

展開図 1-19

厚12.5mmセッコウボード下地

B面

4
,
5
0
0

C面

11,800

D面

厚30mmモルタル金コテ押え

厚50mmグラスウールボード

厚50mmグラスウールボード

6,300 5,500

5,500 6,300 4,500 450

コンクリート同時金コテ押え



OPEN

A-1面

17,450

7
,
2
0
0

日向市学校給食共同調理場建設事業

(通路1) A - 67A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

6,050 8,700 2,700

天井

上壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

木製巾木(H=100)の上自然塗料塗り

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード下地

厚15mm杉板張りの上自然塗料塗り

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

ビニールクロス(掲示板用)

厚12.5mmセッコウボード下地

中壁

2階通路1展開図

展開図 2-1

17,450

6,0508,7002,700

2
,
7
0
0

4
,
5
0
0

3,700

2,200 1,500

4
,
5
0
0

2
,
7
0
0

A-2面

11,400

8,700 2,700

C面

4
,
5
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

2
,
7
0
0

7
,
2
0
0

1
,
8
0
0

2
,
7
0
0

1
,
1
5
0

6
5
0

D面

1
,
2
0
0

1
,
5
0
0

4
,
5
0
0

2
,
7
0
0

4,2202,3008,230

1,830470

4,220 2,300 8,230

1,830 470

8
0

4,200 1,200 3,307

3
,
9
8
0

9
1
5

2
,
1
8
0

2
,
6
3
0

1,830

890

2
,
1
8
0

2
,
3
3
0

2
,
2
5
0

階段室面積:1.500x9.600=14.40m2

壁面積:(0.080+2.180)x4.200x1/2+1.200x2.250+(2.330+3.98)x3.310x1/2+1.830x0.915x1/2(2.180+2.630)x0.890x1/2=20.87m2

天井高さ:20.87/14.40=1.449

9,600



8,700 2,700

29,700

1,8002,9006,9008,2509,850

2,700

2,7508,650

3,500 2,200 2,950

29,700

3,300 26,400

1,500 1,800 1,800 6,100 8,500 2,000 8,000

3,700

2,200 1,500

OPEN

8,700 2,700

8,7002,700

OPEN

OPEN

2,000

A-1面

11,400

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

日向市学校給食共同調理場建設事業

(2階通路1) A - 68A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

A-1面

2
,
7
0
0

B-1面

天井

上壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

木製巾木(H=100)の上自然塗料塗り

厚2.0mmビニル床シート

玄関ユニット

厚12.5mmセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード下地

厚15mm杉板張りの上自然塗料塗り

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

ビニールクロス(掲示板用)

厚12.5mmセッコウボード下地

中壁

2階通路1展開図

2
,
7
0
0

C-1面

11,400

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

D-2面

D-1面

展開図 2-2

A-2面

11,400

11,400

C-2面

D-3面



3,200 3,500 3,200

3,200 2,200 3,200

3,200 2,950 3,200 3,200

日向市学校給食共同調理場建設事業

(便所1,2,多目的便所) A - 69A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

便所2(一般男子)展開図

ソフト巾木:H=100

塩ビ廻り縁

厚2.0mmビニル床シート

TB-3:化粧ボード

A面

3,500

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

B面 C面 D面

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

給排水衛生機器(設備工事)

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

便所1(一般女子)展開図

ソフト巾木:H=100

塩ビ廻り縁

厚2.0mmビニル床シート

TB-2:化粧ボード

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

掃除具入

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

多目的便所展開図

ソフト巾木:H=100

塩ビ廻り縁

厚2.0mmビニル床シート

A面

2,200

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

B面 C面 D面

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

給排水衛生機器(設備工事)

A面

2,950

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面 D-1面 D-2面

展開図 2-3

　　　　　 (D面全面)

給排水衛生機器(設備工事)

掃除具入



3,550 6,900 2,550

6,900

2,80010,200

6,900

2,900 2,900

腰壁:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

ソフト巾木(H=100)

A面

13,000

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

日向市学校給食共同調理場建設事業

(会議室,倉庫) A - 70A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

B面

2
,
7
0
0

天井

上壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

木製巾木(H=100)の上自然塗料塗り

一部:ソフト巾木(H=100)

厚2.0mmビニル床シート

ブラインドボックス+ブラインド

厚12.5mmセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード下地

厚15mm杉板張りの上自然塗料塗り

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

ビニールクロス(掲示板用)

厚12.5mmセッコウボード下地

中壁

2階会議室展開図

C面

13,000

D面

天井

上壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

ソフト巾木(H=100)

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

2階倉庫展開図

A面

3,700

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

B面 C面

3,700

D面

展開図 2-4

可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード下地

一部:厚6mm化粧ケイ酸カルシウム板

手洗い器(設備工事)



5,000 5,000

2,000 3,400 2,000 2,000

3,500 3,100 3,100 3,500

2,000 1,5001,000 2,100

2,900 2,900

日向市学校給食共同調理場建設事業

(小会議室,便所3,4,湯沸室) A - 71A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

天井

壁

巾木

床

備考

廻り縁

厚2.0mmビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

小会議室展開図

A面

3,700

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

B面 C面

3,700

D面

2
,
4
0
0

A面

3,400

2
,
4
0
0

B面 C面 D-1面 D-2面

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

便所3(調理男子)展開図

ソフト巾木:H=100

塩ビ廻り縁

TB-3:化粧ボード

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

給排水衛生機器(設備工事)

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

3,100

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

便所4(一般女子)展開図

ソフト巾木:H=100

塩ビ廻り縁

TB-4:化粧ボード

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚9.5mm化粧セッコウボード

厚6.0mm化粧ケイ酸カルシウム板

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

配管立上り:軽鉄間仕切りW=100下地

給排水衛生機器(設備工事)

A面 B面 C面 D-1面 D-2面

展開図 2-5

腰壁

ソフト巾木:H=100

可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード下地

天井

廻り縁

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

2階湯沸室展開図

A面

2,000

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面

2,000

D面

腰壁

巾木

床

備考

ソフト巾木(H=100)

厚12.5mmセッコウボード下地

壁

流し台,コンロ台,吊り棚,換気フード

ブラインドボックス+ブラインド

厚2.0mmビニル床シート

厚2.0mmビニル床シート

可とう形外装薄塗材E

可とう形外装薄塗材E

上部廻り:シーリング

掃除具入



5,900

5,900

3,000 2,000 1,5003,000 2,000 1,500

1,500 1,500

階段室 湯沸室

5,900

4,400 1,500

OPEN

3,000 2,900

1,500 1,500

5,900

4,400 1,500

5,900

4,400 1,500

5,900

日向市学校給食共同調理場建設事業

展開図 2-6

A - 72A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

ソフト巾木(H=100)

ビニル床シート

厚12.5mmセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード下地

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

2階通路2展開図

A-1面

6,500

2
,
7
0
0

B-1面

2
,
2
5
0

2
,
7
0
0

D-3面

A-2面

6,500

D-2面

(通路2,階段室2)

可とう形外装薄塗材E

B-3面

2,900 1,500 2,900 1,500

B-2面

D-1面

2
,
2
5
0

2
,
7
0
0

4
,
9
5
0

2
,
7
0
0

2
,
2
5
0

2
,
7
0
0

2
,
4
0
0

2
,
1
0
0

2
,
7
0
0

4
,
9
5
0

2
,
7
0
0

2
,
4
0
0

2
,
1
0
0

2
,
7
0
0

4
,
9
5
0



2,400

5,600

2,400 2,400

2,400

5,600

OPEN OPEN

2,800 4,900

OPEN

OPEN

A面

2,800

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

日向市学校給食共同調理場建設事業

(女子踏込,休憩室,更衣室) A - 73A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

B面

2
,
7
0
0

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

木製巾木(H=100)の上自然塗料塗り

ビニル床シート

下駄箱

厚12.5mmセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

2階女子踏込展開図

C面

7,700

D面

天井

上壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

ソフト巾木(H=100)

ビニル床シート

V型吊カーテンレール

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

女子更衣室展開図

A面

3,400

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面

3,400

D面

C面

2,800

D面

7,700

2
,
7
0
0

可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

シャワーカーテン

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

木製巾木(H=100)の上自然塗料塗り

厚55mmたたみ

一部:複合フローリング

ブラインドボックス+ブラインド

厚12.5mmセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

2階女子休憩室展開図

展開図 2-7

可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

掃除具入,更衣棚

更衣ロッカー(別途)



1
5
0

1
5
0

1,400

6,900

1,400 1,400

1,400

6,900

OPEN

OPEN

2,800 1,500 1,500 2,800

1
5
0

2
,
4
0
0

A面

4,300

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

日向市学校給食共同調理場建設事業

(男子踏込,休憩室,更衣室) A - 74A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

B面

2
,
7
0
0

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

木製巾木(H=100)の上自然塗料塗り

ビニル床シート

下駄箱

厚12.5mmセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

2階男子踏込展開図

C面

4,900

D面

天井

上壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

ソフト巾木(H=100)

ビニル床シート

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

2階男子更衣室展開図

A面

1,900

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

B面 C面

1,900

D面

C面

4,300

D面

4,900

2
,
7
0
0

可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmシージングセッコウボード下地

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

木製巾木(H=100)の上自然塗料塗り

厚55mmたたみ

一部:複合フローリング

ブラインドボックス+ブラインド

厚12.5mmセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

塩ビ廻り縁

厚9.5mm化粧セッコウボード

2階男子休憩室展開図

A面

展開図 2-8

可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード下地

可とう形外装薄塗材E

厚12.5mmセッコウボード下地

更衣ロッカー(別途)

掃除具入,更衣棚

B面



1,800 1,800

8,000

8,000

A面

8,700

3
,
5
0
0

3
,
5
0
0

日向市学校給食共同調理場建設事業

(電気室,給排気機械室) A - 74A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

B面

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

厚30mmモルタル金コテ押え

厚12.5mmセッコウボード下地

厚50mmグラスウールボード

厚9.5mm化粧セッコウボード

2階電気室展開図

C面

8,700

D面

8,700

4
,
0
0
0

天井

壁

腰壁

巾木

床

備考

廻り縁

厚12.5mmセッコウボード下地

厚9.5mm化粧セッコウボード

2階給排気機械室展開図

A面

展開図 2-9

厚12.5mmセッコウボード下地

厚12.5mmセッコウボード下地

B面

厚50mmグラスウールボード

厚50mmグラスウールボード

厚12.5mmセッコウボード下地

4
,
0
0
0

C面

8,700

D面

厚30mmモルタル金コテ押え

厚50mmグラスウールボード

厚12.5mmセッコウボード下地

厚50mmグラスウールボード

厚50mmグラスウールボード



2,300 60,700 4,500

3,00057,700

4,500 6,400 7,050 21,900 17,850

63,000 4,500

28,30034,700

4
1
,
0
0
0

7
,
0
0
0

9
,
0
0
0

8
,
5
0
0

6
,
5
5
0

8
,
4
5
0

1
,
5
0
0

7,450 6,050 9,000 8,700 3,500 4,000 3,700 8,100 6,000 3,500 3,000

4
1
,
0
0
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X1

Y1

X2 X3 X4 X6 X7 X8X5
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Y7

日向市学校給食共同調理場建設事業

1階ピット側溝平面図 A - 76A3:S=1/200

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/100

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

250 13,100 8,700 6,000 6,900 7,450 20,600 4,500

1
,
9
5
0

3
,
0
0
0

4
,
3
5
0

6
,
6
0
0

8
,
9
0
0

9
,
2
0
0

7
,
0
0
0

Y6

5
,
0
0
0

3
4
,
5
0
0

2
5
0
1
,
5
0
0

7
,
8
0
0

6
,
6
0
0

8
,
4
0
0

9
,
6
0
0

6
,
6
0
0

2
5
0

9
,
3
0
0

1
5
,
5
0
0

1
6
,
2
0
0

2
5
0

9
,
3
0
0

6
,
6
0
0

8
,
4
0
0

9
,
6
0
0

6
,
6
0
0

2
5
0

2
,
8
0
0

3
,
7
0
0

1
,
9
5
0

250 13,100 8,700 6,000 6,900 7,200 20,600 4,500 250

2,350 3,450 2,600 600 2,550 2,550 600 3,000 6,300 5,500 3,500 9,000

7
,
0
0
0

4
,
5
0
0

8
,
0
0
0

150 450

7
,
8
5
0

5
,
0
0
0

4
,
3
0
0

3
,
7
0
0

1
8
,
2
0
0

1
6
,
3
5
0

1
9
,
7
0
0

Ｎ

-270

-100

-100

-220

-270

-100

-100

-220

-220

-350

-200

-350

-200

-350 -200

-180

-100

-100

-100

-100

-600 -800

±0

±0

-250

-300 -150

-300

-150

-150

-300

±0

±0

±0

-150 -150

±0

-150

-300

-250

-250

-150

-300

±0

縞鋼板（現寸）

縞鋼板（現寸）

グレーチング

グレーチング

縞鋼板（現寸）

グレーチング

縞鋼板（現寸）

グレーチング

縞鋼板（現寸）

グレーチング
縞鋼板（現寸） グレーチング

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

-100

排水桝

残菜篭付

※桝には残菜カゴ（ＳＵＳ製

（　　　　　グレーチングの個所

パンチングカゴ）を要します。

※グレーチングはＳＵＳ製

ノンスリップ仕様とします。

を示す）

（　　　　　縞鋼板の個所を示す）

-150-300

±0

排水桝

残菜篭付

排水桝

残菜篭付

-250



保管用

冷凍庫

埋戻防水モルタル押えコンクリート（ノンスリップ仕上）

配筋・メッシュΦ6

グレーチング

ＦＬ ＦＬ ＦＬＦＬ

埋戻防水モルタル

埋戻防水モルタル

埋戻防水モルタル

グレーチング

埋戻防水モルタル

カート

洗場

保管用冷凍庫・冷凍庫２・冷蔵庫２

残菜カゴ

グレーチング

ＦＬ

検収室２（カート洗浄）

カート

洗場

残菜カゴ

グレーチング

ＦＬ

検収室１（カート洗浄）

（ＦＬ±０）

グレーチング

ＦＬ

仕分室（根菜類前処理コーナー）

押えコンクリート（ノンスリップ仕上）

配筋・メッシュΦ6

埋戻防水モルタル（建築工事）埋戻防水モルタル

ＦＬＦＬ ＦＬ

グレーチング

埋戻防水モルタル

グレーチング

埋戻防水モルタル

ＦＬ

X1 X2

Y7

Y6

保管用

冷凍庫

プラット

ホーム 2
冷凍庫 2

冷蔵庫 2

Y5

X2

Y4

冷凍庫 1冷蔵庫 1

X2

Y5

根菜類前処理コーナー

Y
5

（ＦＬ±０）

4000 6850

3
3
0
0

3
1
0
0

4
0
0

200

50

200

7
2
5

9
0
0

7
2
5

9
0
0

6
7
5

1
0
0
0

200

50

200

6
8
0
0

6
7
5

1
0
0
0

4
3
0

1
0
0
0

1250 1000 12251000 2375

1300 900

2
0
0

5
0

2
0
0

1
0
0

2
0
0

2
7
0

1
5
0

50 10750 50

25050200

325050

25050200

1
5
0

1
0
0

5
0

1
2
0

2
3
0
0

1900

450 1300

4
5
0

1
5
5
0

2
5
0

250

3
0
0

1
5
0

3
0
0

1
5
0

1400

1
9
0
0

1300 450

4
5
0

1
5
5
0

250

2
5
0

1
5
0

9
2
5

2
5
0

9
2
5

2
5
0

1252650

1253100

50 5800 50

2
7
0

1
0
0

1
0
0

7
02
7
0

1
0
0

5
0

1
2
0

25050200

1
5
0

50 3800 50

250 50 200

5900

3
9
0
0

3
2
5
0

6
5
0

4900 1000

2
0
0

5
0

2
0
0

1000 1000 1680 1000 1220

1
0
0

2
0
0

1270900

1000 1000 1680 1000 220

270900

2
0
0

5
0
2
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
5
0

1
0
0

1
0
0

300

1
0
0

300

冷凍庫 1
冷蔵庫 1

冷蔵庫 2
冷凍庫 2

仕分室・冷凍庫１・冷蔵庫１

日向市学校給食共同調理場建設事業

ピット側溝詳細図 1 A - 77A3:S=1/100
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ピット側溝詳細図 2 A - 78A3:S=1/100
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ピット側溝詳細図 3 A - 79A3:S=1/100
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ピット側溝詳細図 4 A - 80A3:S=1/100
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魚肉類下処理室

部屋名 L寸法

３０００

３０００

５０００

コンテナープール ３０００

数量

５

１

４

４

洗浄室

３０００ ２
残菜カゴ

グレーチング

ＦＬ

調理室

部屋名 L寸法

４０００

数量

４

グレーチング

ＦＬ

部屋名 L寸法 数量

２６００ １

揚・焼・蒸物室 １０００ ２

和え物室 １０００ ２

コンテナープール １０００ １

洗浄室

１０００ １

１３００ 2

１９００ １

配送前室 １０００ １

回収前室 １０００ ２

排水桝

厨芥処理室 １

調理室 ５０００ ２

荷受室２

検収室１

部屋名 L寸法

１０００

１０００

検収室２ １０００

数量

１

１

１

仕分室

１０００ ７

調味料仕分室 １０００ １

野菜類下処理室 １０００ ２

魚肉類下処理室

１０００ ２

調理室

１０００ １

１３００ １

１３００ １

１６００ １

１３００ 1

調理室 １

Y3 Y4

Y1Y2

プラット

ホーム 3

和え物室 １
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日向市学校給食共同調理場建設事業

ピット側溝詳細図 5 A - 81A3:S=1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

　月　日

A1:S=1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長



日向市学校給食共同調理場建設事業

部分詳細図 1 (エアシャワー室) A - 82A3:S=1/60

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事 A1:S=1/30

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

ダーティ側

クリーン側

Ａ－Ａ’断面

注．　図示の光電管の高さより低い寸法の物品，

　　　空の台車等が出入りする場合は、光電管で

　　　検知できず異常動作になりますので、

　　　ご注意下さい。

シートシャッタ

半透明シート（防虫オレンジ）

形　　　　　式

プレフィルタ前処理用　

ＡＣ１００Ｖ　１φ

ＡＣ２００Ｖ　３φ

エアジェット用

５０／６０Ｈｚ

塗　　　色

照　　　明

床

ド　　　ア

本　　　体

シートシャッタ

そ の 他

周 波 数

本　　体

シートシャッタ

本　　体

クリーン側

ダーティ側

１０個

エアジェット作動時

主フィルタ

操作盤表示

電気的保護装置

設　備　電　力

消　費　電　力

電　　　　　源

構

造

お

よ

び

材

質

操　　　　　作

エアジェットノズル数

エアジェット風速

気　流　清　浄　度

循　環　風　量

エアジェットノズル

－３３２１１３４１７

－３３２１１９６０４

－３３２１２１６２８

－３３２１２１６２５

雰 囲 気

温 湿 度

操作説明図

動作説明図

配　線　図

寸　法　図

３２５

３２５

３２５

３２５

約　２００　ｋｇ

関

連

図

最大ユニット寸法

搬　入　形　態

周囲環境

製　品　質　量

フラッタージェットノズル（埋込形、回転可能）

合成樹脂繊維不織布（再生可能）

ＨＥＰＡフィルタ（０．３μｍ粒子にて９９．９９％以上）

１０／１２ｍ

３

／ｍｉｎ±２０％（初期にて）

振動気流の原点にて　２５／３０ｍ／ｓ±２０％（初期における平均値）

無し（建屋床をそのまま使用致します）

鋼板製樹脂焼付塗装仕上げ板

シ－トシャッタ（アルミ型材：塗装品） ，半透明シ－ト（防虫オレンジ）

シ－トシャッタ（アルミ型材：塗装品） ，半透明シ－ト（防虫オレンジ）

天井部に受電用端子台付

３３５／５５５Ｗ±２０％エ　ア　ジ　ェ　ッ　ト　運　転　時

過負荷時のモータ保護用サーマルリレー付

６５０／８５０ＶＡ以上 ７００ＶＡ以上

５～４０℃　８５％ＲＨ以下

一般室内空気（有機溶剤，可塑剤など特殊雰囲気は除く）

－特　記　仕　様

完成品

Ｗ

１２００ｘ

Ｄ

１３６０ｘ

Ｈ

２２４２　ｍｍ

クリ－ンアップ（沈静化）時間〔秒〕　（１～９９秒まで任意設定可能）　（出荷時：１秒）

エアジェット時間〔秒〕　　　　　　　（１～９００秒まで任意設定可能）（出荷時：８秒）

エアジェット総回数〔万回〕　　　　　（０～９９９万回まで累積表示）

エアジェット回数〔回〕　　　　　　　（０～９９９回まで累積表示）

エアジェットカウントダウン〔秒〕　　（１～９９９秒まで表示可能）

項　　　目 仕　　　　　　　　様

ＰＣＪ－８７ＳＣ１ＢＳＮＴ

集 じ ん 要 素

ＩＳＯクラス５（旧米国連邦規格クラス１００）（気流吹出部にて）

（０．５μｍ粒子径、周囲クラスＩＳＯクラス８（同１００，０００）、無負荷時）

ＰＬＣ（プログラマブルコントローラ）によるプログラム制御

詳細は動作説明図を参照願います。

付　　属　　品 Ｍ８プラグボルトｘ４ケ，ワッシャｘ４ケ，防塵マットＸ１枚６００Ｘ６００

ＬＥＤ照明（黄色）ｘ１灯（自動消灯時間：１０秒）

ネオホワイト半ツヤ〔マンセル記号（参考値）５Ｙ８．５／１〕

シートシャッタ：マンセル記号（参考値）５Ｙ８．５／０．５

（
１
３
６
０
）

１
５
０

１
５
０

３
０

３
０

６
３
０

５０

有効通過幅７７５

２２０

（９３６）

１０５

ドアロック解除スイッチ（赤）

（照光式）（床より１５００ｍｍ）

電源接続口

２
０
０

１８０

２
０
０

５０

（１４）

（
４
７
）

Ｍ８プラグボルトφ２６穴

建屋床加工詳細図

（適合ドリルφ１４）

ＦＬ

ドアロック解除スイッチ（赤）

（照光式）（床より１５００ｍｍ）

エアジェト用フィルタ

電気品

エアジェット用ファン

プレフィルタ

メンテスペース

シートシャッタエンジン

（２０）（２０）
Ａ

Ａ’

６３

（８００）

１２００±５

２００２００

６３

２０

ガイドレール

ＬＥＤ照明

黄色アクリルカバ－付

ドアロック解除スイッチ（赤）

（照光式）（床より１５００ｍｍ）

ノズル圧力ポート

（タケノコノズルφ７）

吊ボルト（４箇所）（取外し可）

（取外し時は付属ボルト取付）

電波スイッチ

工場出荷時の検知エリアは

最小範囲で設定します。

（ダ－テイ側、クリ－ン側共）

手はさみ防止用光電管スイッチ

（ダーティ，クリーン側共）

エアジェット作動用

光電管スイッチ

フラッタージェットノズル

（回転可能：計１０個）

メンテスペース

プレフィルタカバー

５０ １０００±５ ５０

１
１
５
０

（
光
電
管
取
付
寸
法
：
注
）

７
５
０

（
光
電
管
取
付
寸
法
：
注
）

５
５
０

２
２
０
０

＋
８

－
０

（
１
９
１
０
）

８
５
０

２
４
５

２
９
０

（
４
２
）

（３００）
３３０

（３００）

（
１
０
）

メンテスペース

３３０

　　　　　ドア引き勝手仕様

注．　図示の光電管の高さより低い寸法の物品，

　　　空の台車等が出入りする場合は、光電管で

　　　検知できず異常動作になりますので、

　　　ご注意下さい。

本図ではドア引き勝手ＰＣＪ－８７ＳＣ１ＨＴ２ＮＴタイプを示しています。

ご希望の引き勝手を右図より選定下さい。

　　２．ドアロック解除スイッチ位置等は引きにより異なります。

　　　　配線図または動作説明図を参照願います。

注）１．ＰＣＪ－８７ＳＣ１ＨＴ２ＮＴトクタイプは

　　　　ＰＣＪ－８７ＳＣ１ＨＴ２ＮＴタイプの、

　　　　ダーティ側とクリーン側を入れ替えたものです。（右図参照）

　　　　電源接続口及び操作盤位置にご注意ください。

クリーン側

ダ－ティ側

クリーン側

ダ－ティ側

ＰＣＪ－８７ＳＣ１ＨＴ２ＮＴ

Ｅ１タイプ

ＰＣＪ－８７ＳＣ１ＨＴ２ＮＴトク

Ｅ２タイプ

Ｅ１タイプの場合：ダーティ側

Ｅ２タイプの場合：クリーン側

Ｅ１タイプの場合：クリーン側

Ｅ２タイプの場合：ダーティ側

Ａ－Ａ’断面

操作盤

電源接続口

操作盤

電源接続口

注記

１．ドアエンジン点検のため上図に

　　示しますように点検スペ－スを

　　３００ｍｍ以上あけてください。

３００ｍｍ以上

（
１
０
）

振れ止め

床面

振れ止め詳細

Ｍ８プラグボルト

φ２６穴

ＦＬ

（
４
７
）

（１４）

（適合ドリルφ１４）

建屋床加工詳細図

ドアロック解除スイッチ（赤）

（照光式）（床より１５００ｍｍ）

ノズル圧力ポート

（タケノコノズルφ７）

電波スイッチ

工場出荷時の検知エリアは

最小範囲で設定します。

（ダ－テイ側、クリ－ン側共）

エアジェット作動用

光電管スイッチ

手はさみ防止用光電管スイッチ

（ダーティ，クリーン側共）

（１３３０）

操作盤

３３０

（
４
２
）

１
９
０

（
１
９
１
０
）

２
１
０
０

＋
８

－
０

５
５
０

８
５
０

７
５
０

（
光
電
管
取
付
寸
法
：
注
）

１
１
５
０

（
光
電
管
取
付
寸
法
：
注
）

振れ止め

プレフィルタカバー

１０００±５

振れ止め

３３０

ドアロック解除

スイッチ（赤）

（照光式）

（床より１５００ｍｍ）

５０

戸袋カバー

５０ アンカー用下穴（戸当用）

（４－φ１５穴）

（
６
７
．
５
）

１
１
３
５

アンカー用下穴

（φ２６穴）

電源接続口

２
０
０

１０５

３３

背面パネル

５
０

６
３
０

１
３
５

戸当り

１９３４

２２０

３
０

１８０

２
０
０

５０

有効通過幅７７５

５０

吊ボルト（４箇所）（取外し可）

（取外し時は付属ボルト取付）

ドアロック解除

スイッチ（赤）

（照光式）

（床より１５００ｍｍ）

エアジェト用フィルタ

電気品

エアジェット用ファン

プレフィルタ

エンジンケ－ス

エンジンカバー

ＬＥＤ照明（黄色）

Ａ

戸袋カバー

戸当り

黄色透明

アクリル（ｔ５）

アルミドア

（
１
５
１
０
）

（
窓
寸
法
）

２
０
０

（
１
０
）

（
ド
ア
隙
間
）

２０００±８

２００

１２００±５

（８００）２００

２０ （２２０）

（窓寸法）

Ａ’

形　　　　　式

プレフィルタ前処理用　

ＡＣ１００Ｖ　１φ

ＡＣ２００Ｖ　３φ

エアジェット用

５０／６０Ｈｚ

塗　　　色

照　　　明

床

ド　　　ア

本　　　体

自動ドア

そ の 他

周 波 数

本　　体

自動ドア

本　　体

クリーン側

ダーティ側

１０個

エアジェット作動時

主フィルタ

操作盤表示

電気的保護装置

設　備　電　力

消　費　電　力

電　　　　　源

構

造

お

よ

び

材

質

操　　　　　作

エアジェットノズル数

エアジェット風速

気　流　清　浄　度

循　環　風　量

エアジェットノズル

－３３２１１３４１７

－３３２１２１６１２

－３３２１２１６１１

－３３２１２１６２１

雰 囲 気

温 湿 度

操作説明図

動作説明図

配　線　図

寸　法　図

３２５

３２５

３２５

３２５

約　３４０　ｋｇ

関

連

図

最大ユニット寸法

搬　入　形　態

周囲環境

製　品　質　量

フラッタージェットノズル（埋込形、回転可能）

合成樹脂繊維不織布（再生可能）

ＨＥＰＡフィルタ（０．３μｍ粒子にて９９．９９％以上）

１０／１２ｍ

３

／ｍｉｎ±２０％（初期にて）

振動気流の原点にて　２５／３０ｍ／ｓ±２０％（初期における平均値）

ネオホワイト半ツヤ〔マンセル記号（参考値）５Ｙ８．５／１〕

無し（建屋床をそのまま使用致します）

鋼板製樹脂焼付塗装仕上げ板

アルミ製片引自動ドア（ベルト駆動方式） ，黄色透明アクリル窓 （ｔ５ｍｍ ）付

アルミ製片引自動ドア（ベルト駆動方式） ，黄色透明アクリル窓 （ｔ５ｍｍ ）付

天井部に受電用端子台付

３３５／５５５Ｗ±２０％エ　ア　ジ　ェ　ッ　ト　運　転　時

過負荷時のモータ保護用サーマルリレー付

６５０／８５０ＶＡ以上 ７００ＶＡ以上

５～４０℃　８５％ＲＨ以下

一般室内空気（有機溶剤，可塑剤など特殊雰囲気は除く）

－特　記　仕　様

完成品

Ｗ

２０００ｘ

Ｄ

１３３０ｘ

Ｈ

２１４２　ｍｍ

クリ－ンアップ（沈静化）時間〔秒〕　（１～９９秒まで任意設定可能）　（出荷時：１秒）

エアジェット時間〔秒〕　　　　　　　（１～９００秒まで任意設定可能）（出荷時：８秒）

エアジェット総回数〔万回〕　　　　　（０～９９９万回まで累積表示）

エアジェット回数〔回〕　　　　　　　（０～９９９回まで累積表示）

エアジェットカウントダウン〔秒〕　　（１～９９９秒まで表示可能）

項　　　目 仕　　　　　　　　様

ＰＣＪ－８７ＳＣ１ＨＴ２ＮＴ（右引）

集 じ ん 要 素

ＩＳＯクラス５（旧米国連邦規格クラス１００）（気流吹出部にて）

（０．５μｍ粒子径、周囲クラスＩＳＯクラス８（同１００，０００）、無負荷時）

ＰＬＣ（プログラマブルコントローラ）によるプログラム制御

詳細は動作説明図を参照願います。

付　　属　　品 Ｍ８プラグボルトｘ８ケ，ワッシャｘ８ケ，吊穴塞ぎボルトｘ４ケ，防塵マットＸ１枚６００Ｘ６００

ＬＥＤ照明（黄色）ｘ１灯（自動消灯時間：１０秒）

エアシャワー室参考図(前室4):1ヶ所 エアシャワー室参考図(前室2,3):2ヶ所

　月　日

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

参考図 参考図
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給湯管
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給水管

床支持位置図

ペールホワイト平付棚　　ＡＢＳ製　　２個収納棚

カバー：ホワイトグレー

ペールホワイト                          ＡＢＳ製フック付タオル掛け　Ｌ＝３５０タオル掛け

高圧洗浄管対応

ヘアーキャッチャー付                                

（以降接続別途）ＡＢＳ樹脂　封水深５０ｍｍ　接続口　ＶＰ５０受口　  排水トラップ

（以降接続別途）銅管　保温材巻　接続口　Ｇ１／２給湯管

（以降接続別途）銅管　防露材巻　接続口　Ｇ１／２給水管

ＩＫＫＣ５　　　　　（以降接続別途）AC100V 消費電力:9/11W (50/60HZ)換気扇　　

ボックス内の結線別途）

での配線及びジョイント        

（ジョイントボックスま        エコノミージョイント　ＷＪ３１０７相当品ジョイントボックス

ＶＶＦ１．６φ×２Ｃ　Ｌ＝２．０ｍ付

電球型蛍光ランプ（ＥＦＡ１５ＥＬ形）樹脂製          

（以降接続別途）防湿型ダウンライト                                  照明

ワンダービートシャワー(メタ  ル調)　ＴＮ８７ＪＶ５ＳＢシャワーヘッド

スライドバー（メタル調）スライドバー　ＴＳ１３１Ａ１Ｖ２ＲＢ　Ｌ＝７００    スライドバー        

ＴＢ１８Ｃ　オーバーヘッドシャワーセパレートシャワー

ＴＭＨＧ４０ＢＱ１Ｂ　サーモスタットシャワー金具シャワー水栓

Ｗ＝８００（有効開口幅　６７１ｍｍ）

面材：半透明面材：型板スチレン板                                

ＨＤＲ３７　　　　　アイボリー                              折戸（換気口開閉式）　ドア脱着機構付                ドアパネル

ネジ取付および付枠別途）

ＨＤＲ３７　　　　　（付枠用取付ネジＵＢ支給，    アイボリーアルミアルマイト処理ド　ア　枠

ＨＤＲ３７　　　　　ミルトホワイトＦＲＰ　カラリ床（単色）床パネル

座面／点検口ふた：ＰＰ製

ホワイト本体：ＨＩＰＳ製　断熱材サンドイッチ仕様            腰掛

パールラインホワイト　　　　　　　　　　ＨＱパネル壁パネル          　

点検口□４５０（絞り点検口・落下防止用紐付）

アイルホワイト化粧鋼板複合パネル（モール式・ねじ固定可）          天井パネル

備    考特記事項色・柄仕様・寸法名　　称

シャワーユニット(0812タイプ) 参考図,参考仕様書
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（2）電気工事工務店実施事項

●照明コードおよびスイッチへの配線接続

●作動確認

●照明本体取付

（1）UB組立店実施事項

1.組立区分

<< 「ダウンライト」取付上のお願いとご注意　>>

照明器具に断熱材を

かぶせないで下さい。

火災になるおそれがあります。

不 可

断熱材施工

ダウンライト照明

断熱材
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日向市学校給食共同調理場建設事業

部分詳細図 2 (シャワーユニット) A - 83

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

記

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

事

宮崎県知事登録　　第 D-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

A3:S=1/40

A1:S=1/20

　月　日

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

参考図
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日向市学校給食共同調理場建設事業

A3:S=1/30

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年01月24日

　月　日

A1:S=1/15

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長
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母屋
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内 部

桁 面

600 600

母屋

継手板

600

内 部

屋根面

パネルクリップ

パネル押え

　　　鋼板ｔ＝0.6

　　　(Ｋルーフ21Ｎ)

ＶＵ125φ

軒樋アダプタ－
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Ｓ.Ｌ(胴縁外面)

48

1

軒樋受

鼻母屋

母屋

グラスウールマットt=50

t＝0.5(曲げ加工)

軒樋：ｶﾗｰｶﾞﾙﾌｧﾝ鋼板

屋根面

内 部

桁 面

屋根面

Ｚクリップ

破風カバ－

145

2
6
1

妻 面

内 部

(ＫＢマット50)

軒樋受

　　　(Ｋルーフ21Ｎ)

グラスウールマットt=50

鼻母屋

胴縁　2C-100x50x20xｔ

１ 1/15 ２ 1/15 ３ 1/15

1/15４ 1/15

Ｓ.Ｌ(胴縁外面)

グラスウールマットt=50

ｶﾗｰ鋼板

登り胴縁

725

Ｘ２，Ｘ６通り破風 リブ型軒先 軒樋 リブ型 1/48

庇 軒樋 リブ型 1/48 屋根 一般継手2階　吹き抜け部 1/15５ ６

280

　　　(Ｋルーフ21Ｎ)

1
9
5

　　　(Ｋルーフ21Ｎ)

Ｓ.Ｌ(胴縁外面)

グラスウールマットt=50

(ＫＢマット50)

48

1

　　　t＝0.5(曲げ加工)

Ｓ.Ｌ(胴縁外面)

▽目地芯

水切り受け

Ｌ－50×50×4

内 部

屋根面

水切：カラーガルバリウム鋼板

125

□-100x100x3.2

外壁：ALC t＝50

部分詳細図 3 (システム建築部) A - 84

軒樋：ｶﾗｰｶﾞﾙﾌｧﾝ鋼板

t＝0.5(曲げ加工)

Ｓ.Ｌ(胴縁外面)

軒樋アダプタ－

竪樋：硬質塩ビパイプ

(掴み金物＠1,500以内)

t＝50 ＡＬＣ

破風：ｶﾗｰｶﾞﾙﾌｧﾝ鋼板

t＝0.5(曲げ加工)

破風アダプタ－

t＝50　ＡＬＣ

竪樋：硬質塩ビパイプ

(掴み金物＠1,500以内)
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鼻母屋
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屋根：カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.6

屋根：カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.6

屋根：カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.6

屋根：カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.6

屋根：カラーガルバリウム鋼板ｔ＝0.6

屋根：カラーガルバリウム鋼板

(参考図) (参考図) (参考図)

(参考図)(参考図)(参考図)



ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい

立柱の最下階付近での固定用に

ピット面から最下階まで立柱用受け台を

コンクリートにて施工下さい。

ピ
ッ
ト
深
さ

最下階

ピット面

75以下

記

事

日向市学校給食共同調理場建設事業

エレベーター詳細図 1 EV - 01A3:S=1/60

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年1月24日

　月　日

A1:S=1/30

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

車椅子仕様

視覚障害者仕様

１．かご専用操作盤（正・副２面取付）※車椅子マーク付

２．かご内鏡（正面壁部）

３．かご内手摺：両側壁２方、正面壁１方

４．乗場専用押ボタン（各階）※車椅子マーク付

５．かごの戸光電装置（多軸式）

６．戸開放時間延長（１０秒）

７．戸閉速度制御

８．床合わせ補正装置

１．各階乗場押ボタンに点字名板貼付

２．かご操作盤に点字名板貼付

３．戸開放時間延長

４．オートアナウンス装置

　　　＊リモートメンテナンス機能をより有効に活用し、「ビル遠隔

　　　　サービスが可能です。

　　　　（インターホンとカメラでエレベーター内の状況を確認し,

　　　　遠隔操作により,かご内に閉じ込められた乗客を救出）」等の

　　　＊リモートメンテナンス契約は「遠隔診断」や「遠隔閉込め救出

　　　＊上記サービスに必要な機器は、保守会社との

　　　　リモートメンテナンス契約締結時に貸与されます。

　　　　監視」のサービスが可能です。

（注）　エレベーターリモートメンテナンス

　　　＊このエレベーターは、リモートメンテナンス契約対応可能機種です。

Ａ部断面図

ピット

照明用電源

インタ－ホン用配管配線

遠隔監視診断装置用電話回線

カゴ上スピ－カ－用配管配線

動力用電源、ア－ス線

(DC24V,無電圧a接点)

火災管制運転用接点

▽最下階

動力電源設備（ＣＶ－Ｔ電線使用時）

接地線サイズ電線サイズ

（＊）

感度電流値

動作時間

電源側ＮＦ容量設備容量号機名

電源電圧

周波数

電動機容量

ｍまで

ｍｍＡＴｋＶＡ

ｍＡ以上

秒以上

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍ

ｍまで

までｋＷ

Ｖ

Ｈｚ ２

２

２

２

０１

ＡＣ３φ２１０

６０

　３．８ ４ ４０

１００

０．２

　７０ 　　８

１２１ 　１４

１８５ 　２２

　３．５

（＊）電源側に漏電遮断器を設置する場合

照明用電源ＡＣ１φ１００Ｖ　６０Ｈｚ（設備容量１ｋＶＡ／台　電源側ＮＦ容量２０ＡＴ／台）

（単位：ｋＮ）
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昇降路平面図
(1/30)

（１階）

電源引込み口

（電気工事）

1FL+100

電源引込み口（１ＦＬ＋１００）

動力用ＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０Ｈｚ

照明用ＡＣ１φ－１００Ｖ－６０Ｈｚ

Ｄ種接地工事

電源線引出し長さ　　　５０００ｍｍ

建築工事関係

1. 昇降路の築造工事及び各階出入口、インジケータ、押ボタ

ン等の穴あけ工事

（昇降路壁は５ｃｍ　辺り３００Ｎの外力が作用した時に

１５ｍｍを超える変形及び塑性変形が生じない構造とする

こと）

　　　　　　　　　　　　２

2. 鉄骨構造階のファスナー、立柱及び中間ビーム（必要の場

合）並びにシキイ受材の設置工事

3. 鉄骨構造階の三方枠、インジケータ、押ボタン、ハンガー

ケース等の取付用鋼材設置工事

4. 各階乗場出入口枠周囲のモルタル詰め工事

5. 乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事

6.

7.

通過階がある場合の非常口設置工事

8.

ピット内防水仕上工事

9.

ピット床下部使用の場合の建築対策工事

10.

ピットが深い場合の埋め戻し工事

その他建築に関する工事

設備工事関係

1. 動力用電源・照明電源・接地線の受電端子迄の引込工事

（繋ぎ込み工事含む）

2. インターホン取付位置より昇降路までの配管配線工事

（０．９φ×1０本）／台

3. 火報信号の昇降路より外部の配管配線工事

4. エレベーターの遠隔管理用配管・配線工事（昇降路内から

最寄の電話中継盤まで）

5. ピット内点検用コンセント設備工事

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

6. 昇降路頂部の煙感知器設備工事（外部より点検可能なこと）

平成２０年国土交通省告示第１４５４号第一号により点検口

の戸は錠付（工具を必要とするネジでも可）とし戸が開いた

時にはエレベーターを停止させる必要がある

7. 放送用配管配線の昇降路制御盤までの引込工事

（非常放送がある場合３線式とすること）

8. 昇降路の換気設備工事（平成１２年建設省告示１４１３号

第１第三号口により昇降路内温度を４０℃以下に保つ必要

があります）

発熱量　エレベーター駆動部（　　　　　Ｗ／　台）

　　　　＋エアコン（　　　　　Ｗ／　台）

　　９００　　１

　　－　　　　１

注意事項

1. 昇降路間口・奥行寸法は、昇降路全域（ピット底部から昇

降路頂部まで）にわたり確保のこと

2. コンクリート強度は２１Ｎ／ｍｍ2　以上のこと

3. 電源電圧の変動は＋５％～－１０％以内、電圧不平衡率

５％以内のこと

4. 本エレベーター所定の性能維持のため下記条件が必要です

（１）昇降路内の温度は－５℃～４０℃以内、湿度は月平

　　　均９０％・日平均９５％未満かつ急激な温度変化等

　　　により氷結・結露しないこと

（２）金属を損耗または腐食したり接点の接触障害の原因

　　　となるような塵及び化学的有害ガスがないこと

5. 乗場に雨水が浸入するおそれがある場合は、ひさし・床勾

配・排水溝などを設置のこと

6. 昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないこと

7. エレベーター動力と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器の電源

線・通信線を１ｍ以上分離すること

8. エレベーターを含む動力トランスと通信機器・ＯＡ機器等

弱電機器の電源トランスを分離すること

9. エレベーターを含む機器アース線と通信機器・ＯＡ機器等

弱電機器のアース線の分離配線と接地極の分離をすること

10. 遮断器はインバータ回線対応のものを使用すること

11. 輸送可能な適温配膳車や台車などの重量物は概ね２５０ｋｇ

以下とすること

12. 換気設備を設置する場合は昇降路外部より保守可能な位置

とし、設置環境により雨水或いは、防水対策を実施のこと

13. エレベーターの保守・点検ならびに緊急対応のため、外部

階段などから最上階および最下階エレベーターホールへア

クセスできる経路を確保すること（個人宅など占有部を経

由しないこと）

（１４０１０３７）
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ａ
ａ

ｆ１

ｆ１

ｆ１

ｆ１

ｆ２

ｆ２

レール下端部荷重（長期荷重）

Ｒ１（ｋＮ） Ｒ２（ｋＮ） Ｒ３（ｋＮ） Ｒ４（ｋＮ）

２８．２ ２７．８ ４９．８ ２３．９

ピット荷重（短期荷重）

Ｐ１（ｋＮ） Ｐ２（ｋＮ）

８９．５ ７１．６

オモリ

カゴ

ＥＶレール支持用立柱（建築工事）に作用する地震時水平荷重値

Fw2

Fw1

Fw2

Fw1

Fc1

Fc2

Fc1

Fc2

Fc1

Fc2

Fc1

Fc2

Ｆｃ１ Ｆｃ２ Ｆｗ１ Ｆｗ２

　２．３３ 　１．１７ 　３．６５ 　３．６５

ＮＯ．０１

注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下と

　　なるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。

No.01

Ｒ１Ｒ２

Ｒ３Ｒ４

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ波地震感知器

Ｓ波地震感知器

　防水仕上面

増し打ち

55

25

BG 1500

No.01

WG 750

制
御
盤

巻上機

922.51025402.5

敷居間隔１０ｍｍ

2
5

1
7
5

3
0
5

エレベーター仕様要項

分

類

仕様項目 01号機

基

本

仕

様

機種名称 機械室ﾚｽｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

機種形名 P11-CO-45

用途 乗用

制御方式 可変電圧可変周波数制御

操作方式 乗合全自動方式(1C-2BC)

積載量
750kg

定員 11名

定格速度 45m/min

戸閉方式 2枚戸両引き（CO)

出入口幅 800mm

出入口高さ 2100mm

かご室サイズ（内法間口） 1400mm

かご室サイズ（内法奥行） 1350mm

かご室サイズ（内法高さ） 2280mm

出入口方式 一方向出入口

正面側停止数 2停止(1-2階)

そ

の

他

基

本

仕

様

戸開走行保護装置等（2009改正建築基準法対応） あり

新耐震（2009耐震設計施工指針対応） あり

耐震設計施工指針耐震クラス クラスA09

敷居間隔 10mm

ドアセンサー機能 光電装置（多軸式）

車いす仕様 あり（制御機能）

視覚障がい者対応仕様 あり

地震時管制運転方式 P波センサ付3段設定(普通級)

停電時自動着床装置 あり

乗

場

仕

様

乗場三方枠 大枠末広幕板なし 300mm以下ｽﾃﾝﾚｽﾍｱﾗｲﾝ(1-2階)

乗場戸 鋼板塗装（メーカー標準色）仕上(1-2階)

乗場敷居 アルミ製(1-2階)

乗場インジケーター 一体セグメントLED　ステンレスヘアライン(1-2階)

乗場インジ一体形ボタン ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色LED(1-2階)

休止灯 あり

車いす専用乗場ボタンプレート 一般用乗場ﾎﾞﾀﾝﾌﾟﾚｰﾄ一体形 ｽﾃﾝﾚｽﾍｱﾗｲﾝ仕上(1-2階)

車いす専用乗場ボタン ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色LED(1-2階)

乗場休止スイッチ 乗場インジ・ボタン組込

か

ご

室

仕

様

天井 LEDフラット（白色LED)

かご室壁・戸 化粧鋼板仕上

袖壁・出入口柱 ｽﾃﾝﾚｽﾍｱﾗｲﾝ仕上

巾木 アルミ製

かご床 樹脂タイル2mm（標準タイル）

かご室敷居 アルミ製

かご操作盤タイプ 袖壁操作盤

かご操作盤プレート材質・仕上 ステンレスヘアライン

かごボタン ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色LED

正操作盤インジケータータイプ セグメントLED

車いす専用かご操作盤 両側面に設置 ﾌﾟﾚｰﾄ:ｽﾃﾝﾚｽﾍｱﾗｲﾝ仕上

車いす専用かご操作盤インジケータータイプ セグメントLED

車いす専用かごボタン ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色LED

かご室換気 ﾗｲﾝﾌﾛｰﾌｧﾝ

かご室手すり 丸形ステンレス　三面取付（正面＋両側面）

かご室鏡 ｽﾃﾝﾚｽ鏡面枠なし（570mm×1400mm）

車ずり ステンレスヘアライン仕上（ビスなし）

壁保護幕 あり（磁石式）

床保護マット あり

そ

の

他

仕

様

戸開時引き込まれ防止センサー あり

戸閉時挟まれ防止センサー（乗場） あり

点字名板取付方法 接着

おもり非常止め なし

火災時管制運転方式 火報信号連動式

インターホン型式 6V1局

かご室アナウンス かご室音声合成アナウンス

かご室スピーカー あり

動力電源電圧V 210V

動力電源周波数Hz 60Hｚ

フェッシャープレート ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ手配(2階)

煙感知器点検口スイッチ あり

部材

記号

名　称 部　材

ａ 三方枠取付材 Ｌ－７５×７５×６

ｆ１ レールブラケット取付用立柱 Ｈ－１２５×１２５×６．５×９

ｆ２ レールブラケット取付用立柱 Ｈ－１７５×１７５×７．５×１１



記

事

日向市学校給食共同調理場建設事業

エレベーター詳細図 2 EV - 02A3:S=1/60,1/100

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

平成26年1月26日

　月　日

A1:S=1/30,1/50

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

カゴ室意匠仕様

壁 化粧鋼板

戸 化粧鋼板

袖壁・柱 ステンレスヘアライン仕上

出入口上板 化粧鋼板

床仕上部 樹脂タイル　ｔ２

敷居 硬質アルミ製

ステンレスヘアライン仕上：ビス無キックプレート

天井 鋼板塗装仕上

乳白色樹脂照明板

ＬＥＤ照明（白色）

停電灯 ６Ｖ １０Ｗ×１灯

換気装置 ラインフローファン

照明

手摺（３方向） ステンレス製パイプ：ヘアライン仕上（φ３８）

ブラケット：アルミダイカスト（銀色塗装）

幅木 アルミアルマイト仕上

鏡 ステンレス鏡面仕上ｔ２．５

ヘ
ア
ラ
イ
ン
方
向

?ご室平面図（１／３０） ?井伏図（１／３０）

※光電装置（多軸式）

かご室側面図（１／３０）かご室正面図（１／３０） ?ご室背面図（１／３０）
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カゴ面先端

カゴレール芯

オモリレール芯
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昇降路平面図
(1/30)

（２階）
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点字注意名板

（最下階のみ）
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ａ ａ ｂ
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位置表示器

1175

2350 150

525
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11751175

2350 150
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ａ

ａ

ａ

20

100

20 20

100

20

BG 1500

No.01

WG 750

2
51
7
5

922.51025402.5

7
5

天
井
高
さ
 
2
2
8
0

出
入
口
有
効
高
さ
 
2
1
0
0

1
8
0

2
5

2
5
0

85250

8
0
0

235

車いす用

副操作盤

手摺

9
0
0

幅木 キックプレート

戸開時引き込まれ防止センサー投光器

アクリル樹脂（黒色）

出入口幅　800

戸開時引き込まれ防止センサー光束

インジケーター

かご操作盤

車いす用

副操作盤

車いす用

正操作盤
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かご外法 1462
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出入口幅　800

鏡

手摺

車いす用

正操作盤

かご操作盤

車いす用

副操作盤

手摺
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戸開時引き込まれ防止センサー

受光器

（Ａ－Ａ断面） （Ｂ－Ｂ断面） （Ｃ－Ｃ断面）

部材

記号

名　称 部　材

ａ 三方枠取付材 Ｌ－７５×７５×６

ｂ 敷居取付材 Ｌ－１００×１００×１０

ｆ１ レールブラケット取付用立柱 Ｈ－１２５×１２５×６．５×９

ｆ２ レールブラケット取付用立柱 Ｈ－１７５×１７５×７．５×１１

ｇ 揚重ビーム取付用立柱 Ｈ－１２５×１２５×６．５×９

ｋ 揚重ビーム Ｈ－１００×１００×６×８

ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい

電話中継盤

煙感知器・点検ボックス（参考例） 矢視A-A

1

48

煙感知器

・外部より点検可能な構造として下さい

・雨水浸入が無い様配慮下さい

・ＥＶ連動スイッチ付

・煙感知器はかご投影面にかからない位置として下さい

・点検口は下記①または②として下さい

　①ＥＶ昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれか

　　（１）ホーチキ　　　ＫＵＳ－１Ｂ

　　（２）能美防災　　　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ

　　（３）ニッタン　　　ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ

　　（４）パナソニック　ＢＶ９５３５１（ＢＯＸ）＋ＢＶ９５３８１Ｈ（扉）

　②以下２項目を満足する点検口　～「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照

　　（１）スイッチ取付スペース２００×９０程度確保できる。

　　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、１ｍｍ以上浮かないこと。

天井のある場合は天井点検口必要

防水仕上面

電話線配管配線工事

昇降路最下階制御盤から最寄りの電話中継盤まで

モジュラージャック付　ＰＶＣ　０．６５－４Ｃ

電源引込み口

点検用タラップ

点検用コンセント　１００Ｖ

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

フェッシャープレート

（ＥＶ工事）
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(1/50)
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〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

株式会社　近藤設計

シリカセメントＡ種

高炉セメントＡ種

せき板 支柱

梁下スラブ下基礎，梁側，柱，壁

部位

種類

早強ポルトランドセメント 普通ポルトランドセメント

高炉セメントＡ種

シリカセメントＡ種

早強ポルトランドセメント 普通ポルトランドセメント

高炉セメントＡ種

普通ポルトランドセメント

シリカセメントＡ種

早強ポルトランドセメント

0℃以上

 5℃以上

85％

28

28

28

28

25

17

15

12

 815℃以上

 8

 5

 3

 5

 3

 2
の

材

令

 

日

コ

ン

ク

リ

｜

ト

設計基準強度の

圧縮強度が設計基準強度(ＦＣ)の85％以上

荷重及び外力について、構造計算により

安全であることが確認されるまで。

又は12N㎜

２

以上であり、かつ、施工中の

圧縮強度が設計基準

強度以上であり、か

つ、施工中の荷重及

び外力について、構

るまで

あることが確認され

造計算により安全で

100％

圧縮強度

ｺﾝｸﾘｰﾄの

5N/㎜

２

以上

平均気温

期間の

存置

の種類

セメント

注） １  片持ばり，庇，長大スパンの梁、大型スラブ下は，存置期間を延長する。

注） ２  支柱の盛りかえは行わない。

注） ３  スラブ下及び梁下のせき板は原則として支柱を取り外したのちに取り外す。

１．建築物の構造内容 ３．地盤

※　施工図と共に再確認を行うこと。 ※適用は　■ 印を記入する

（２）  工事種別

        工事場所

（２）鉄筋

（１）  工事名称

新築

（３）型枠

６．鉄骨工事

７．設備関係

※　鉄骨構造標準図（１），（２）に準じる

■  鉄筋はＪＩＳ Ｇ３１１２の規格品を標準とする．

    ・外観検査  ■ 有　□無 　・引張試験  ■ 有　□無 　・超音波探傷試験  □ 有　□無

■  D19未満は，すべて重ね継手とする．継手（D19以上）をガス圧接とする場合は，日本圧接協会

■  鉄筋の加工寸法，形状，かぶり厚さ，鉄筋の継手位置，継手の重ね長さ，定着長さは，

    「鉄筋コンクリート構造配筋標準図」による。

■  柱の帯筋（HOOP）の加工方法は，■ Ｈ型（タガ型） □Ｗ型（溶接型）□Ｓ型（スパイラル型）とする．

■  ガス圧接部の抜き取り検査は，同一作業班が同一日の施工した圧接箇所ごと（200箇所を超えるときは，200箇所

    ごと）に１回行い，１回の試験は５本以上とする．

    「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による．

    代行業者名とは，試験，検査に伴う業務を代行する者をいう．

監理者の指定する機関

監理者の指定する機関

（公的機関）

（公的機関）

試験機関名

代行業者名

    で行うこと．

■  コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要網」第4条の試験機関

■  材料    合板厚  12mmを標準とする．     □

■  型枠存置期間

■  特記以外の梁貫通孔は原則として設けない，設ける場合は設計者の承認を得ること．

■  設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること．

■  床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を5cm以上とする．

８．その他

■  各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い監督職員に報告すること．

■  諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること．

９．建築設備の構造安全性などに関する規定

令第129条の2の4の事項

　　部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること

　　支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

　　が25㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造もしくはコンクリートブロック造とすること。

　　　　防止のための措置を講ずること。

　　　　ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

　　　　衝撃の緩和のための措置を講ずること。

　　　　あっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なも

　　　　のとすること。

□  煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さ

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

適用箇所 種類 設計基準強度Fc=N/mm2 スランプcm 8℃≦θ 0≦θ≦8℃

材令28日までの予想平均気温

構造体強度補正値(S)

（１）コンクリート

25＜θ

２．使用構造材料

５．鉄筋コンクリート工事

■　耐久設計規準強度　Ｆｄ　■　一般　　□　標準　　□　長期

■　セメントは ＪＩＳ Ｒ ５２１０ の普通ポルトランドセメントを標準とする。

■　調合計画は工事開始前に工事監督者の承認を得ること。

　　必要事項について、工事監理者の了承を得ること。

■　寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など

■　フレッシュコンクリートの塩化物量測定は、原則として工事現場で (財）国土開発技術研究センターの技術評価

　　を受けた受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録、及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（

　　カラー）を保管し了承を得る。測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試

　　験は同一試料から取分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

■　構造体コンクリートの現場における圧縮強度試験方法は ＪＡＳＳ ５ Ｔ－６０３ に依ることとし、供試体は現

　　場水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打込み工区ごと、打込み日ごととする。尚、打込み量が１５０

　　ｍ

３

を超える場合は１５０ｍ

３

ごと、または、その端数ごとに１回を基準とする。１回に採取する供試体は、適当

　　な間隔を置いた３台の運搬車からその必要本数を採取する。ここで、供試体の数量は、特別指示なき場合１回当

　　り６本以上とし、そのうち４週用に３本用いる。

■　ポンプ打ちコンクリートは、打設位置に出来るだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落下高さはコンク

　　リートが分解しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する

　　者が従事すること。尚、打込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１５０分

　　以内、２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

■　コンクリート打設中及び打設後５日間は、コンクリートの温度が２度を下らないようにする。

■　乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。

（１）コンクリート

■　コンクリートは ＪＩＳ Ａ ５３０８（レディーミクストコンクリート）に適合するＪＩＳ認証工場の製品とし、

　　施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、ＪＡＳＳ ５ に依る。

４．地業工事

（２）杭基礎

□アースドリル  □ミニアース

□場所打ち コンクリート Fc=

セメント量   　　 kg/m3

          HOOP　ＳＤ

鉄筋      主筋　ＳＤ

□摩擦杭（節杭）認定工法

□ＢＨ  □深礎   □手堀

□リバースサーキュレーション

□オールケーシング  □拡底杭

□

□プレボーリング拡大根固め工法

    年    月    日

    年    月    日

第      号

日本建築センター認定

拡底杭

大臣認定第    号

ＨＣ（□Ａ種 □Ｂ種 □Ｃ種）

鋼材 □SS400 □STK400

ＰＣ  （□Ａ種 □Ｂ種 □Ｃ種）

  コンクリート杭

□摩擦杭

□鋼管 

□ＲＣ □ＰＣ

備考施工法材料杭種

                 □機械堀

□埋込み

改良径（mm） 設計支持力(KN/本) 改良長（ｍ） 改良杭先端深さ（ｍ） 特記事項本数

□ＰＨＣ ＰＨＣ（□Ａ種 □Ｂ種 □Ｃ種）

（１）直接基礎

■有　（■敷地内   □近隣） ■ボーリング調査  □平板載荷試験  □水平地盤反力係数の測定

（４）ボーリング標準貫入値、土質構成

（２）地盤調査計画

□無  （調査予定  □有  □無）

□ボーリング調査  □静的貫入試験  ■標準貫入試験  □水平地盤反力係数の測定

（１）地盤調査資料

（３）根切り工事の結果により、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

□土質試験        □物理探査      □平板載荷試験  □

■  建築設備(昇降機を除く)、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

■  屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な

□  煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の

■　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は

　　■　風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

　　■　建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷

　　■　管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設

　　■　管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び

　　■　法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものに

構 造 設 計 標 準 仕 様

  

（４）　屋上付属物

（７）  特別な荷重

（８）  使用材料及び施工に関しては、指示のない限り下記による．

（５）　増築計画

（６）　付帯工事

        □  門扉   □ 擁壁    □ 　       □ 　       □

　　　　■  鉄筋はＪＩＳ Ｇ３１１２の規格品を標準とする．

　　　　■  コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５(最新版)及び公共建築工事標準仕様書

　　　　■　鉄骨工事は日本建築学会「ＪＡＳＳ６」を標準とし、鋼材はＪＩＳ規格品を標準とする。

無

（３）  建物概要

(H25年版)による。

※構造体強度補正値は　公共建築工事標準仕様書(H25年版)

主要用途

構造種別

階数

建築面積

延床面積

構造計算ﾙｰﾄ (Ｘ方向)

(Ｙ方向)

鉄骨造

２階建て

ﾙｰﾄ (3)

ﾙｰﾄ (3)

記

日向市学校給食共同調理場建設事業

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

　月　日

製　　　図

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長
－構造設計者－

有 限 会 社 森 本 設 計

1級建築士事務所　宮崎県知事登録 第D-1839号

1級建築士登録 　   第122041号

構造設計1級建築士  第8358号

森　本　啓　喜

□ 本図(仕様書)に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。

S - 01

A1:S=

A3:S=構造設計標準仕様

日向市学校給食共同調理場　建設事業

宮崎県日向市大字塩見字蔵ノ後3,016番地　他

2728.55㎡

3077.96㎡

太陽光パネル、空調室外機等

S-07（図面名：ボーリング柱状図，位置図）　参照

□ベタ基礎    □布基礎   ■独立基礎

深さ ＧＬ－1.80ｍ他，　長期許容支持力度　500ＫＮ／ｍ

２

　  載荷試験 □有  □無

事

給食センター

（６）屋根、床、壁

■　ＡＬＣ版

■　折版

（５）ボルト

■　アンカーボルト　　

高力ボルト ■　Ｓ１０Ｔ

■  中ボルト ・・・　■Ｍ１２

（４）鉄骨

□有    □無

□有    □無

□有    □無

□有    □無

■ SS400 ■ SN400 □ SM490

■ SSC400

□有    □無■ SNR400

現場溶接使用箇所 備考種　　類

■ SN490C鋼　材

柱、間柱

梁、ブレース

アンカーボルト

ダイアフラム

異形鉄筋

□JISG3551

□特殊継手□SR235

溶接金網

丸鋼

D10～D16

□SD295B

継手工法
使用箇所

径種類

（３）鉄筋

■SD295A

□SD390

＊重ね継手

■SD345 ＊ガス圧接

□Ａ種    □ Ｂ種   □Ｃ種   厚□１００，  □１２０，  □１５０，  □１９０，

（２）コンクリートブロック  （ＣＢ） ※当建物は該当しない

使用箇所：屋根

■　デッキプレート 型式　ＱＬ９９－５０　ｔ＝１.２ 使用箇所：２Ｆ床

使用箇所：外壁厚　５０ ｍｍ

基礎,基礎梁,躯体

D19～D25 基礎梁,柱型

胴縁

・・・　■Ｍ１６　　□Ｍ２０　　■Ｍ３０

ガルバリウム鋼板葺き　ｔ＝０.６

１５普通

基礎，基礎梁 普通

普通

S＝3 S＝6

S＝3 S＝6

普通 S＝3 S＝6

S＝6

S＝6

S＝6１５

１５

１８

－ －－１８Ｎ

１８Ｎ＋Ｓ

２１Ｎ＋Ｓ

２１Ｎ＋Ｓ躯体(1･2F床板)

捨てコンクリート

土間コンクリート

１５普通 － －－１８Ｎラップルコンクリート

杭仕様     □施工計画承認    □施工結果報告書

試験堀　　（□有 ・ □無）

・・・　■Ｍ１６　　■Ｍ２０　　■Ｍ２２　　■Ｍ２４

・・・　■Ｍ１６　　□Ｍ２０　　□Ｍ２２　　□Ｍ２４■　Ｆ８Ｔ

■ STKR400 ■ BCR295 □ STK400

平成26年01月24日



鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

（１）  構造図面に記載された事項は，本標準図に優先して適用する．

（２）  記号

d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値  丸鋼では径　　D･･･部材の成　　R･･･直径

@･･･間隔　　r･･･半径　　
C

L･･･中心線　　 
０
･･･部材間の内法距離　　h

０
･･･部材間の内法高さ

ST･･･あばら筋　　HOOP･･･帯筋　　S.HOOP･･･補強帯筋　　φ･･･直径又は丸鋼

鉄筋の表示記号は下表による。

鉄筋の表示記号

記　　号

異形鉄筋

●
●

D10 D13 D16 D19 D25D22 D29 D32

・フックのない場合

・フックのある場合

・本数に差がある場合

・圧接継手表示 ●

少ない

多い

§１．一般事項

§２．鉄筋加工，かぶり

(表１)
（１）鉄筋の折曲げ形状及び寸法

折曲げ角度

180°

135°

90°

（幅止め筋）

135°及び90°

SD390SD295A、SD295B、SD345

D16以下 D19～D38 D19～D38

折曲げ内法直径（R）

d

折曲げ図

d

R

d

R

6

d

以

上

8
d
以

上

R

R

d d

R

4
d
以

上

4

d

以

上

4d以上

4d以上3d以上 5d以上

（３）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

２．90°未満の折曲げの内法寸法は特記による。

　　余長は4d以上とする。

１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フックを用いる場合には、

ｂ．鉄筋の継手は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

21

18

24,27

30,33,36

18

21

24,27

30,33,36

45d

40d

35d

35d

50d

45d

40d

35d

35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

鉄筋の種類
設計基準強度

フックなし フックあり

Ｌ
１

Ｌ
１ｈ

コンクリートの

Ｆ
Ｃ
（Ｎ/㎜

２

)

鉄筋の種類
設計基準強度

フックなし フックあり

Ｌ
１

Ｌ
１ｈ

コンクリートの

Ｆ
Ｃ
（Ｎ/㎜

２

)

21

24,27

30,33,36

50d

45d

40d

35d

35d

30d

SD295A

SD295B

SD345

SD390

※ 軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを

　 加えたものとする．

Ｌ

Ｌ
１ｈ

(表２)

　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは，細い鉄筋の径による。

　　また、D35以上の異形鉄筋には、原則として、重ね継手は用いない。

ｃ．鉄筋の重ね継手は、次による。

ｄ．鉄筋のガス圧接継手は、次による。

（イ）鉄筋の種類が異なる場合、形状が著しく異なる場合及び径の差が5㎜を超える場合は、圧接をしない。

ａ．鉄筋の継手は、重ね継手、ガス圧接継手又は機械式継手又は溶接継手とし、適用は特記による。

（イ）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは，特記による。耐力壁の鉄筋の重ね継手の

（ロ）（イ）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下表による。

　　　場合、特記がなければ、４０ｄと下表の重ね継手の長さのうちの大きい値とする。

　　　こと。

　　　こと。

（ロ）圧接部のふくらみの直径は、鉄筋径（径の異なる場合は細い方の鉄筋径）の1.4倍以上であること。

（ハ）圧接部のふくらみの長さは、鉄筋径の1.1倍以上とし，その形状がなだらかであること。

（ニ）圧接面のずれは、鉄筋径の1/4以下であること。

（ホ）圧接部における鉄筋中心軸の偏心量は，鉄筋径（径の異なる場合は細い方の鉄筋径）の1/5以下である

（ヘ）圧接部は、強度に影響を及ぼす折れ曲り、片ふくらみ、焼割れ、へこみ、垂下がり及び内部欠陥がない

ｅ．隣り合う継手の位置は下図による。

圧接面

1.4d以上

圧接面
圧接面

ｄ

1.1d以上 d/4以下

ａ

Ｌ
１ｈ

ａ

ａ≧400

Ｌ
１ｈ

ａ＝0.5Ｌ
１ｈ

Ｌ
１ｈ

Ｌ
１ｈ

ａ

ａ≧0.5Ｌ
１ｈ

■ 圧接継手・溶接継手 ■重ね継手

　　　ただし、鉄筋の種類が異なる場合においては、SD390とSD345の圧接を行うことができる。

2㎜以下

鉄筋の圧接端面間の隙間

ｅ．縦筋及び上下縦筋は，あばら筋の形に配筋する。

ｄ．孔が並列する場合の中心間隔は孔の径の平均値の3倍以上とする。

ｂ．孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりＤ/3の範囲には設けてはならない。

ｉ．溶接金網の貫通孔部分には，鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。なお，リング筋は，溶接金網に4箇所以上

　　溶接する。

ｊ．溶接金網の割付け始点は，横筋ではあばら筋の下側とし，縦筋では貫通孔の中心とする。

ｈ．溶接金網の余長は1格子以上とし，突出しは10㎜以上とする。

ｇ．孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて

ｃ．孔は柱面から原則として、1.5Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

ａ．孔の径は、梁成の1/3以下とし，孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

ｆ．補強筋は，主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは下図による。

　　配筋できる場合は、補強を省略することができる。

（１）梁貫通孔の配筋

§１０．梁貫通孔補強

（１）スラブ打継ぎ補強等

※150㎜以下の段差の場合に限る。※ａ が300㎜以下の場合の補強を示す。

（２）段差のあるスラブの補強配筋

§５．スラブ

同材質，同間隔

スラブ筋と同径，

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ補強筋と

同径,同材質,同間隔

ａ

Ｌ２

ａ

Ｌ２

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ補強筋

Ｌ２
Ｌ２

D13D13

Ｌ３

Ｌ２

ａ

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

ａ

Ｌ２

D13

D13

Ｈ
D13

D13

５Ｈ

D13

350 ㎜

Ｈ

Ｌ
２

Ｌ
２

（ｂ）70 ＜ Ｈ ≦ 150の場合

（ａ）Ｈ ≦ 70の場合

（ｂ）土間コンクリート

（ａ）土間スラブ

中間部 端部

端部中間部

※破線は、柱内定着の場合を示す。

ａＬ※　 の数値は原則として柱せいの3／4倍以上とする。

ａＬ

ａＬａＬ

Ｌ２

※

15d(余長)

20d(余長)

Ｌ２

継手長さ

継手長さ

余長

Ｌ２

０
／4０／4

※※

０
／2

余長

Ｌ２

余長

０

（４）連続基礎及びべた基礎の場合

15d(余長)15d(余長)

ａＬ ａＬ

ａＬａＬ

余長

継手長さ

20d(余長) 20d(余長)

Ｌ
２

継手長さ

※※

０／4０
／4

※※

Ｌ２

０／2

Ｌ２

余長

余長

Ｌ
２

余長

０

（３）独立基礎で基礎梁にスラブがつく場合 ※ ただし、耐圧スラブが付く場合は（３）による。

15d(余長)

ａＬ ａＬ

ａＬａＬＬ２

継手長さ

※※

０
／4０／4

※※

≧100

Ｌ２

０／2

Ｌ２

余長

余長

Ｌ２

継手長さ

余長

余長

０

（２）独立基礎で基礎梁にスラブがつかない場合

（ｂ）梁筋を柱内に定着する場合は、§６.(１).ｄによる。

Ｌ
２

　　　定着する。ただし、やむを得ず梁内に定着する場合には、下図による。

（ａ）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合には、柱内に

（１）一般事項

§４．地中梁

200＜D≦10000＜D≦200

梁幅梁幅

3－D16

Ｄ

Ｄ

3－D16

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２ｈ

と同径・同間隔

基礎梁あばら筋

Ｌ
２ Ｌ

２ｈ

Ｌ
２

（２）　基礎接合部の補強

基礎筋 はかま筋

15d

Ａ部詳細

基礎筋

基礎筋

基礎梁主筋

連続基礎主筋

連続基礎配力筋

はかま筋

腹筋とかねてよい

基礎梁あばら筋

はかま筋　

はかま筋

Ａ

▽GL

Ｃ

Ｃ

（ｂ）連続基礎（ａ）独立基礎

（１）　直接基礎の配筋

§３．基礎

突出し

突出し

余長

かぶり

梁貫通孔外径

かぶり

余長

縦筋

溶接金網

斜め筋 あばら筋

斜め筋

下縦筋

上縦筋

横筋

縦筋

あばら筋

＜Ｈ形＞

（Ⅰ）梁貫通孔補強筋の名称等

（Ⅱ）補強筋の定着長さ

＜ＭＨ形及びＭ形＞

Ｄ/2

斜め筋

Ｄ

余長突出し

リング筋

溶接金網

縦筋

あばら筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

斜め筋

横筋

突合せ溶接

リング筋

（貫通孔が丸形の場合）

Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ１

※ 既製品を使用する場合は、

　 設計者又は監督職員と打合せのこと

d/5以下
ｄ

末端にはフックが必要

図の　印の鉄筋の重ね継手の

梁柱

　　　及び最上階の柱頭にある場合

　　　及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く。）

ｂ．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅

ｃ．煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）

ｅ．帯筋、あばら筋および幅止め筋

ｄ．杭基礎のベース筋

ａ．丸鋼

次に示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。

（６）鉄筋のフック

ｃ．隣り合う鉄筋（呼び名の数値）の平均径の1.5倍

ｂ．25㎜

ａ．粗骨材の最大寸法の1.25倍

間隔

あき

鉄筋相互のあきは次の値のうち最大のもの以上とする。

ａ．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合

（５）鉄筋のあき

D D ※ D は、鉄筋の最大外径

(1)※印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は、特記による。

(2)

塗材、塗装等)のものを除く

「仕上げあり」とはモルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ(仕上

かぶり厚さ

最小かぶり厚さ

※

※

煙突等高熱を受ける部分 60

基礎・擁壁・耐圧スラブ

柱・梁・スラブ・壁

擁壁・耐圧スラブ

耐　力　壁

梁

柱

40

30

仕上げなし

仕上げなし

屋　　外

屋　　内

仕上げあり 30

30

40

60

40

土に接する部分

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり 20

30

部　　　　　位

部分

土に接しない

〔注〕

ス ラ ブ

耐力壁以外の壁

（単位：㎜）

ｃ．鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下表による。

　　厚さを定める。

ａ．柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保するように最小かぶり

ｂ．柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10㎜を加えた数値を標準とする。

（４）かぶり厚さ

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

余長

【　※　】

Ｌ

※･･･表３ の長さを全長で確保する

余長
Ｌ

Ｌ
１
又はＬ

２

Ｌ
ｂ

小梁及びスラブの上端筋の

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

Ｌ
ａ
（ただし、柱せいの3/4倍以上）

ｆ．折り曲げ定着の方法

　　仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、表３のフックあり定着の長さを確保できない場

(iii)

( i i )

( i ) 全長は、表３の直線定着長さ以上とする。

余長は8d以上とする。

仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ
ａ
及びＬ

ｂ
は表４に示す長さとする。

ただし、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

合の折り曲げ定着の方法は、下図により次の(i),(ii)及び(iii)をすべて満足するものとする。

(表４)(表３)

20d

20d

15d

20d

20d

20d

25d

30d

30d

35d

40d

40d

30d

35d

35d

40d

45d

50d

SD390

30,33,36

24,27

21

20d

20d

15d

15d

20d

20d

15d

20d

20d

25d

25d

30d

30d

35d

35d

40d

25d

30d

30d

35d

かつ

150mm

10d

以上

20d 10d

35d

40d

45d

50d

SD345

30,33,36

24,27

21

18

15d

15d

15d

15d

15d

15d

20d

15d

定着長さ

ｃ．鉄筋の定着長さは、次による。

投影定着長さ

ｂＬ　ａＬ　

コンクリートの

設計基準強度鉄筋の種類

Ｆ
Ｃ
（Ｎ/㎜

２

)

スラブ

45d

スラブ 小梁小梁

Ｌ
２ｈ

Ｌ
１ｈ

Ｌ
２

Ｌ
１

Ｌ
３ｈ

Ｌ
３

フックありフックなし

20d

20d

25d

30d

30d

30d

35d

40d 35d

25d

25d

30d

35d

35d

40d

SD295B

SD295A

30,33,36

24,27

18

21

（イ）柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは、下表により、適用は特記による。

（ロ）（イ）以外の鉄筋の定着の長さは、下表により、適用は特記による。

６．軽量コンリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

２．L２，L２ｈ： 割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

１．L
１
，L

１ｈ
： ２．以外の直線定着の長さ、及びフックあり定着の長さ

４．L
３ｈ

： 小梁の下端筋のフックありの定着長さ

５．フックありの定着の場合は、フック部分　を含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

定着起点

▽

Ｌ
１
、Ｌ

２
又はＬ

３
Ｌ

１ｈ
、Ｌ

２ｈ
又はＬ

３ｈ

定着起点

▽

３．L３： 小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

記

事

日向市学校給食共同調理場建設事業

設計年月日管理建築士 設　計　者 工事名称

図面名称

設計番号

図面番号縮尺

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

　月　日

宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

製　　　図

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日

　月　日

　月　日 係　員係　長補　佐課　長

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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－構造設計者－

有 限 会 社 森 本 設 計

1級建築士事務所　宮崎県知事登録 第D-1839号
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構造設計1級建築士  第8358号

森　本　啓　喜

□ 本図(仕様書)に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。

A1:S=

A3:S=鉄筋コンクリート構造配筋標準図 S - 02
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２．溶接規準図

(注) S：脚長  （単位 ㎜)(1)  隅肉溶接

１．一般事項

t≦16㎜

(ﾛ) ノンスカラップ工法
適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は

１ t 6 9 12 14 16

（ａ）柱貫通形式の場合

（ｂ）梁貫通形式の場合

S 6 7 9 10 12

①ルート面を取る場合 ①ルート面を取る場合中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。

・但し片面溶接の場合はS＝tとする

・tはt1、t2の小なる方とする鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。

フランジ フランジ

  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする

住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。

・軸力が加わる場合のSは母材と同

  厚とすることが望ましい
(1) 材料及び検査

(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。

(2)  異型隅肉溶接(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。 (使用箇所に注意)

(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。

t＞16㎜

(2) 工作一般

ウェブ ウェブ

t 19 22 25 28 32

(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

１ S 11 13 15 17 19

(b) 鉄骨の製作精度

②斜めカットとする場合 ②斜めカットとする場合

　　告示１４６４号による。
・tはt1、t2の小なる方とする

　　ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。

フランジ フランジ

(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する。

　　加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。

(3) 高力ボルト接合

(3)  完全溶込み溶接(Ｔ継手) (注) f:余盛  G:ルート間隔  R:フェース （単位 ㎜)(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

6＜t≦19㎜
(4) 溶接接合

ｔ/4≦ｆ≦10
ウェブ ウェブ

ｔ/4≦ｆ≦10

(a) 溶接技能者

２

　　溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接

＊L1およびL2は、接合部パネルと通しダイアフラムの

溶接部と干渉しない寸法とする。
　　技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする

＊L3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。

4～6

(b) 溶接姿勢

FB-9x25

完全溶込み溶接 完全溶込み溶接　　溶接姿勢は、原則下向きとする。

　それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。

19＜t≦40㎜

ｔ/4≦ｆ≦10

ｔ/4≦ｆ≦10

２

隅肉溶接 隅肉溶接

下向 F 上向 O 横向 H 裏当て金まで回す裏当て金まで回す

立向 V

4～6

(c) 溶接施工

(e) 組立て溶接

D1=2/3(t-2)

FB-9x25

D2=1/3(t-2)

(ｲ) 組立て位置(ｲ) エンドタブ

部材が直交しない場合Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とする。

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

　　ただし、溶接を行う技能者は固形エンドタブ工法（代替エンドタブ）のための

　　溶接技能者技量付加試験等に合格した者で工事監理者に承認された者が行う事。

6＜t≦40㎜

Ⅱ）鋼製エンドタブを用いる場合、鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、 6＜t≦19㎜

　(αは 60≦α＜90°）　　板厚の２倍以上とする。

　(αは 60≦α＜90°）
FB-9x25（斜め加工）

    サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ、板厚の３倍以上、長さ１５０ｍｍ程度とする。
組立て不良 良 組立て不良 良

Ⅲ) 鋼製エンドタブは、原則として、母材に影響を与えない

　　ように母材から５ｍｍ程度、残してガス切断し、切断面を

(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置

　　グラインダーで仕上げる。但し、切断に支障が生じる

ｔ/4≦ｆ≦10
裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接

　　部位などについては、監理者との協議による。

ｔ/4≦ｆ≦10

　　又、塑性変形能力に支障なき場合、残しても良いが

R≦2,G=0

　　（例えば梁材が400N級鋼）工事監理者に承認を得る事。
２

(b)分割形裏当て金

(a)通し形裏当て金

（ノンスカラップ工法等）(ﾛ) 裏あて金
（複合円型スカラップ工法等）

    材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする
19＜t≦40㎜

鋼製エンドタブとした場合：裏当て金に取付ける

分割形裏当て金
(ハ) 鋼材種類と溶接材料

コーナー部の形状に合わせる

　(αは 60≦α＜90°）

通し形裏当て金鋼材種別による溶接条件

鋼材の種類 溶接材料 入熱(KJ/cm) パス温度差（℃）

JIS Z 3211、3212、3214

YGW-11、15

40～60mm 40～60mm
400N級鋼 40以下 350以下

YGW-18、19

R＝2,G=0YGA-50W、50P

JIS Z 3212、3214 40以下 350以下
D1=2/3(t-2)

裏当て金の組立溶接を施す部位
D2=1/3(t-2)裏当て金の組立溶接を施す部位

YGW-11、15 30以下 250以下

隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 490N級鋼

YGW-18、19
１パス　長さ＝40～60mm程度 １パス　長さ＝40～60mm程度

40以下 350以下

YGA-50W、50P

(4)  完全溶込み溶接(平継手)

４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して

6＜t≦19㎜

(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接
入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。

母材との組立て溶接はしない
３

(d) スカラップ加工

(ｲ) 複合円型スカラップ工法

（ａ）柱貫通形式の場合 （ｂ）梁貫通形式の場合

(裏はつり後溶接)

フランジ フランジ 19＜t≦40㎜

３

R＝2

母材との組立て溶接

（開先内※）

D1=2/3(t-2)

D2=1/3(t-2)(裏はつり後溶接)

ウェブ ウェブ

(5)  完全溶込み溶接(角形鋼管柱現場継手)

完全溶込み溶接 完全溶込み溶接

４

シ－リングビ－ド
裏当て金との組立て溶接

平滑仕上げ

※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、隅肉溶接隅肉溶接

スカラップまで回すスカラップまで回す 　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな

　けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）

・板厚が異なる突合せ溶接

傾斜加工 Ｔ継手に準じた余盛 なめらかに溶接

削り面

2.5

a1

a a

t1
t1t1

t2 t2 t2

G=0～2 (裏はつり後溶接)

（１）クレーンガーター等の （２）a＞10㎜　あるいは　a＞t2/4 の場合 （３）a≦10㎜　かつ　a≦t2/4 の場合

低応力高サイクル疲労を受ける場合
（高サイクル疲労を受ける場合以外） （高サイクル疲労を受ける場合以外）

1
0
0
以

上

25以上かつ

※はりフランジは、通しダイア
3

・角形鋼管の場合(梁貫通形式の場合）

フラム厚み(t)の内部で溶仕口軸組詳細図

※
接する事3

※
1

※

3

ｔ

Ａ Ａ 断面

スカラップ部分は

回し溶接する

1 ※Ｂ Ｂ 断面

2

エンドタブが交互に

当たらぬこと

内ダイアフラム

内ダイアフラム 2

※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする1

2

〈柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合〉

明記なき通しダイアフラムは、SN490C、

明記なき内ダイアフラムは、SN490B、

の鋼材を使用する事。

2
5
以

上

25以上

止まりR

10

止
ま
り

R

1
0

内ダイアプレ－ト

（SN490B)

断面図Ａ Ａ

3

3

φ=22

内ダイアプレ－ト取付け要領図

2

溶接不可域

断面図Ｂ Ｂ

左図要領図参照

内ダイアフラムの場合は柱
2

の角のＲ止まり+10に接しないこと

ガス抜き

厚くする事(SN490C)

2
5

2
5
以

上

H

・ ・Ｂ．Ｈ方式形鋼の場合（柱貫通形式の場合）

断面図
Ａ Ａ

2

2

2

※1

1

1 ※

2

1

2

平面詳細

棟部

2
はさみ板

2フランジ板厚の

２サイズ（6mm）以上
4

1 ※

断面ＡＡ

2

2

1

2

※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする1

t t

25

tは取り付く梁フランジの
tは取り付く梁フランジの

最大厚さの１サイズ(3mm)以上厚くする事
最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事

内ダイアフラム
通しダイアフラム

通しダイアフラム

内ダイアフラム

梁フランジ 梁フランジ

「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成(25)年度版に準ずる。

鉄 骨 構 造 標 準 図 （ １ ）

－構造設計者－

有 限 会 社 森 本 設 計

1級建築士事務所　宮崎県知事登録 第D-1839号

1級建築士登録 　   第122041号

森　本　啓　喜

構造設計1級建築士  第8358号

□ 本図(仕様書)に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。

　月　日 管理建築士 設　計　者 製　　　図 工事名称 設計年月日 設計番号 課　長 補　佐 係　長 係　員

記

株式会社　近藤設計 宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

　月　日 日向市学校給食共同調理場建設事業

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日 図面名称 縮尺 図面番号

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

事 A1:S=

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

　月　日 A3:S=鉄 骨 構 造 標 準 図 （ １ ） S - 03

平成26年01月24日



(1)　ボルト接合  ＨＴＢ

３．継手規準図

於いてはショット掛けを行ない、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。

締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに

トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－の規格による。

○

○

ボルト接合面の処理

○本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない

(5) ブレース接合部
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(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)

梁

座屈止めと水平ブレースの接合部 小梁と水平ブレースの接合部

座屈止め

 □-100x100x3.2等

大
梁

小梁

小梁

※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事

CT-125×125×6×9

ee10

e
p

p

(4) 小 梁 継 手

(a)１面せん断

(d)柱との取り合い

ボルト、ＰＬ仕様は構造図による。

e

ee

(b)２面せん断

ee

10

e
p

p
e

座屈止め

e
p

10

大
梁

と
の

段
差

が
大

き
い

場
合

(c)大梁との段差が大きい場合

小梁せい≦500

ガセット厚は小梁ヴェブ厚の１サイズＵＰ ガセット厚は小梁ヴェブ厚の１サイズＵＰ

かつ ≧ 6mm

大梁フランジ幅≧200

20

B

B
+
5
0

20

ボルト、ＰＬ、座屈止め仕様は構造図による。

補強PL

補強PL

柱厚さ以上

角形鋼管柱H形鋼

ｅ＝４０　ｐ＝６０ ｅ＝４０　ｐ＝６０

r=20

(b)山形鋼ブレース接合部

Ｓ：スミ肉サイズ
La、Lb、Lc:ガセットプレート溶接長

４．その他

溶接凡例

・梁貫通補強　

・位置に関しては事前に設計者，及び工事監理者と打ち合わせのこと

・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｍ１２～Ｍ２２

L
b

L2

L
1

Lc=L1+L2

L
a

2

S

以

上

2
S
以

上

ガセットプレートの厚さ、ＨＴＢ等のブレースの仕様は、構造図による。

ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考にする。

３

０

°

３

０

°

ｅ

Ｌ

ｅ

ｐ

ｐ

ｐ

ｂ

ｅ

ｐ

e=40、ｐ=60

Ｌ
ｇ

Ｌｇ

Ｗ

溶接長

Ｗ

溶接長e
３ e

１
e

１
e

３

e
２

e
２

Ｍ２４～Ｍ３３

φ

Ｌ1

補強プレート

鋼管スリーブ

5
0

L
2

5
0

H

φ

ts：鋼管スリーブ厚

tw：ウッブ厚

：フランジ厚t
Ｆ

tp≧（φ＋２ts）tw／（Ｈ－２t
Ｆ
-140－φ－２ts)

補強プレート厚(tp)は下式による。

首下寸法

（ボルト長さ）

（余長）

ねじ山３以上

ナット高さ

座金厚さ

締め付け長さ

HTB

M24

M22

M20

M16

M12

締め付け長さに加える長さ

溶融亜鉛めっき高力ボルト

JIS形高力ボルト及び

トルシア形高力ボルト

─

25

25

30

30

35

35

40

40

45

(2) ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離 (㎜)

      (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

40

〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

      (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

32 706045446026M24

60554028385524M22

60504026345022M20

604022284018M16

標 準最 小(3)(2)(1)

ピッチ (P)最 小 縁 端 距 離 (e)

穴  径

ボルト

呼  び

(2)(3)の標準

Ｍ１８

Ｍ２０

Ｍ１２

Ｍ１４

Ｍ１６

Ｍ２４

Ｍ２２

Ｍ２７

Ｍ３０

Ｍ３３

1/2H

1/4Hかつ100以上

1/4Hかつ100以上

H

・Ｌ１は、３φまたは、Ｌ２のうち小さい方とする。

・補強プレートが16mm以上となる場合は必要な厚さの１／２の補強

　プレートを、ウッブ両面から溶接する。

・補強プレートは、丸形としてもよい。また、上下フランジとのあき

　50mmついては、施工性を考慮して小さくすることができる。

・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は

　１／２Ｈ以下とし、そのピッチは２.０φ以上とする。

・スリ－ブは梁成の中央

　１／２の範囲とする。

・貫通孔部分は、必要に応

　付ける。

　じて鋼管スリーブを取り

※ 大きな塑性否みが生じる領域に用いない事

M22

─ ───

フランジ HTB

数量 厚さ 数量 厚さ

(mm) (mm)

BA

添え板外フランジ 添え板内フランジ

ED

添え板ウェブウェブ HTB

─ ───

(3) 大梁継手標準図　（ＳＮ４００Ｂ、ＳＳ４００・ＨＴＢ Ｓ１０Ｔ/Ｆ１０Ｔ）
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(SCSS-H97による)

ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔを使用し、スベリ係数は０.４５とする。

継ぐ部材の板厚の差（製品許容誤差）や食い違いによって生じた差が

10

E

28.3

１ｍｍを超える場合はフィラープレートを挿入する。
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第1ボルトを内側とする

ウェブHTB ２列配置の継手

フランジ幅125～250シリーズ フランジ幅300シリーズ
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鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ２ ）

－構造設計者－

有 限 会 社 森 本 設 計

1級建築士事務所　宮崎県知事登録 第D-1839号

1級建築士登録 　   第122041号

森　本　啓　喜

構造設計1級建築士  第8358号

□ 本図(仕様書)に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。

　月　日 管理建築士 設　計　者 製　　　図 工事名称 設計年月日 設計番号 課　長 補　佐 係　長 係　員

記

株式会社　近藤設計 宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

　月　日 日向市学校給食共同調理場建設事業

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日 図面名称 縮尺 図面番号

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

事 A1:S=

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

　月　日 A3:S=鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ２ ） S - 04

●

梁サイズ

Ｈ-250×125×6  × 9

Ｈ-200×100×5.5× 8

Ｈ-300×150×6.5× 9

Ｈ-350×175×7  ×11

Ｈ-400×200×8  ×13

Ｈ-450×200×9  ×14

Ｈ-500×200×10 ×16

Ｈ-600×200×11 ×17

Ｈ-194×150×6  × 9

Ｈ-244×175×7  ×11

Ｈ-294×200×8  ×12

Ｈ-340×250×9  ×14

Ｈ-390×300×10 ×16

Ｈ-440×300×11 ×18

Ｈ-488×300×11 ×18

Ｈ-588×300×12 ×20

Ｈ-700×300×13 ×24

Ｈ-800×300×14 ×26

Ｈ-900×300×16 ×28

RG1,2G1

RG2

2G3

2CG3

2CG2

2G2,2CG1

平成26年01月24日



支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート

2

施

　

　

　

　

工

設　　　　　　計

標　　準　　納　　ま　　り

ＱＬデッキ　

ＱＬセルラー

□ＱＬ９９-７５

□1.6

□1.2

□1.6

□ＧＫＸ-５０

□ＧＫＸ-７５

材料／デッキプレート

材料／コンクリート

接　　　合

【連続支持合成スラブ】

【単純支持合成スラブ】

耐　　　火

特　　　記

焼抜き栓溶接

アクセサリー

施工順序

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

開口部補強案

検　　　　査

(参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項

［ISO 9001認証取得］

耐　火　仕　様

材料／溶接金網・異形鉄筋

FP060FL-9095

FP120FL-9107

デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理

端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り

□無し

□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)

□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]

□無し(                                     )

 種  　　　     類

 設 計 基 準 強 度

 支 保 工 有 無  その他：

敷込み仮止め溶接

溶接金網敷込み

コンクリート打設

検　　査

[1]設計上の留意点

[2]施工上の留意点

大梁上の補強例

柱廻りの補強例

３）ｗ＞600mmの場合

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部

Ｂ部 Ｄ部 Ｄ部

Ｅ部 Ｆ部 Ｇ部

ａ部 ａ部

ｂ部 ｃ部

ｄ部 ｃ部

ｅ部 ｅ部

2

2

□

2

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

２ ２

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1
※ 1

※ 1

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

壁

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート
クローサー

５０ｍｍ以上

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

壁

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

梁耐火被覆用面戸

溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

梁耐火被覆

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ
梁耐火被覆

梁耐火被覆

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

溶接金網

又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下

コンクリート

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

梁耐火被覆

φ４－１３　＠６００以下

この部分の小口は塞がない！

５０ｍｍ以上

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

（フラッシング）現場切断

クローサー

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

梁

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

柱

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

φ４－１３　＠６００以下

クローサー

溶接金網

Ｌ1

３
０

横筋 ＱＬデッキ

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上

１５０ｍｍ以上

耐火補強筋Ｄ１３

単純支持

１５０
ＱＬデッキ(単純支持)

耐火補強筋 Ｄ１３

１５０

(単純支持)

ＱＬデッキ

１５０
ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

スパン                      スパン

連続支持

合成スラブ
合成スラブ

耐火補強筋Ｄ１３

コンクリートのかぶり４０ｍｍ

溶接金網又は異形鉄筋

スペーサー＠１.０ｍ以下

Ｌ2

φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上

３
０

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

４
０

１５０  ８５０
ＱＬデッキ(連続支持)

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

スパン                      スパン

１５０

８５０  １５０
Ｄ１３、長さ１.０ｍ

端部補強筋

８５０

ＱＬデッキ

(連続支持)

溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：４５Ｄ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ

になるようレベル保持し、全面に配筋する。

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。

・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、

　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。

耐火補強筋が必要。

ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

Ｄ Ｆ

Ｅ

２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン

開口部

１スパン

開口部

Ｇ

Ｂ

外
周

部
大

梁

Ａ

Ｈ

外周部大梁

Ｃ

大
梁

小
梁

ｂ

ｄ

柱

ａ

大
梁

大梁
ｅ

ｃ

 梁との間に隙間がある場合

 柱廻り

 左図円部詳細

普通コンクリート

釘

釘

クローサー

釘

ＱＬデッキ

３０

梁型枠

３０

クローサー

溶接金網または異形鉄筋

梁に定着

普通コンクリート

ＱＬデッキ

耐火補強筋

３０

１５０

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

普通コンクリート

耐火補強筋
３０３０

ＱＬデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

 ブラケット支持

耐火補強筋

４
０

１０

ＱＬデッキ

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

アークスポット溶接 又は

打込み鋲 ＠６００以下

耐火補強筋

ＳＲＣ梁

３０ｍｍ以上

１０

耐火補強筋

Ｌ

耐力補強筋

Ｌ

4
0
d

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

普通コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

（梁に定着）

ＱＬデッキ
１０

フラッシング

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り納まり

３０ｍｍのみ込み

梁幅

ａａ

１０ｍｍ以上

梁幅
ＱＬデッキ 柱型枠

フラッシング

  A)開口間隔≧３×開口径

１）開口がφ１５０程度の場合

B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

C)開口が連続している場合

連続する開口の開口群(仮想開口)と

見なし、その開口部の大きさにより、

2)又は3)に準じて補強を行う

仮想開口

開口補強筋Ｄ１０

耐力補強筋 ２）に準ず

ｗ

耐力補強筋

ｗ

開口補強筋Ｄ１０

開口部

ａt＝

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

ａd又はａtの大きい方

耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）

耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ

ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様で

　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された

　　場合の切断された耐火補強筋の本数

小梁補強

コンクリート箱抜き

コンクリート硬化後

開口部

ｗ

Ｌ
開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

開口

部

Ｍ

ｆt･ｊ

ｗ

≧４０･Ｄ

コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

2

溶接金網又は異形鉄筋

（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

床、２時間耐火

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

３
０

コンクリート厚さ

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

３０

１５０ ８５０

ＱＬデッキ

スパン スパン

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

５,４００N/m 以下

５,４００N/m 以下

４,４００N/m 以下

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

普通又は軽量コンクリート

端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ

焼抜き栓溶接、打込み鋲

又は頭付きスタッド

５０

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

溶接金網又は異形鉄筋

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

FP060FL-9101

床、２時間耐火

FP120FL-9113

床、１時間耐火

FP060FL-9101

床、２時間耐火

FP120FL-9113

溶接金網又は異形鉄筋

（Ｄ１０－＠２００）

普通コンクリート

普通コンクリート φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

コンクリート厚さ

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＱＬデッキ

３
０

３
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３

耐火補強筋 Ｄ１３

３０ ３０

普通又は軽量コンクリート

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

又は頭付きスタッド

コンクリート厚さ３
０

焼抜き栓溶接、打込み鋲

耐火補強筋 Ｄ１３
ＱＬデッキ

５０

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。

注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。

注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。

注５）許容積載荷重Ｗ　算出式

［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５

　：支持スパン（ｍ）

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
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※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。

付帯条件

 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。

（ □１種　　□２種 ）

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

ｍｍ

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

１.５Ｑa

DＱ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）

Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D

Ａw ＝（　　　　）mm

板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)

１.２　  　　　４,９００

１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要

焼抜き栓溶接 Ａw

大梁

フラッシング

クローサー

Ｗ（１００～２５０） ２５

1
3
.
5

ハンガー金具

（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）

スペーサー

　高さ確保用。）

４
０

（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）

（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）

１８５

２
８

１）頭付きスタッド

２）打込み鋲

３）焼抜き栓溶接

□事前検査

□溶接後の外観検査

□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ　の　他】

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。

　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。

　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接

2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無

3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。

    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。

    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。

    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)

       ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm

       高性能ＡＥ減水剤

       単位水量　175リットル/ｍ 以下

    1)水セメント比を小さくする。

    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。

    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

    1)小梁の剛性を大きくする。

    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)

      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを

      アークスポット溶接するのが望ましい。

    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

ＱＬデッキ

ひび割れ

柱

400mm以上

400mm以上

補強筋D10@200

補強筋(D13)

柱

1
0
0
m
m

ひび割れ

3

2

2

注2)

注2)

注2)

2

ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。

梁にのみ込み３０ｍｍ

Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ

亜鉛めっき Ｚ２７限定

 厚さ(QLデッキ山上)

デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

（ワイヤーメッシュの

QLデッキと梁との接合

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合

(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況

ＱＬデッキを切断

すみ肉溶接又はドリルねじ

φ４－１３　＠６００以下

QLデッキ切断、柱へののみ込みなし

コンクリート止め 木材等

QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし

ＱＬデッキ受け材

すみ肉溶接又はドリルねじ

φ４－１３　＠６００以下

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向

 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向

 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向

柱廻りＱＬデッキ切欠き

QLデッキ端部  小口塞ぎ

又はドリルねじ

すみ肉溶接

 ＱＬデッキを離した場合

 外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合

ＱＬデッキ

ＱＬデッキ受材

・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

すみ肉溶接又はドリルねじ

 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向

現場切断（ＱＬデッキ）

QLデッキ受材ＦＢ６５×６等

(APWの場合 ＦＢ６５×９等)

 ＱＬデッキを連続にした場合

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２

ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ高さ

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

ＱＬデッキ高さ

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)

□亜鉛めっき   　  　　　   [ □Z12　 □Z27 ]

墨　出　し

 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ

　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚

 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。

 ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る

 　　ように敷込む。

 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、

 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。

　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）

 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり

 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。

 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。

 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代

 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０

 　　ｍｍあることを確認する｡

鉄骨梁の場合

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、

(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

事前にご相談下さい。

納期が必要ですので

敷　込　み

1) 検流計での計測

ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。

連　続　支　持

単　純　支　持

そ　　の　　他

 □指定なし

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間

□打込み鋲      　 接合箇所は特記による

□そ　　の　　他

（４）溶接工の資格

（５）手順・要領

JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

右の１～４の順に行う。

注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装

　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

梁フランジ板厚：６mm以上

溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（２）溶接棒

JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で

棒径４mmφのもの

（３）標準溶接条件

QLデッキ板厚

１.２ｍｍ

１.６ｍｍ

梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）

３.０～４.０×１度打ち

３.０～４.０×２度打ち

３.５～４.５×１度打ち

４.０～４.５×２度打ち

３００～３２０

３００～３２０

３００～３２０

３００～３２０

３３～３５

３３～３５

３４～３６

３４～３６

６～９ｍｍ未満

９ｍｍ以上

６～９ｍｍ未満

９ｍｍ以上

発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ

（３）標準溶接条件：下表

４     整　　形

上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。

なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を

１    アーク発生

３  押し込み・溶着

工　　程                 手　　順　・　要　　領

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を

QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、

２  QLデッキ焼抜き

１）頭付きスタッド

　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。

　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

３）焼抜き栓溶接

　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の

　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）

２）打込み鋲

　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。

　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。

焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ アーク手溶接 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ ＣＯ2アークスポット溶接

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き

（１）溶接機

交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

　 　　日本ヒルティ(株)、　日本ドライブイット(株)

径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。

50ｍｍ以上

200ｍｍ以下

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁

Ｓ梁

Ｓ梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）
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耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕

Ｂ･Ｈ部

小
梁

２スパン                     １スパン

クローサー

 ＱＬデッキを離した場合

ＱＬデッキ

耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照

５
０

ＱＬ９９-７５

大梁上

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

ＱＬ９９-５０

大梁上

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

７
５

■ＱＬ９９-５０

■1.2

 ■普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート

 □１８　　　　　■２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 ■ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７

 ■ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３
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有 限 会 社 森 本 設 計

1級建築士事務所　宮崎県知事登録 第D-1839号

1級建築士登録 　   第122041号

森　本　啓　喜

構造設計1級建築士  第8358号

□ 本図(仕様書)に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。

　月　日 管理建築士 設　計　者 製　　　図 工事名称 設計年月日 設計番号 課　長 補　佐 係　長 係　員
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管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日 図面名称 縮尺 図面番号

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治
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1級建築士事務所　宮崎県知事登録 第D-1839号
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構造設計1級建築士  第8358号

□ 本図(仕様書)に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。

　月　日 管理建築士 設　計　者 製　　　図 工事名称 設計年月日 設計番号 課　長 補　佐 係　長 係　員

記

株式会社　近藤設計 宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

　月　日 日向市学校給食共同調理場建設事業

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日 図面名称 縮尺 図面番号

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

事

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

　月　日

A1:S=100

A3:S=200土間伏図 S - 09

※　　　　　部は 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(t＝150)、特記外 ｺﾝｸﾘｰﾄ天端は FL-15 とする。

※特記外 スラブ天端は FL-15 とする。
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1級建築士事務所　宮崎県知事登録 第D-1839号

1級建築士登録 　   第122041号

森　本　啓　喜

構造設計1級建築士  第8358号

□ 本図(仕様書)に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。

　月　日 管理建築士 設　計　者 製　　　図 工事名称 設計年月日 設計番号 課　長 補　佐 係　長 係　員

記

株式会社　近藤設計 宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

　月　日 日向市学校給食共同調理場建設事業

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日 図面名称 縮尺 図面番号

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

事

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214
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－構造設計者－

有 限 会 社 森 本 設 計

1級建築士事務所　宮崎県知事登録 第D-1839号

1級建築士登録 　   第122041号

森　本　啓　喜

構造設計1級建築士  第8358号

□ 本図(仕様書)に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。

　月　日 管理建築士 設　計　者 製　　　図 工事名称 設計年月日 設計番号 課　長 補　佐 係　長 係　員

記

株式会社　近藤設計 宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

　月　日 日向市学校給食共同調理場建設事業

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日 図面名称 縮尺 図面番号

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

事
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－構造設計者－

有 限 会 社 森 本 設 計

1級建築士事務所　宮崎県知事登録 第D-1839号

1級建築士登録 　   第122041号

森　本　啓　喜

構造設計1級建築士  第8358号

□ 本図(仕様書)に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。

　月　日 管理建築士 設　計　者 製　　　図 工事名称 設計年月日 設計番号 課　長 補　佐 係　長 係　員

記

株式会社　近藤設計 宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

　月　日 日向市学校給食共同調理場建設事業

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日 図面名称 縮尺 図面番号

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

事

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214
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－構造設計者－

有 限 会 社 森 本 設 計

1級建築士事務所　宮崎県知事登録 第D-1839号

1級建築士登録 　   第122041号

森　本　啓　喜

構造設計1級建築士  第8358号

□ 本図(仕様書)に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。

　月　日 管理建築士 設　計　者 製　　　図 工事名称 設計年月日 設計番号 課　長 補　佐 係　長 係　員

記

株式会社　近藤設計 宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

　月　日 日向市学校給食共同調理場建設事業

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

事

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214
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－構造設計者－
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1級建築士登録 　   第122041号

森　本　啓　喜

構造設計1級建築士  第8358号

□ 本図(仕様書)に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。

　月　日 管理建築士 設　計　者 製　　　図 工事名称 設計年月日 設計番号 課　長 補　佐 係　長 係　員

記

株式会社　近藤設計 宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

　月　日 日向市学校給食共同調理場建設事業

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美
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□－D13-＠200

増打

3
0

2
3
0

2
0
0

▽機械室FL

全 断 面

▽1FL

D10－＠1000

□－D13-＠200

2
0
0
1
5

2
1
5

増打

2
8
5

1
,
7
5
0

450

450×1,750

4-D25

4-D25

10-D10

1
0
0

8-D25

8-D25

Ｆ Ｇ ５

450×1,050

4-D25

4-D25

増打

3
0

2
3
0

2
0
0

1
0
0

▽機械室FL

▽設計GL

1
,
0
5
0

450

4-D10

▽1FL

▽設計GL

450

1
,
2
0
0

6-D10

450×1,200

D10－＠1000

2
0
0
1
5

2
1
5

増打

2
8
5

8
0
0

450

450×800

4-D25

4-D25

▽1FL

▽設計GL

□－D13-＠150

2-D10

▽設計GL

1
5

D10－＠1000

4-D25

増打

▽1FL

4-D25

450

1
,
7
5
0

450×1,750

両 端 中 央

Ｆ Ｇ ２

2
1
5

2
8
5

2
0
0

450×1,750

□－D13-＠150

10-D1010-D10

全 断 面

▽1FL

▽設計GL

D10－＠1000

□－D13-＠200

Ｆ Ｇ ７

D10－＠1000

2
0
0
1
5

2
1
5

増打

2
8
5

▽1FL

▽設計GL

450

6-D10

全 断 面

▽1FL

D10－＠1000

□－D13-＠200

4-D25

4-D25

▽設計GL

4-D10

Ｆ Ｇ ８

2
5
0

1
,
0
0
0

450

450×1,000

全 断 面

D10－＠1000

□－D13-＠200

2
0
0
1
5

2
1
5

増打

2
8
5

10-D10

▽1FL

▽設計GL

Ｆ Ｇ ９

9
5
0

450

450×950

8-D25

8-D25

□－D13-＠125

4-D10

5-D25

5-D25

1
,
9
0
0

450

450×1,900

7-D25

7-D25

2
0
0
1
5

増打

1
,
2
5
0

450×1,250

D10－＠1000

2
0
0
1
5

2
1
5

増打

2
8
5

1
,
7
5
0

450

450×1,750

10-D10

▽1FL

▽設計GL

Ｆ Ｇ ６

両 端 中 央

8-D25

8-D25

□－D13-＠125

全 断 面

D10－＠1000

2
0
0
1
5

2
1
5

増打

2
8
5

8
0
0

450

450×800

▽1FL

▽設計GL

□－D13-＠150

2-D10

5-D25

5-D25

全 断 面

D10－＠1000

□－D13-＠200

2
0
0
1
5

2
1
5

増打

2
8
5

1
,
7
5
0

450

450×1,750

10-D10

▽1FL

▽設計GL

Ｆ Ｇ １ １

7-D25

7-D25

D10－＠1000

2
0
0
1
5

2
1
5

増打

2
8
5

1
,
7
5
0

450

450×1,750

10-D10

▽1FL

▽設計GL

両 端

Ｆ Ｇ １ ０

5-D25

5-D25

□－D13-＠150

位 　 置

符 　 号

全 断 面 全 断 面 全 断 面

Ｆ Ｂ １ Ｆ Ｂ ２ Ｆ Ｂ ３

断 　 面

▽設計GL

▽1FL ▽1FL

▽設計GL

▽1FL

▽設計GL

2
0
0
1
5

2
1
5

2
8
5

7
0
0

500

2
0
0
1
5

2
1
5

2
8
5

7
0
0

500

2
0
0
1
5

2
1
5

2
8
5

7
0
0

500

全 断 面 全 断 面 全 断 面

▽設計GL

▽1FL ▽1FL

2
0
0
1
5

2
1
5

2
8
5

Ｆ Ｂ ４ Ｆ Ｂ ５ Ｆ Ｂ ６

D10－＠1000

□－D13-＠200

D10－＠1000

4-D25

□－D13-＠200

D10－＠1000

4-D25

寸 　 法

上 端 筋

下 端 筋

腹 　 筋

あ ば ら 筋

巾 止 め 筋 D10－＠1000

□－D13-＠200

D10－＠1000

4-D25

□－D13-＠200

D10－＠1000

4-D25 6-D25

6-D25

2-D10

500×700

7-D25

7-D25

500×700 500×700

□－D13-＠150

2-D10 2-D10

1
,
7
5
0

10-D10

▽設計GL

▽機械室FL 3
0

1
,
0
5
0

4-D10

7-D25

7-D25

増打

▽1FL

2
0
0

2
3
0

▽設計GL

▽機械室FL 3
0

1
0
0

増打

6-D25

6-D25

□－D13-＠200

1
5
0

1
8
0

1
5
0

400

400×1,750 400×1,050

400

400

1
,
2
0
0

400×1,200

6-D10

全 断 面

▽1FL

▽設計GL

2
0
0
1
5

2
1
5

D10－＠1000

□－D13-＠150

2-D10

全 断 面

▽設計GL

▽1FL 1
5

D10－＠1000

□－D13-＠200

Ｆ Ｂ ７

増打 増打 増打
増打 増打

4-D10

Ｆ Ｂ ８

地 中 小 梁 リ ス ト

550×650

10-D25

10-D25

7
8
5

6
5
0

550

増打

9
5
0

400

1
6
5

3
3
5

1
5
0

400×950

4-D25

4-D25

1
5
0

1
,
0
0
0

フープ筋：D13-＠100

1,000

1C1柱型配筋詳細図

5
0

均しモルタル ァ 50

□
－

3
5
0
×

3
5
0
×

2
2

6
0

6
0

1
6
0

1
6
0
1
3
0

570

230170 170

5
7
0

1
7
0

1
7
0

2
3
0

570

60 60

BPL－32×570×570

L＝700

160 160130

ﾘﾌﾞ  PL－9　H＝150▽BPL下端

立上り筋：16-D25

(SN490C)

(SNR400)

S=1/30

ABT 12－M30

使 用 材 料 一 覧

鉄　骨

地　業

鉄　筋

コンクリート Fc＝ 21Ｎ／ mm

２

＋構造体強度補正値

（重ね継手）

（ガス圧接）

D10～ D16

Fc＝ 21Ｎ／ mm

２

＋構造体強度補正値

SD345

SD295A

スランプ 15cm

スランプ 18cm

SSC400

SS400

SN400B

S10T

SN490C

BCR295， STKR400

捨コンクリート ｔ＝90 ＋ 砕石ｔ＝100

捨コンクリート ｔ＝50 ＋ 砕石ｔ＝ 60

Fc＝ 18Ｎ／ mm

２

スランプ15cm

Fc＝ 18Ｎ／ mm

２

スランプ15cm

(剛接合部材 )

(ピン接合部材 )

基礎，地中梁

地中梁

基礎

異形鉄筋

異形鉄筋

ベースプレート

アンカーボルト

高力ボルト

ダイヤフラム

角型鋼管

Ｈ型鋼

Ｈ型鋼

躯体

ラップルコンクリート

捨コンクリート

D19～ D25

SN490C

SNR400

L２

3-D16

2
0
0

D13-@200

▽1FL

1
5

　ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ筋と

※土間ｺﾝｸﾘｰﾄ補強筋,

　緊結すること

(
1
5
0
)

L
２

地中梁あばら筋と

同径,同材質,同間隔

地中梁増打部補強詳細図

S=1/50

1
5
0

D13-@200

S=1/30
土間コンクリート配筋図

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

１ Ｓ ２

１ Ｓ ３

１ Ｓ ４

２ ０ ０

２ ０ ０

２ ０ ０

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200 D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200 D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200 D13-＠200

D13-＠200

ﾓ ﾁ ｱ ﾐ ﾀ ﾞ ﾌ ﾞ ﾙ

ﾓ ﾁ ｱ ﾐ ﾀ ﾞ ﾌ ﾞ ﾙ

ﾓ ﾁ ｱ ﾐ ﾀ ﾞ ﾌ ﾞ ﾙ 調 理 室 等

検 収 室 等

更 衣 室 等

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

位 　 置版 　 厚符 　 号

２ ０ ０

ス ラ ブ リ ス ト

端　部中　央 中　央

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200 D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200 D13-＠200

D13-＠200

短 　 辺 　 方 　 向

端　部

長 　 辺 　 方 　 向

D13-＠200

ﾓ ﾁ ｱ ﾐ ﾀ ﾞ ﾌ ﾞ ﾙ

ﾓ ﾁ ｱ ﾐ ﾀ ﾞ ﾌ ﾞ ﾙ

１ Ｓ １

Ｆ Ｓ １ Ｅ Ｖ ピ ッ ト

洗 浄 室

備 　 考

上 端 筋

下 端 筋

２ ０ ０

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200

D13-＠200 D13-＠200

D13-＠200

ﾓ ﾁ ｱ ﾐ ﾀ ﾞ ﾌ ﾞ ﾙ 洗 浄 室１ Ｓ １ ａ

位 　 置版 　 厚符 　 号

端　部中　央 中　央

短 　 辺 　 方 　 向

端　部

長 　 辺 　 方 　 向

Ｑ Ｌ デ ッ キ 　 99 - 5 0 - 1 . 2

デ ッ キ 山 上 　 ｔ ＝ 85

6φ-＠150 6φ-＠150 6φ-＠150 6φ-＠1502 S 3～ 2 S 1 1

Ｑ Ｌ デ ッ キ 　 99 - 5 0 - 1 . 2

デ ッ キ 山 上 　 ｔ ＝ 85

6φ-＠150 6φ-＠150 6φ-＠150 6φ-＠1502 S 1 2～ 2 S 1 3

備 　 考

屋外機械ｽﾍﾟｰｽ

会 議 室 等

保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80

１ ７ ５

胴縁

8
7
0

8
7
0

2
1
5

7
8
5

A1:S=30，50

A3:S=60,100

平成26年01月24日

部材リスト 1



－構造設計者－

有 限 会 社 森 本 設 計

1級建築士事務所　宮崎県知事登録 第D-1839号

1級建築士登録 　   第122041号

森　本　啓　喜

構造設計1級建築士  第8358号

□ 本図(仕様書)に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。

　月　日 管理建築士 設　計　者 製　　　図 工事名称 設計年月日 設計番号 課　長 補　佐 係　長 係　員

記

株式会社　近藤設計 宮崎県知事登録　　第 E-1622 号

　月　日 日向市学校給食共同調理場建設事業

管理建築士：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

設　計　者：一級建築士　大臣登録第 154724 号　近藤正美

　月　日 図面名称 縮尺 図面番号

製　　　図：一級建築士　大臣登録第 254852 号　桑津悦治

事

〒883-0064 宮崎県日向市大字日知屋古田町9番 TEL:0982(53)6214

　月　日 S - 23

継手詳細図　　　　　S=1/20

【 RG1 】 【 RG2 】

H-340*250*9*14 H-600*200*11*17

「鉄骨構造標準接合部H形鋼編SI単位表示版　SCSS-H97」による

建設省監修

特記）材質は備考による。

部  材記  号

2C 1

1 C 1

□ - 3 5 0× 3 5 0× 2 2

□ - 3 5 0× 3 5 0× 2 2

P 1

R G 1

R G 2

2 G 1

2 G 2

2 G 3

2 C G 1

2 C G 2

H - 4 4 0× 3 0 0×  1 1× 1 8

H - 5 8 8× 3 0 0×  1 2× 2 0

H - 4 4 0× 3 0 0×  1 1× 1 8

H - 6 0 0× 2 0 0×  1 1× 1 7

H - 3 5 0× 1 7 5×   7× 1 1

H - 3 4 0× 2 5 0×   9× 1 4

P 2 □ - 1 0 0× 1 0 0× 4 . 5

R B 1

R B 2

R B 3

2 B 3

2 B 4

2 B 5

2 B 6

2 B 7

2 B 2

2 B 1

2 B 8

2 B 9

H - 2 9 4× 2 0 0× 　 8× 12

H - 2 4 8× 1 2 4× 　 5×  8

H - 2 0 0× 1 0 0× 5 . 5×  8

H - 3 5 0× 1 7 5×   7× 1 1

H - 2 4 8× 1 2 4× 　 5×  8

H - 3 5 0× 1 7 5×   7× 1 1

H - 2 0 0× 1 0 0× 5 . 5×  8

H - 4 0 0× 2 0 0×   8× 1 3

H - 4 4 0× 3 0 0×  1 1× 1 8

H - 1 9 4× 1 5 0× 　 6×  9

2 C G 3

2 C G 4

H - 3 4 0× 2 5 0×   9× 1 4

H - 3 4 0× 2 5 0×   9× 1 4

2 C G 5

H - 2 0 0× 1 0 0× 5 . 5×  8

2 B 1 0

2 B 1 1

H - 2 0 0× 1 0 0× 5 . 5×  8

H - 2 0 0× 1 0 0× 5 . 5×  8【 F 8 T】

 - 3 8 0× 1 0 0× 1 0 . 5× 1 6

H - 1 9 4× 1 5 0× 　 6×  9

□-150×100×9.0

H-194×150×　6× 9(横打ち)

T B 1

T B 2

H - 1 7 5× 1 7 5× 7 . 5× 1 1

P 3

H - 2 0 0× 1 0 0× 5 . 5×  8

H - 2 0 0× 1 0 0× 5 . 5×  8

母屋

M20(JIS規格品)　GPL-9 HTB 1-M20

Z-237.5×68.8×25×2.0@1056

屋根ﾌﾞﾚｰｽ

C-100×50×20×3.2 @ 600　　普通BOLT 1-M12

2C-100×50×20×3.2 @ 1800　 普通BOLT 1-M12

備  考

BC R 2 9 5

B C R 2 9 5

S N 4 0 0 B

S N 4 0 0 B

S N 4 0 0 B

S N 4 0 0 B

S N 4 0 0 B

S N 4 0 0 B

S N 4 0 0 B

S N 4 0 0 B

S S 4 0 0

S T K R 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S N 4 0 0 B

S N 4 0 0 B

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S T K R 4 0 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

S S C 4 0 0

S S 4 0 0

S S C 4 0 0

縦 胴 縁

鉄 骨 部 材 リ ス ト

RB1 RB3RB2

40

RG2

150

H－200×100×5.5×8

RB1

GPL-6

RG1

175

6
0

7
0

7
0

HTB 2*2-M20

RB1

RG1
GPL-6

7
0

6
0

7
0

HTB 2*2-M20

175

H－200×100×5.5×8

60

40

40

60

40

RG1

175

2B1 H-248*124*5*82B3H-200*100*5.5*8 H-350*175*7*112B2

40

60

200

2G3

GPL-6

7
0

6
0

7
0

HTB 2*2-M20

H－200×100×5.5×8

2B1

40

60

200

2G3

GPL-6

6
0

6
0

H－248×124×5×8

RB3

6
4

6
4

H－294×200×8×12

6
0
6
0 8
7

8
7

GPL-9

HTB 3-M20

8
5

6
0

〃
6
0

8
5

H－350×175×7×11

GPL-9

40175

6
0

6
0

6
4

6
4

2G1

2B3

GPL-6

H－248×124×5×8

H－200×100×5.5×8

GPL-6

HTB 2*2-M20

60

40200

6
0

7
0

7
0

2B1

2G2

H-200*100*5.5*8 H-294*200*8*12

HTB 3-M20

HTB 4-M24

HTB 3-M20

2B4 H-200*100*5.5*8H-350*175*7*11 2B5

40200

2G2

GPL-9

HTB 4-M20

8
5

6
0

〃
6
0

8
5

H－350×175×7×11

2B4

40138

2B4

7
0

6
0

7
0

GPL-6

H－200×100×5.5×8

2B5

HTB 2-M20

2B6 H-400*200*8*13

40200

1
1
0

1
1
0

〃
6
0

6
0

HTB 4-M20

GPL-9

H－400×200×8×13

2G2

2B6

H-440*300*11*18

H－200×100×5.5×8

40

2B7 H-194*150*6*9

6
0

6
7
 

6
7
 

125

40

2CG2

2G3

〃
6
0

〃

1
0
0

40200

2B7

7
0

6
0

7
0

GPL-6 GPL-6

H-194×150×　6× 9

2B8

125

2CG2

2B9

2B92B8 H-200*100*5.5*8

6
0

GPL-12

1
0
0

HTB 5-M20

HTB 2-M16 HTB 2-M16

2B10

2B10

2C1

 -380×100×10.5×16

GPL-12

HTB 4-M20

2C1

 -380×100×10.5×16

2B10

 -380*100*10.5*16

2B11

H－200×100×5.5×8

40

7
0

6
0

7
0

GPL-6

175

2B11

HTB 2-M16【F8T】

2CG4

H-200*100*5.5*8【F8T】 TB2□-150*100*9TB1

H－194×150×6×9TB2

2C12C1

□-150×100×9TB1

6
0

7
0

7
0

4040

TB2

H－194×150×6×9

2C1

40

GPL-6

5
0
5
0

40

60

2C1

□-150×100×9

TB1

HTB 2-M16 HTB 2-M16

GPL-9

柱頭部

RG1

RG1

普通ﾎﾞﾙﾄ 1-M12

L-75×75×6

L-75×75×6

普通ﾎﾞﾙﾄ 1-M12

柱頭部
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２.特記なき限り　H.T.BはS10T

１.特記なき限り　ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄの材質はSS400とする

※ 共通事項

３.リブプレートの板厚は、ガセットプレートが９mm以下の場合は ６mm、ガセットプレートが１２mmの場合は ９mm とする。

※ 共通事項

１.特記なき限り　ｽﾌﾟﾗｲｽﾌﾟﾚｰﾄは鋼材はSN400Bとする

２.特記なき限り　H.T.BはS10T
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－構造設計者－

有 限 会 社 森 本 設 計

1級建築士事務所　宮崎県知事登録 第D-1839号

1級建築士登録 　   第122041号

森　本　啓　喜

構造設計1級建築士  第8358号

□ 本図(仕様書)に記載された事項は構造関係規定に適合することを確認した。
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